
 病 院 理 念  
 

地域の人々の命と健康を守り、信頼される病院を目指す 

 

 

 病院基本方針  
 

１ 患者さんの権利を尊重した安心・安全で良質な医療の推進 

２ 急性期から回復期・在宅等に至るまでの医療水準の向上 

３ 保健福祉・医療機関との連携促進による地域医療の充実 

４ 全人的医療を実践できる医療人の育成 

５ 働きがいのある職場環境の整備 

６ 健全経営 

 

 患者さんの権利と責務  

－権 利－ 

私たち岩手県立久慈病院職員一同は、医療行為が患者さんと医療関係者との信頼関係の上に成り立つも

のであり、医療の中心はあくまでも患者さんであることを深く認識し、一人ひとりの患者さんに次の権利

があることを確認します。 

 

１ 患者さんは、個人的な背景の違いや病気の性質などに係わらず、良質な医療を公平に受けることが

できます。 

２ 患者さんは、医療機関を自由に選択し、他の医師の意見を求めることができます。 

３ 患者さんは、医療の内容、その危険性及び回復の可能性についてご自身が理解できる言葉で説明を

受け、十分な納得と同意の上で参加し、適切な医療を選択し受けることができます。 

４ 患者さんは、ご自身が受ける医療に参加し、ご自身の意見を表明する事ができます。 

５ 患者さんの医療上の個人情報は、全て保護されます。 

６ 患者さんは、ご自身の診療記録の開示や説明を求める事ができます。 

７ 患者さんに研究の途上にある治療をお勧めする場合には、治療の内容や従来の治療方法との違いな

どについて、事前に十分な説明をします。 

８ 患者さんは、合理的で連続性がある医療を受けるとともにご自身の健康や保健サービスについて説

明を受けることができます。 

 

－責 務－ 

１ 良質な医療を実現するため、医師をはじめとする医療提供者に対し、患者さん自身の健康に関する

情報をできるだけ正確に伝えてくださるようお願いします。 

２ 検査や治療は、説明を十分にご理解されたうえでお受けくださるようお願いします。 

３ 薬は、効果や副作用等について説明を受け十分にご理解いただき、指示を守り、正しく服用される

よう心がけをお願いします。 

４ 病院では、全ての患者さんが平等に適切な医療を受けられるようにするため、他の患者さんの治療

や病院職員による医療提供に支障をあたえないよう配慮をお願いします。 
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「北リアスの汐」第 25 号の発刊に寄せて 
 

「北リアスの汐」の発刊が第 25 号になったそうですが、1/4 世紀が過ぎた事になります。今年はなんといっても新型

コロナウイルス感染症が最も大きなニュースですが、この話題一色といってもいいような年となりました。 

 

令和２年４月、吉田徹院長から引き継ぎ久慈病院の院長に着任致しました。着任早々、この感染症対策が最初の仕事と

なり、11 月 27 日現在久慈圏域で COVID-19 陽性者が確認され対応いたしました。 

 

少子・高齢化、過疎化の影響による病棟再編を７月から行いました。回復リハビリ病棟(40 床)を閉鎖し、一般病棟、

救急病棟及び包括ケア病棟を増やし、全部で 242 床（現行 259 床）に削減しました。ベッド数が減っても、これまで通り

「地域の人々の命と健康を守り、信頼される病院を目指す」という当院の理念を遂行することに変わりはなく、久慈圏域

の住民の皆様の安心につながる医療を目指します。 

 

当院は県内有数の研修医教育機関として知られていますが、今年は４名の研修医が加わり、２年次研修医５名と合わせ

総勢９名となりました。また、パート時間勤務(産後)ではありますが、女性医師２名が新たなスタッフとして加わりまし

た。今後、女性医師の働く環境の整備も進めていきたいと思います。 

 

2024 年から施行予定の医師の働き方改革を実行するため、長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態

にかかわらない公正な待遇の確保等のため、具体的な準備を進めていかなければなりません。医師の少ない岩手県の基幹

病院にあって、診療の質を維持しながらこれを達成していくことは容易ではありませんが、なんとか知恵を出し合って推

し進めなければなりません。 

 

コロナ禍において、診療実績を上げることが非常に困難な年でしたが、今年度の当院の活動や業績を振り返っていただ

きたいと思います。業績の悪化を全てコロナのせいにするのではなく、全職員が各々の立場で振り返り、真摯に反省をし

今後の対策を考えることが大切と思います。久慈病院全職員の皆様、令和 2年度のお仕事お疲れ様でした。また来年度も

健康でご活躍されることを祈念します。 

 

 

令和２年 11 月 27 日           

  

岩手県立久慈病院院長  川村英伸    
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Ⅰ．特別寄稿 
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特別寄稿①〔病院機能評価を受審して〕 
 

副院長兼地域医療福祉連携室長兼診療支援室長兼脳神経内科長 柴田俊秀 

 

 当院は、令和元年 10 月 23、24 日に、病院機能評価（第３世代 Ver2.0）の一般病院２と副機能のリハビリテーション

病院を受審しました。今回で４回目の受審となります。平成 30 年 12 月にキックオフ会議を開催し多職種によるワーキン

ググループを立ち上げ、平成 31 年 4 月より本格的に準備を開始しました。前回の病院機能評価と期中の自己評価におい

て B 評価であったところはもちろん自己評価を進めることで、病院の各取り組みについて網羅的に振り返ることができ、

問題点が抽出されたと思います。外部講師による研修会や模擬サーベーヤーによる部署訪問・ケアプロセスを繰り返し行

ったことにより、現場の職員の改善に取り組む意識が飛躍的に向上し、病院全体の一体感につながったと思われました。 

 

受審した２日間は、聞かれたことへの回答だけではなく、続けてきた良い取り組みや改善してきたことをアピールしま

した。初日に指摘されたことは翌日までに対応可能なところはすぐに改善し、部署訪問で求められた事項についてはその

日のうちにデータを付けて返答できたことはサーベーヤーに良い印象を与えたと思われます。総評では、人員不足などす

ぐに対応が困難な指摘事項もありましたが、あるべき病院に向けて改善すべき事項が根拠を付けて詳細に示されました。 

 

結果は、一般病院２については、Ｓ評価１つ、Ｂ評価７つでした。副機能のリハビリテーション病院については、Ｂ評

価２つでした。合格の判定でした。Ｂ判定のところは期中の自己判定までにＡ判定を目指せるように、Ａ判定のところは

Ｓ判定に持っていく意気込みで取り組むことが必要と思われます。今後も改善の取り組みを続けることで、久慈病院が地

域の方々にとって安心して医療を受けられる病院であると認められることが本当の目標であり、患者目線を忘れず医療の

質の向上に努めていければと思っております。  



― 2 ―

特別寄稿②〔オープンホスピタル事始め〕 
 

                      実行委員長 白石直人 

 

平成７年３月に現地で開院した新生久慈病院の 20周年記念行事と地域住民、患者さん、患者家族の交流の一環として、

吉田徹院長の下、令和元年７月 27 日土曜日に、久慈病院としては初めての病院公開イベント“オープンホスピタル”が

開催されました。震災以降行われてきた三陸復興プロジェクトに併せて、これまでも行われてきた市内の中学生向けの医

療現場体験会に加え、例年平日の日中にアンバーホールで行われてきた市民健康講演会に加えて、普段余り市民の皆様の

目に触れることの無い院内各職種の業務の紹介、業務内容の展示に加え各種業務の体験イベントでは実際の機器の展示に

加え、操作体験や測定体験など各職種・職員協力の下知恵を絞り企画運営していただきました。また消防署の協力で子供

たちに人気の救急車両の展示や久慈市地域包括センターによる医療・介護に関するパンフレット等の配布、保育園児や有

志団体、職員有志、二戸高等看護学生による七夕ミニコンサート等も行われました。 

 

〔実施された概要と会場の様子は次頁の通りです。〕 

 

まだ梅雨明け前の土曜日、小雨の混じる天候の中、職員有志や関係団体の方々が集合し、朝早くから準備を行いました。

初めての試みでもあり、果たしてどれほどの市民が来てくれるのかと不安のうちに午前 10 時からの開場となりました。

開場前からちらほらと市民の方々が訪れ、オープンセレモニーが始まる頃には病院待合ホールが埋まるくらいの人が集ま

りました。開会後さっそく院内各部門のブースでは各職種の展示や体験イベントが行われ、一部の展示では列が出来たり､

順番を待つ姿が見受けられました。特に診療や検査等の疑似体験は大盛況で対応する職員も大わらわでしたが、普段患者

さんと対峙しない職種の方や説明等になれていない職員も多く戸惑いながらも徐々に対応に慣れて、騒ぎもなく順調に人

の流れが作られていきました。平行して行われたステージイベントとしての市民健康講演会では｢小児救急の受診の仕方｣

を遠藤小児科長に講演していただき、普段なかなか参加出来ない市民の皆さんに熱心に聴講いただくことができ、職場体

験では､普段は希望した中学生が少人数で行っていたものですが、今回は多数集まっていただき、実際の医療機器を使用

しての体験や同級生の体験の見学もしていただけ、より充実した体験となりました。病院部門以外の体験イベントでもボ

ランティアの方々による折り紙教室や、子供用の白衣やユニフォームを着て写真を撮る、なりきり看護師（医師）体験も

盛況で、会場外ではミニ縁日など幼児でも飽きない催し物で家族連れも楽しんでいただけたようでした。 

 

さらに、小雨交じりではありましたが屋外では当院 DMAT の車両や実際使用する機材の展示に加え、人気の救急車両、

特に久慈消防本部の協力で全国９カ所にだけ配備された『拠点機能形成車両』の展示・説明に、実際の大きさに驚き、救

急隊の説明に聞き入り、今後も起きるであろう災害対応にも関心を持っていただけました。そして例年は患者さんに対応

いただいていた二戸高等看護学校の有志学生さんのハンドマッサージは最後まで順番待ちの市民で盛況でした。午前中の

開催という短い展示時間の終了後は締めとして、七夕コンサートが行われ、すぎのこ保育園児童のかわいいお遊戯、久慈

童謡研究会の素敵なコーラス、当院職員有志のダンス、そして二戸高看の学生の爽やかなコーラスも行われました。参加

人数は受付ベースで 185人、体験学生 11人でした。 

 

最後に院長の挨拶で締めくくりましたが、開催を決めてから本日まで短い準備期間しかなかったなか、事務部門をはじ

めとする職員全体の協力のおかげでなんとか開催にこぎ着けることが出来たことと、多数の市民の方々に参加・協力いた

だき、大きな事故もなく無事に開催できたことに、対応した職員も安堵と充実感だけでなく､終わったばかりなのに次回
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特別寄稿②〔オープンホスピタル事始め〕 
 

                      実行委員長 白石直人 

 

平成７年３月に現地で開院した新生久慈病院の 20周年記念行事と地域住民、患者さん、患者家族の交流の一環として、

吉田徹院長の下、令和元年７月 27 日土曜日に、久慈病院としては初めての病院公開イベント“オープンホスピタル”が

開催されました。震災以降行われてきた三陸復興プロジェクトに併せて、これまでも行われてきた市内の中学生向けの医

療現場体験会に加え、例年平日の日中にアンバーホールで行われてきた市民健康講演会に加えて、普段余り市民の皆様の

目に触れることの無い院内各職種の業務の紹介、業務内容の展示に加え各種業務の体験イベントでは実際の機器の展示に

加え、操作体験や測定体験など各職種・職員協力の下知恵を絞り企画運営していただきました。また消防署の協力で子供

たちに人気の救急車両の展示や久慈市地域包括センターによる医療・介護に関するパンフレット等の配布、保育園児や有

志団体、職員有志、二戸高等看護学生による七夕ミニコンサート等も行われました。 

 

〔実施された概要と会場の様子は次頁の通りです。〕 

 

まだ梅雨明け前の土曜日、小雨の混じる天候の中、職員有志や関係団体の方々が集合し、朝早くから準備を行いました。

初めての試みでもあり、果たしてどれほどの市民が来てくれるのかと不安のうちに午前 10 時からの開場となりました。

開場前からちらほらと市民の方々が訪れ、オープンセレモニーが始まる頃には病院待合ホールが埋まるくらいの人が集ま

りました。開会後さっそく院内各部門のブースでは各職種の展示や体験イベントが行われ、一部の展示では列が出来たり､

順番を待つ姿が見受けられました。特に診療や検査等の疑似体験は大盛況で対応する職員も大わらわでしたが、普段患者

さんと対峙しない職種の方や説明等になれていない職員も多く戸惑いながらも徐々に対応に慣れて、騒ぎもなく順調に人

の流れが作られていきました。平行して行われたステージイベントとしての市民健康講演会では｢小児救急の受診の仕方｣

を遠藤小児科長に講演していただき、普段なかなか参加出来ない市民の皆さんに熱心に聴講いただくことができ、職場体

験では､普段は希望した中学生が少人数で行っていたものですが、今回は多数集まっていただき、実際の医療機器を使用

しての体験や同級生の体験の見学もしていただけ、より充実した体験となりました。病院部門以外の体験イベントでもボ

ランティアの方々による折り紙教室や、子供用の白衣やユニフォームを着て写真を撮る、なりきり看護師（医師）体験も

盛況で、会場外ではミニ縁日など幼児でも飽きない催し物で家族連れも楽しんでいただけたようでした。 

 

さらに、小雨交じりではありましたが屋外では当院 DMAT の車両や実際使用する機材の展示に加え、人気の救急車両、

特に久慈消防本部の協力で全国９カ所にだけ配備された『拠点機能形成車両』の展示・説明に、実際の大きさに驚き、救

急隊の説明に聞き入り、今後も起きるであろう災害対応にも関心を持っていただけました。そして例年は患者さんに対応

いただいていた二戸高等看護学校の有志学生さんのハンドマッサージは最後まで順番待ちの市民で盛況でした。午前中の

開催という短い展示時間の終了後は締めとして、七夕コンサートが行われ、すぎのこ保育園児童のかわいいお遊戯、久慈

童謡研究会の素敵なコーラス、当院職員有志のダンス、そして二戸高看の学生の爽やかなコーラスも行われました。参加

人数は受付ベースで 185人、体験学生 11人でした。 

 

最後に院長の挨拶で締めくくりましたが、開催を決めてから本日まで短い準備期間しかなかったなか、事務部門をはじ

めとする職員全体の協力のおかげでなんとか開催にこぎ着けることが出来たことと、多数の市民の方々に参加・協力いた

だき、大きな事故もなく無事に開催できたことに、対応した職員も安堵と充実感だけでなく､終わったばかりなのに次回

への構想とさらなる市民との交流を今後も行うことへの手応えを得ることができたと思われました。 

新型コロナが猛威をふるい、イベントどころか診療以外の病院訪問も制限される世の中ですが、また再び市民の方々とふ

れあい、作り上げていく地域に開かれた久慈病院にこれからも期待したいと思います。ご協力いただいた関係各位に改め

て感謝いたします。 

 

 

 





 

 

 

 

Ⅱ．病院の諸統計 

 





― 5 ―

１ 病院の概要 

〔１〕 沿革 

昭和 10年４月 

昭和 15年１月 

昭和 16年 12月 

昭和 18年 12月 

昭和 20年４月 

昭和 21年 

昭和 23年 11月 

昭和 25年 11月 

昭和 26年８月 

昭和 27年 12月 

昭和 30年１月 

昭和 32年８月 

昭和 32年 10月 

昭和 33年２月 

昭和 33年８月 

昭和 34年９月 

昭和 38年２月 

昭和 46年４月 

 

昭和 47年２月 

昭和 48年４月 

昭和 48年 12月 

昭和 53年８月 

昭和 55年３月 

昭和 56年２月 

昭和 56年 10月 

昭和 57年３月 

昭和 58年４月 

昭和 59年６月 

昭和 61年 10月 

昭和 62年４月 

昭和 63年３月 

平成元年８月 

平成４年３月 

平成４年７月 

平成５年１月 

平成６年２月 

平成６年５月 

平成６年 10月 

平成７年４月 

平成８年２月 

平成８年４月 

平成８年７月 

購買利用組合九戸病院として開設(16床) 

病院増築(57床) 

岩手県医薬購買利用組合連合会の統合、医薬連九戸病院となる 

岩手県農業会に移管、農業会九戸病院となる 

久慈大火で全焼する 

仮病舎建設する(45床) 

岩手県厚生連農業協同組合に移管、厚生連九戸病院となる 

岩手県に移管、岩手県立九戸病院となる(35床) 

病院新築する(66床) 

一般病床 15床を結核病床に転用、伝染病床 20床増設(一般 51床、結核 15床、伝染 20床) 

病床再編(一般 46床、結核 32床、伝染 10床) 

岩手県立久慈病院として改称する 

一般病床 24床増設(一般 70床、結核 32床、伝染 10床) 

一般病床 21床結核病床に転用(一般 49床、結核 53床、伝染 10床) 

一般病床 40床増設(一般 89床、結核 53床、伝染 10床) 

一般病床６床削減一般 83床、結核 53床、伝染 10床) 

病院増築(一般 145床、結核 55床、伝染 12床) 

久慈市立中央病院と統合 

久慈市中町一丁目 67番地に移転新築(一般 270床、結核 80床) 

伝染病棟増築併設(25床)とする(一般 270床、結核 80床、伝染 25床) 

歯科開設 

皮ふ科開設 

脳神経外科開設 

CT撮影装置導人 

総合病院施設基準の承認を受ける 

ひ尿器科開設 

救急病院の指定を受ける 

結核病床 80床を一般病棟に転用(一般病床 350床、伝染病床 25床、計 375床) 

人工透析を開始する 

運動療法施設基準の承認を受ける 

第３内科開設 

管理棟増設及び本館改修 

第２内科開設 

院外処方オーダリングシステム導入 

管理棟増設 

CT撮影装置導入(２台目) 

オーダリング新機種稼動 

看護基準特 3類の承認を受ける(３病棟・４病棟) 

新看護基準の承認を受ける 

形成外科開設 

病理検査稼動新病院建設祈願祭 

麻酔科開設 

久慈医学談話会発足 
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平成９年１月 

平成９年４月 

 

平成９年 12月 

平成 10年２月 17日 

平成 10年２月 28日 

平成 10年３月１日 

 

 

 

平成 10年４月 

平成 10年６月 

平成 11年４月 

 

平成 11年５月 

平成 13年４月 

平成 14年９月 

平成 15年６月 

 

 

平成 15年 10月 

平成 16年 11月 

 

平成 19年４月 

平成 20年７月 

平成 21年４月 

平成 21年６月 

平成 22年３月 

平成 25年８月 

平成 25年 12月 

平成 27年２月 

 

平成 27年 11月 

平成 28年 11月 

平成 29年１月 

平成 29年６月 

平成 29年 11月 

令和元年７月 27日 

令和２年２月 

 

 

入院処方(定期)オーダリングシステム導入 

神経内科開設 

内科・消化器科、循環器科、呼吸器科に名称を改称する 

新病院引渡を受ける 

新病院落成式 

新病院への引越し(2/28) 

現在地に新築移転開院(一般病床 330床、救急センター20床、伝染病床 8床、計 358床) 

救命救急センター併設稼動、オーダリングシステムに注射・検査を導入 

MRI(磁気共鳴断層撮影装置)導入、ライナック導入、対外衝撃波結石破砕装置導入 

皮膚治療レーザー装置導入、熱傷浴槽装置、運動浴槽装置(歩行浴槽)導入 

精神科、神経内科、放射線科及び麻酔科を新設 

臓器提供施設の指定を受ける 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」の施行に伴い「感染症指定病

床」へ名称変更、併せて８床から４床へ変更(一般病床 350床、感染病床 4床、計 354床) 

作業療法施設基準の承認を受ける 

地域周産期母子医療センターの指定を受ける 

久慈地域リハピリテーション広域支援センターの指定を受ける 

3階西病棟に回復期リハビリテーション病床 43床を設置する。 

併せて、一般病床(12床)を減少する(一般病床 295床、回復期リハビリテーション病床 43床、

感染病床 4床、計 342床) 

単独型臨床研修指定病院の指定を受ける 

病院機能評価 ver.4.0の認定を取得 

IS014001 の認定を取得 

単独型臨床研修病院から管理型臨床研修病院へ変更 

DPC対象病院となる 

がん診療連携拠点病院の指定を受ける 

電子カルテ導入 

病院機能評価 ver.6.0 の認定(更新)を取得 

歯科から歯科ロ腔外科へ科名変更 

ドクターヘリ用へリポート完成 

病院機能評価機能種別版評価項目 3rdG:ver.10 の認定(更新)を取得 

電子カルテサーバー更新 

病棟改編(一般病床 293床、回復期リハビリテーション病床 43床、感染病床 4床、計 340床) 

病棟改編(一般病棟 287床、回復期リハビリテーション病床 43床、感染病床 4床、計 334床) 

岩手県立久慈病院ロゴマーク決定 

新透析室稼働 

地域包括ケア病棟導入(59床) 

オープンホスピタル 

病院機能評価の認定(更新)を取得 
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平成９年１月 

平成９年４月 

 

平成９年 12月 

平成 10年２月 17日 

平成 10年２月 28日 

平成 10年３月１日 

 

 

 

平成 10年４月 

平成 10年６月 

平成 11年４月 

 

平成 11年５月 

平成 13年４月 

平成 14年９月 

平成 15年６月 

 

 

平成 15年 10月 

平成 16年 11月 

 

平成 19年４月 

平成 20年７月 

平成 21年４月 

平成 21年６月 

平成 22年３月 

平成 25年８月 

平成 25年 12月 

平成 27年２月 

 

平成 27年 11月 

平成 28年 11月 

平成 29年１月 

平成 29年６月 

平成 29年 11月 

令和元年７月 27日 

令和２年２月 

 

 

入院処方(定期)オーダリングシステム導入 

神経内科開設 

内科・消化器科、循環器科、呼吸器科に名称を改称する 

新病院引渡を受ける 

新病院落成式 

新病院への引越し(2/28) 

現在地に新築移転開院(一般病床 330床、救急センター20床、伝染病床 8床、計 358床) 

救命救急センター併設稼動、オーダリングシステムに注射・検査を導入 

MRI(磁気共鳴断層撮影装置)導入、ライナック導入、対外衝撃波結石破砕装置導入 

皮膚治療レーザー装置導入、熱傷浴槽装置、運動浴槽装置(歩行浴槽)導入 

精神科、神経内科、放射線科及び麻酔科を新設 

臓器提供施設の指定を受ける 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」の施行に伴い「感染症指定病

床」へ名称変更、併せて８床から４床へ変更(一般病床 350床、感染病床 4床、計 354床) 

作業療法施設基準の承認を受ける 

地域周産期母子医療センターの指定を受ける 

久慈地域リハピリテーション広域支援センターの指定を受ける 

3階西病棟に回復期リハビリテーション病床 43床を設置する。 

併せて、一般病床(12床)を減少する(一般病床 295床、回復期リハビリテーション病床 43床、

感染病床 4床、計 342床) 

単独型臨床研修指定病院の指定を受ける 

病院機能評価 ver.4.0の認定を取得 

IS014001 の認定を取得 

単独型臨床研修病院から管理型臨床研修病院へ変更 

DPC対象病院となる 

がん診療連携拠点病院の指定を受ける 

電子カルテ導入 

病院機能評価 ver.6.0の認定(更新)を取得 

歯科から歯科ロ腔外科へ科名変更 

ドクターヘリ用へリポート完成 

病院機能評価機能種別版評価項目 3rdG:ver.10 の認定(更新)を取得 

電子カルテサーバー更新 

病棟改編(一般病床 293床、回復期リハビリテーション病床 43床、感染病床 4床、計 340床) 

病棟改編(一般病棟 287床、回復期リハビリテーション病床 43床、感染病床 4床、計 334床) 

岩手県立久慈病院ロゴマーク決定 

新透析室稼働 

地域包括ケア病棟導入(59床) 

オープンホスピタル 

病院機能評価の認定(更新)を取得 

 

 

 

 

 

 

 

〔２〕 久慈圏域の人口 

（令和 2年 1月 1日現在） 

久慈市 33,510人 

洋野町 15,205人 

野田村  3,914人 

普代村  2,561人  計 55,190 人 

 

〔３〕 標榜診療科及び病床数 

 標榜診療科(20診療科) 

   消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、脳神経内科、精神科、小児科、外科、整形外科、形成外科 

   脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科 

   放射線科、麻酔科、歯科口腔外科 

 

  病床数 

   一般病棟             208 床 

   地域包括ケア病床           5 床 

   回復期リハビリテーション病床    43 床 

   感染病床               4 床 

   救命救急センター病床        20 床 

 

〔４〕 病院の現況 

所在地  岩手県久慈市旭町第 10地割１番 

診療圏  ４市町村（久慈市、洋野町、野田村、普代村） 

敷地、建物面積 

 

病院 

公舎 

敷地面積 56,778.95㎡、敷地延べ面積 24,974.79㎡ 

敷地面積 13,900.43㎡、敷地延べ面積  7,253.89㎡ 

病棟勤務体制  

 

 

 

３東病棟 

３西病棟 

４西病棟 

５東病棟 

５西病棟 

救命救急センター 

62床 

43床 

55床 

59床 

53床 

20床 

3:3体制 ※感染症病床 4床含む 

2:2体制 ※回復期リハビリテーション病床 

3:3体制 ※地域包括ケア病棟 

3:3体制 

3:3体制 

3:3体制 
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〔５〕 施設基準承認等 

 

初診料（歯科）の注１に掲げる基準 

歯科外来診療環境体制加算１ 

急性期一般入院料４ 

臨床研修病院入院診療加算（基幹） 

救急医療管理加算 

超急性期脳卒中加算 

妊産婦緊急搬送入院加算 

診療録管理体制加算１ 

医師事務作業補助体制加算１（15対 1） 

急性期看護補助体制加算（25対 1） 

（看護補助者５割以上） 

   夜間 50対 1急性期看護補助体制加算 

    夜間看護体制加算 

看護職員夜間 16対 1配置加算１ 

療養環境加算 

重症者等療養環境特別加算 

重症皮膚潰瘍管理加算 

がん拠点病院加算１ がん診療連携拠点病院  

医療安全対策加算１ 

    医療安全対策地域連携加算１ 

感染防止対策加算１ 

    感染防止対策地域連携加算 

   抗菌薬適正使用支援加算 

患者サポート体制充実加算 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

ハイリスク妊娠管理加算 

呼吸ケアチーム加算 

後発医薬品使用体制加算１ 

病棟薬剤業務実施加算１ 

病棟薬剤業務実施加算２ 

データ提出加算２及び４ 許可病床数 200床以上 

入退院支援加算１ 

    入院時支援加算 

認知症ケア加算３ 

せん妄ハイリスク患者ケア加算 

救命救急入院料１ 

    救急体制充実加算２（Ａ評価） 
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〔５〕 施設基準承認等 

 

初診料（歯科）の注１に掲げる基準 

歯科外来診療環境体制加算１ 

急性期一般入院料４ 

臨床研修病院入院診療加算（基幹） 

救急医療管理加算 

超急性期脳卒中加算 

妊産婦緊急搬送入院加算 

診療録管理体制加算１ 

医師事務作業補助体制加算１（15対 1） 

急性期看護補助体制加算（25対 1） 

（看護補助者５割以上） 

   夜間 50対 1急性期看護補助体制加算 

    夜間看護体制加算 

看護職員夜間 16対 1配置加算１ 

療養環境加算 

重症者等療養環境特別加算 

重症皮膚潰瘍管理加算 

がん拠点病院加算１ がん診療連携拠点病院  

医療安全対策加算１ 

    医療安全対策地域連携加算１ 

感染防止対策加算１ 

    感染防止対策地域連携加算 

   抗菌薬適正使用支援加算 

患者サポート体制充実加算 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

ハイリスク妊娠管理加算 

呼吸ケアチーム加算 

後発医薬品使用体制加算１ 

病棟薬剤業務実施加算１ 

病棟薬剤業務実施加算２ 

データ提出加算２及び４ 許可病床数 200床以上 

入退院支援加算１ 

    入院時支援加算 

認知症ケア加算３ 

せん妄ハイリスク患者ケア加算 

救命救急入院料１ 

    救急体制充実加算２（Ａ評価） 

地域包括ケア病棟入院料２ 

看護職員配置加算 

    看護補助者配置加算 

    看護職員夜間配置加算 

外来栄養食事指導１ 

 栄養管理加算 

心臓ペースメーカー指導管理料 

    遠隔モニタリング加算" 

糖尿病合併症管理料 

がん性疼痛緩和指導管理料 

がん患者指導管理料イ 

がん患者指導管理料ロ 

糖尿病透析予防指導管理料 

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 

院内トリアージ実施料 

外来リハビリテーション診療料 

ニコチン依存症管理料 

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 

がん治療連携計画策定料 

がん治療連携管理料１（がん診療連携拠点病院） 

外来がん患者在宅連携指導料 

薬剤管理指導料 

検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 

医療機器安全管理料１ 

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料（緩和ケア） 

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料（褥瘡ケア） 

造血器腫瘍遺伝子検査 

先天性代謝異常症検査 

検体検査管理加算（Ⅱ） 

植込型心電図検査 

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 

ヘッドアップティルト試験 

長期継続頭蓋内脳波検査 

神経学的検査 

コンタクトレンズ検査料１ 

画像診断管理加算１ 

ＣＴ撮影（16列以上 64列未満） 

ＭＲＩ撮影（1.5テスラ以上３テスラ未満） 

大腸ＣＴ撮影加算 

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 
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外来化学療法加算１ 

無菌製剤処理料 

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

 初期加算 

廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

    初期加算 

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

    初期加算 

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

    初期加算 

集団コミュニケーション療法料 

人工腎臓 慢性維持透析を行った場合１ 

導入期加算１ 

透析液水質確保加算 

慢性維持透析濾過加算 

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

ＣＡＤ/ＣＡＭ冠 

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換術 

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生検（併用） 

経皮的冠動脈形成術 

経皮的冠動脈ステント留置術 

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 

植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術 

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 

経皮的大動脈遮断術 

ダメージコンロトール手術 

医科点数表第２章第 10部手術の通則 5及び 6に掲げる手術 

医科点数表第２章第 10部手術の通則の 16に掲げる手術 

輸血管理料Ⅰ 

輸血適正使用加算 

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 

麻酔管理料（Ⅰ） 

保険医療機関間の連携による病理診断（送付側） 

保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中迅速病理組織標本作製（送信側） 

クラウン・ブリッジ維持管理料 

入院時食事療養（Ⅰ） 
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外来化学療法加算１ 

無菌製剤処理料 

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

 初期加算 

廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

    初期加算 

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

    初期加算 

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

    初期加算 

集団コミュニケーション療法料 

人工腎臓 慢性維持透析を行った場合１ 

導入期加算１ 

透析液水質確保加算 

慢性維持透析濾過加算 

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

ＣＡＤ/ＣＡＭ冠 

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換術 

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生検（併用） 

経皮的冠動脈形成術 

経皮的冠動脈ステント留置術 

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 

植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術 

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 

経皮的大動脈遮断術 

ダメージコンロトール手術 

医科点数表第２章第 10部手術の通則 5及び 6に掲げる手術 

医科点数表第２章第 10部手術の通則の 16に掲げる手術 

輸血管理料Ⅰ 

輸血適正使用加算 

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 

麻酔管理料（Ⅰ） 

保険医療機関間の連携による病理診断（送付側） 

保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中迅速病理組織標本作製（送信側） 

クラウン・ブリッジ維持管理料 

入院時食事療養（Ⅰ） 

 

 

 

〔６〕 職員数 

職   種 職員数 職   種 職員数 

医師 42人 理学療法士 12人 

看護師 231人 作業療法士    6人 

准看護師    5人 言語聴覚士    2人 

看護補助者 50人 管理栄養士    4人 

薬剤師 12人 歯科衛生士    3人 

診療放射線技師 14人 医療社会事業士    2人 

臨床検査技師 17人 臨床心理士    1人 

視能訓練士    2人 事務職員 26人 

臨床工学技士    4人 その他 46人 

合 計  479人 

(令和 2年 3月末現在 臨時職員含む 休職者除く) 
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[７]　主要器械・備品整備状況
（単位：千円）

購入年月日 品          名 規          格 数量 金　　額

診療科

R02.01.31 超音波診断装置 LOGIQ E10 1 24,870,000

R02.03.27 内視鏡レポートシステム nexusレポート端末対応SCOPE 1 7,200,000

R02.03.27 NEXUS画像入力端末 NEXUS VT318 1 1,700,000

R02.02.21 超音波診断装置 SONOVISTA GX30 1 5,050,000

R01.09.24 オートレフケラト／トノ／パキメータ TONOREF 1 3,900,000

透析室

R02.03.27 人工透析システム DAB-50Si他 1 86,650,000

内視鏡室

R02.03.03 内視鏡検査用鉗子 A20914A22.5Fr 1 114,000

検査科

R01.10.30 全自動糖尿病診断装置 イADAMS GA-1172/HA-8182 1 3,600,000

R02.01.29 多項目自動血球分析装置  UniCel DxH 900、SMS 1 10,600,000

R02.03.30 血漿融解装置 TT-1000 1 728,000

放射線科

R02.03.27 全身用X線CT診断装置 Aquilion Lightning/Helios 1 40,400,000

R01.09.30 診断用Ｘ線テレビ装置 CUREVISTA17 1 39,590,000

R02.03.02 診断用X線テレビ装置 EXAVISTA17 1 22,500,000

リハビリ

Ｈ31.02.13 足関節運動訓練器 ゲイトイノベーション 1 420,000

病棟

R02.03.27 HEPAフィルター付パーテーション NACP-897-AH、CH 1 734,000

Ｈ31.02.27 ギャッジベッド JS-NM33／PC1 30 3,527

Ｈ30.12.26 無影灯 CRVO04v 2 2,418

手術室

R02.03.31 喉頭鏡 McGRATH MAC 1 173,500

R01.12.27 内視鏡用カメラ OTV-S7PURO H-HD-L08E 1 1,470,000

R02.03.31 牽引セット パネルクランプ 1 1,651,600

R02.03.03 頭蓋骨鉗子 ミズホ駒井式 1 100,000

R02.03.31 電気ドリル Colibri 1 1,540,000

R02.03.31 電気ドリル パワーツール 1 5,600,000

R02.03.27 関節鏡システム Arthrex Synergy UHD4他 1 8,700,000

R02.03.27 関節鏡用手術鉗子 キングフィッシャー他 1 800,000

R01.09.30 腹腔鏡下手術支援システム LTF-S190-5、OEV262H、IMH-200他 1 8,550,000

R02.03.31 エアータニケット A.T.S4000 1 1,485,000

R02.03.31 全身麻酔器 IntelliBride 1 10,757,000

R02.03.27 生化学的モニタリングシステム アテストリーダー 1 320,000

ＣＥ

R02.03.27 ヘモスフィア HEM1 1 3,950,000

R02.03.27 大動脈バルーンポンプ CARDIOSAVE 本体/トレーナ 1 12,100,000

R02.03.27 人工呼吸器 Savia300BF 1 2,280,000

備品等

R02.03.31 電磁調理器 C1-157-555T他一式 1 4,350,000

R01.09.18 温冷配膳車 PHC CD1128MG 12 18,525,600

R01.09.06 ラベルプリンター IP-206カッタ付 1 120,000

R01.09.30 ネットワーク機器（スイッチ等） ﾚｲﾔｰ3ｽｲｯﾁ　AT-SH510-28GPX-Z5他 1 7,168,300

R02.03.31 周産期電子カルテシステムサーバ 周産期電子カルテシステム　ハローベイビー 1 9,189,600
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[７]　主要器械・備品整備状況
（単位：千円）

購入年月日 品          名 規          格 数量 金　　額

診療科

R02.01.31 超音波診断装置 LOGIQ E10 1 24,870,000

R02.03.27 内視鏡レポートシステム nexusレポート端末対応SCOPE 1 7,200,000

R02.03.27 NEXUS画像入力端末 NEXUS VT318 1 1,700,000

R02.02.21 超音波診断装置 SONOVISTA GX30 1 5,050,000

R01.09.24 オートレフケラト／トノ／パキメータ TONOREF 1 3,900,000

透析室

R02.03.27 人工透析システム DAB-50Si他 1 86,650,000

内視鏡室

R02.03.03 内視鏡検査用鉗子 A20914A22.5Fr 1 114,000

検査科

R01.10.30 全自動糖尿病診断装置 イADAMS GA-1172/HA-8182 1 3,600,000

R02.01.29 多項目自動血球分析装置  UniCel DxH 900、SMS 1 10,600,000

R02.03.30 血漿融解装置 TT-1000 1 728,000

放射線科

R02.03.27 全身用X線CT診断装置 Aquilion Lightning/Helios 1 40,400,000

R01.09.30 診断用Ｘ線テレビ装置 CUREVISTA17 1 39,590,000

R02.03.02 診断用X線テレビ装置 EXAVISTA17 1 22,500,000

リハビリ

Ｈ31.02.13 足関節運動訓練器 ゲイトイノベーション 1 420,000

病棟

R02.03.27 HEPAフィルター付パーテーション NACP-897-AH、CH 1 734,000

Ｈ31.02.27 ギャッジベッド JS-NM33／PC1 30 3,527

Ｈ30.12.26 無影灯 CRVO04v 2 2,418

手術室

R02.03.31 喉頭鏡 McGRATH MAC 1 173,500

R01.12.27 内視鏡用カメラ OTV-S7PURO H-HD-L08E 1 1,470,000

R02.03.31 牽引セット パネルクランプ 1 1,651,600

R02.03.03 頭蓋骨鉗子 ミズホ駒井式 1 100,000

R02.03.31 電気ドリル Colibri 1 1,540,000

R02.03.31 電気ドリル パワーツール 1 5,600,000

R02.03.27 関節鏡システム Arthrex Synergy UHD4他 1 8,700,000

R02.03.27 関節鏡用手術鉗子 キングフィッシャー他 1 800,000

R01.09.30 腹腔鏡下手術支援システム LTF-S190-5、OEV262H、IMH-200他 1 8,550,000

R02.03.31 エアータニケット A.T.S4000 1 1,485,000

R02.03.31 全身麻酔器 IntelliBride 1 10,757,000

R02.03.27 生化学的モニタリングシステム アテストリーダー 1 320,000

ＣＥ

R02.03.27 ヘモスフィア HEM1 1 3,950,000

R02.03.27 大動脈バルーンポンプ CARDIOSAVE 本体/トレーナ 1 12,100,000

R02.03.27 人工呼吸器 Savia300BF 1 2,280,000

備品等

R02.03.31 電磁調理器 C1-157-555T他一式 1 4,350,000

R01.09.18 温冷配膳車 PHC CD1128MG 12 18,525,600

R01.09.06 ラベルプリンター IP-206カッタ付 1 120,000

R01.09.30 ネットワーク機器（スイッチ等） ﾚｲﾔｰ3ｽｲｯﾁ　AT-SH510-28GPX-Z5他 1 7,168,300

R02.03.31 周産期電子カルテシステムサーバ 周産期電子カルテシステム　ハローベイビー 1 9,189,600

[８]　患者数
（単位：人）

年　度 入院患者延数
１日当り

入院患者数
外来患者延数

１日当り
外来患者数

198.5 725.0

(365) (244)

200.6 694.6

(365) (244)

194.1 694.9

(366) (240)

※１日当たり患者数欄下段 (　) 内は当該年度の診療日数

各科別入院患者数
年度

科名

消化器内科 12,766 11,863 11,124

循環器内科 11,113 11,635 10,392

呼吸器内科 0 0 0

脳神経内科 11,124 11,325 8,451

小児科 942 879 584

外科 11,457 12,153 12,352

整形外科 8,308 8,526 10,540

形成外科 171 175 400

脳神経外科 6,702 9,601 10,768

皮膚科 173 0 0

泌尿器科 4,795 3,726 3,662

産婦人科 3,513 2,026 1,733

眼科 1,067 1,029 678

耳鼻咽喉科 0 0 0

麻酔科 0 0 0

放射線科 0 0 0

総合診療科 35 0 0

歯科 270 291 365

合　　計 72,436 73,229 71,049

１日平均 198.5 200.6 194.1

（令和元年度入院診療日数 366日）

令和元年度平成30年度平成29年度

166,771

169,477

176,907

令和元年度

平成30年度

平成29年度

71,049

73,229

72,436
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[９]　病床数及び病床利用率
（単位：床、％）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

許可病床数 287 287 287

利用率 59.8 62.8 56.8

県病平均 69.9 76.5 69.4

許可病床数 43 43 43

利用率 62.4 74.9 72.3

県病平均 58.4 60.6 64.7

許可病床数 ― ― ―

利用率 ― ― ―

県病平均 2.5 7.1 3.2

許可病床数 ― ― ―

利用率 ― ― ―

県病平均 53.4 64.8 59.3

許可病床数 4 4 4

利用率 0.0 0.0 0.0

県病平均 0.0 0.0 0.0

許可病床数 334 334 334

利用率 59.4 63.7 58.1

県病平均 65.6 73.0 66.6

[10]　公衆衛生活動状況
（単位：人）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

3,863 3,643 4,353

440 420 520

2,709 2,438 2,602

0 0 0

590 259 551

7,602 6,760 8,026

感染

計

区　　　　　分

一般

療養

結核

精神

区　　　分

計

保健事業

人間ドック

予防接種

個人健診

集団検診

[11]　過去３年間の収支状況
（単位：千円）

年　　度 損 益 累 計

平成29年度 2,524,336

平成30年度 2,217,508

令和元年度 1,909,213

収入及び収支の状況
（単位：千円、％）

年　度

区　分 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

 医　業　収　益 5,800,292 △ 9.9 5,841,442 0.7 5,766,228 △ 1.3

　 入　院　収　益 3,279,095 △ 14.0 3,386,886 3.3 3,340,836 △ 1.4

　 外　来　収　益 2,007,451 △ 3.0 1,955,530 △ 2.6 1,976,621 1.1

　 その他医業収益 513,746 △ 6.2 499,026 △ 2.9 448,772 △ 10.1

 医 業 外 収 益 835,499 △ 6.4 924,701 10.7 989,066 7.0

 特　別　収　益 0 - - 0 -

 収　益　合　計 6,635,791 △ 9.5 6,766,143 2.0 6,755,294 △ 0.2

 （うち一般会計繰入金） 899,803 △ 6.5 935,245 3.9 900,343 △ 3.7

 医　業　費　用 6,295,590 △ 2.2 6,327,194 0.5 6,361,328 0.5

　 給　 与　 費 3,425,707 1.2 3,465,941 1.2 3,455,623 △ 0.3

　 材　 料　 費 1,417,436 △ 10.5 1,329,111 △ 6.2 1,298,946 △ 2.3

 （うち薬品費） 860,899 △ 12.2 810,958 △ 5.8 783,628 △ 3.4

 （うち診療材料費） 509,059 △ 8.0 468,012 △ 8.1 465,821 △ 0.5

　 経　　　　費 1,008,867 4.0 1,032,364 2.3 1,023,316 △ 0.9

　 交　 際　 費 3 0.0 8 166.7 3 △ 62.5

　 減 価 償 却 費 388,035 △ 19.5 462,696 19.2 552,231 19.4

　 資 産 減 耗 費 27,282 78.8 4,804 △ 82.4 2,265 △ 52.9

　 研 究 研 修 費 28,260 △ 1.7 32,270 14.2 28,944 △ 10.3

 医 業 外 費 用 345,211 14.3 325,558 △ 5.7 329,232 1.1

 （うち支払利息） 149,526 △ 7.9 134,711 △ 9.9 120,629 △ 10.5

 共 通 管 理 費 313,030 △ 24.2 311,645 △ 0.4 324,700 4.2

 特　別　損　失 0 0.0 108,574 0.0 48,329 0.0

 費　用　合　計 6,953,831 22.9 7,072,971 1.7 7,063,589 △ 0.1

 差　引　損　益 △ 318,040 653.9 △ 306,828 3.5 △ 308,295 △ 0.5

令和元年度

△ 308,295

△ 306,828

7,063,589

7,072,971

費　　用 損　　益

△ 318,0406,953,831

6,755,294

6,766,143

6,635,791

収　 益

平成29年度 平成30年度
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[９]　病床数及び病床利用率
（単位：床、％）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

許可病床数 287 287 287

利用率 59.8 62.8 56.8

県病平均 69.9 76.5 69.4

許可病床数 43 43 43

利用率 62.4 74.9 72.3

県病平均 58.4 60.6 64.7

許可病床数 ― ― ―

利用率 ― ― ―

県病平均 2.5 7.1 3.2

許可病床数 ― ― ―

利用率 ― ― ―

県病平均 53.4 64.8 59.3

許可病床数 4 4 4

利用率 0.0 0.0 0.0

県病平均 0.0 0.0 0.0

許可病床数 334 334 334

利用率 59.4 63.7 58.1

県病平均 65.6 73.0 66.6

[10]　公衆衛生活動状況
（単位：人）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

3,863 3,643 4,353

440 420 520

2,709 2,438 2,602

0 0 0

590 259 551

7,602 6,760 8,026

感染

計

区　　　　　分

一般

療養

結核

精神

区　　　分

計

保健事業

人間ドック

予防接種

個人健診

集団検診

[11]　過去３年間の収支状況
（単位：千円）

年　　度 損 益 累 計

平成29年度 2,524,336

平成30年度 2,217,508

令和元年度 1,909,213

収入及び収支の状況
（単位：千円、％）

年　度

区　分 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

 医　業　収　益 5,800,292 △ 9.9 5,841,442 0.7 5,766,228 △ 1.3

　 入　院　収　益 3,279,095 △ 14.0 3,386,886 3.3 3,340,836 △ 1.4

　 外　来　収　益 2,007,451 △ 3.0 1,955,530 △ 2.6 1,976,621 1.1

　 その他医業収益 513,746 △ 6.2 499,026 △ 2.9 448,772 △ 10.1

 医 業 外 収 益 835,499 △ 6.4 924,701 10.7 989,066 7.0

 特　別　収　益 0 - - 0 -

 収　益　合　計 6,635,791 △ 9.5 6,766,143 2.0 6,755,294 △ 0.2

 （うち一般会計繰入金） 899,803 △ 6.5 935,245 3.9 900,343 △ 3.7

 医　業　費　用 6,295,590 △ 2.2 6,327,194 0.5 6,361,328 0.5

　 給　 与　 費 3,425,707 1.2 3,465,941 1.2 3,455,623 △ 0.3

　 材　 料　 費 1,417,436 △ 10.5 1,329,111 △ 6.2 1,298,946 △ 2.3

 （うち薬品費） 860,899 △ 12.2 810,958 △ 5.8 783,628 △ 3.4

 （うち診療材料費） 509,059 △ 8.0 468,012 △ 8.1 465,821 △ 0.5

　 経　　　　費 1,008,867 4.0 1,032,364 2.3 1,023,316 △ 0.9

　 交　 際　 費 3 0.0 8 166.7 3 △ 62.5

　 減 価 償 却 費 388,035 △ 19.5 462,696 19.2 552,231 19.4

　 資 産 減 耗 費 27,282 78.8 4,804 △ 82.4 2,265 △ 52.9

　 研 究 研 修 費 28,260 △ 1.7 32,270 14.2 28,944 △ 10.3

 医 業 外 費 用 345,211 14.3 325,558 △ 5.7 329,232 1.1

 （うち支払利息） 149,526 △ 7.9 134,711 △ 9.9 120,629 △ 10.5

 共 通 管 理 費 313,030 △ 24.2 311,645 △ 0.4 324,700 4.2

 特　別　損　失 0 0.0 108,574 0.0 48,329 0.0

 費　用　合　計 6,953,831 22.9 7,072,971 1.7 7,063,589 △ 0.1

 差　引　損　益 △ 318,040 653.9 △ 306,828 3.5 △ 308,295 △ 0.5

令和元年度

△ 308,295

△ 306,828

7,063,589

7,072,971

費　　用 損　　益

△ 318,0406,953,831

6,755,294

6,766,143

6,635,791

収　 益

平成29年度 平成30年度
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[12] 病 院 組 織 図

総務係

玉舘　信雄　課長
管財係

（注）表中に
　　　で示した部門は院内組織である。

稲見　敬子　総看護師長

副）四役　睦子

事務局
盛合健　局長、杤澤健一　次長

総務課

副）久慈　ゆかり

副）片岸　真弓

医事経営課

診療情報管理室

医師事務支援室
三浦　一之　室長、西川　栄樹　室次長

薬剤科 及川　尚子　次長

看護科

鈴木　宏尚　科長　

副）及川　真由美

チームケア部門等 S C Ｔ ・Skin Care Ｔeam

PCS・Ｐalliative Care Ｓｔａｆｆ

透析予防診療チーム

褥瘡対策チーム

ＮＳＴ ・Ｎutrition Ｓupport Ｔeam

呼吸ケアチーム RCT・Respiratory Care Staff  

白石　直人　室長　 鈴木宏尚医薬品安全管理責任者

感染管理室
遠野　千尋　室長　　

A・S・T（Antimicrobial Stewardship Team）

診療支援室
臨床検査技術科 病理検査室

柴田　俊秀　室長　
田頭　俊夫　技師長　

副）熊谷　正邦

診療科

吉田　徹

視能訓練士
三浦　一之

院長
小松　淳 ○

産婦人科

白石　直人
遠野　千尋
柴田　俊秀

副）佐藤　ミヤコ

歯科口腔外科

入退院支援部門

緩和ケアチーム 

リハビリテーション技術科

栄養管理科

臨床心理科

山田貴子医療安全管理専門員 セーフティマネージメント部会

麻酔科

地域医療科 -

臨時歯科衛生士

○

坂岡　丈利 ○

災害対策チーム
（DMAT・Disastar
Medical Assistance
Ｔeam）

形成外科 白石　直人 ○

耳鼻いんこう科 -

皮膚科 - ○

泌尿器科

吉田徹センター長、皆川幸洋副センター長
総合診療科

脳神経内科 ○

呼吸器科 - ○

内科 ○

（令和元年11月1日現在）

-

柴田　俊秀

伊藤　千絵

-

（科長） 標榜

救命救急センター 救命救急科 皆川　幸洋

精神科 - ○

消化器内科 朝倉　謙輔 ○

循環器内科 大﨑　拓也 ○

小児科 遠藤　正宏 ○

第１外科 遠野　千尋 ○

第１整形外科 菊地　修平 ○

第２整形外科 近江　礼

第２外科

脳神経外科 小林　哲人 ○

秋元　義弘（二戸病院兼務） ○
副院長

眼科 清野　太郎 ○

○

リハビリテーション科 (医長：佐藤　光信) ○

放射線科 熊谷　由基 ○

-

中央手術科 遠野　千尋

臨床検査科 八重樫　端典

医療研修科 遠野　千尋

佐々木　幸雄　技師長　

災害医療科 皆川　幸洋

放射線技術科 副）下澤　孝幸

輸血部門 輸血療法管理室

金澤　篤子　科長

三浦一之医療機器安全管理責任者

医療安全管理室

ＩＣＴ（Ｉnfection Control Ｔeam  ） Infection Control　Staff

大和田　幸明　技師長　

臨床工学技術科

白石　直人　副院長（輸血療法委員会委員長）

医務係
西川　栄樹　課長

医事管理

医療相談部門

地域医療連携部門

三浦　一之　室長、西川　栄樹　室次長

地域医療福祉連携室
柴田　俊秀　室長、杤澤　健一　室次長
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Ⅰ　　感染症および寄生虫症 6

Ⅱ 　 新生物 138

Ⅳ    内分泌、栄養および代謝疾患 2

Ⅵ　  神経系の疾患 3

Ⅸ　  循環器系の疾患 75

Ⅹ    呼吸器系の疾患 59

ⅩⅠ　消化器系の疾患 15

ⅩⅢ　筋骨格系および結合組織の疾患 1

ⅩⅣ　尿路性器系の疾患 13

ⅩⅧ　症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 22

334

件数大　分　類

合　　　　計

Ⅰ 感染症および寄

生虫症 
2% 

Ⅱ 新生物 
41% 

Ⅳ 内分泌、栄養お

よび代謝疾患 
1% 

Ⅵ 神経系の疾患 
1% 

Ⅸ 循環器系の疾

患 
22% 

Ⅹ 呼吸器系の疾患 
18% 

ⅩⅠ 消化器系の

疾患 
4% 

ⅩⅢ 筋骨格系およ

び結合組織の疾患 
0% 

ⅩⅣ 尿路性器系

の疾患 
4% 

ⅩⅧ 症状、徴候お

よび異常臨床所見・

異常検査所見で他

に分類されないもの 
7% 

2019年度死亡退院疾病（大分類） 

２ 臨床指標 
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A30-A49 その他の細菌性疾患 6 1.80

C00-C14 口唇、口腔および咽頭 3 0.90

C15-C26 消化器 79 23.65

C30-C39 呼吸器および胸腔内臓器 24 7.19

C43-C44 皮膚 1 0.30

C45-C49 中皮および軟部組織 3 0.90

C50　　 乳房 7 2.10

C51-C58 女性性器 4 1.20

C60-C63 男性性器 6 1.80

C73-C75 甲状腺およびその他の内分泌腺 1 0.30

C76-C80 部位不明確、続発部位および部位不明の悪性新生物 1 0.30

C81-C96 原発と記載されたまたは推定されたリンパ組織、造血組織および関連組織の悪性新生物 8 2.40

D37-D48 性状不詳または不明の新生物 1 0.30

E10-E14 糖尿病 2 0.60

G10-G13 主に中枢神経系を障害する系統萎縮症 2 0.60

G20-G26 錐体外路障害および異常行動 1 0.30

I20-I25 虚血性心疾患 7 2.10

I26-I28 肺性心疾患および肺循環器疾患 2 0.60

I30-I52 その他の型の心疾患 26 7.78

I60-I69 脳血管疾患 34 10.18

I70-I79 動脈、細動脈および網細血管の疾患 4 1.20

I80-I89 静脈、リンパ管およびリンパ節の疾患、他に分類されないもの 2 0.60

J10-J18 インフルエンザおよび肺炎 15 4.49

J40-J47 慢性下気道疾患 6 1.80

J60-J70 外的因子による肺疾患 32 9.58

J80-J84 主として間質を障害するその他の呼吸器疾患 5 1.50

J95-J99 呼吸器系のその他の疾患 1 0.30

K55-K63 腸のその他の疾患 5 1.50

K65-K67 腹膜の疾患 2 0.60

K70-K77 肝疾患 6 1.80

K80-K87 胆嚢、胆道および膵の障害 2 0.60

M30-M36 全身性結合組織障害 1 0.30

N17-N19 腎不全 12 3.59

N30-N39 尿路系のその他の疾患 1 0.30

R50-R69 全身症状および徴候 13 3.89

S00-S09 頭部損傷 4 1.20

T15-T19 自然開口部からの異物侵入の作用 2 0.60

T66-T78 外因のその他および詳細不明の作用 2 0.60

T80-T88 外科的および内科的ケアの合併症、他に分類されないもの 1 0.30

334 100.00

中　分　類 件数 割合（％）

合　　　　計

2019年度死亡退院疾病（中分類）
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2019年度死因TOP

ICDコード 件数 在院日数 享年 割合

J69.0 32 18.5 88.8 9.58

I50.0 19 17.5 89.7 5.69

R54　 13 12.6 90.9 3.89

C25.0 10 17.1 83.1 2.99

C16.2 9 22.7 64.8 2.69

I63.4 9 13.6 82.5 2.69

J15.9 9 8.5 81.1 2.69

ICDコード 件数 在院日数 享年 割合

J69.0 15 19.1 88.1 8.52

I50.0 11 23.3 89.3 6.25

C16.2 8 26.4 76.5 4.55

C34.1 8 17.3 78.8 4.55

J15.9 6 11.7 84.5 3.41

C20　 6 71.8 73.2 3.41

I63.4 5 8.6 77.4 2.84

ICDコード 件数 在院日数 享年 割合

J69.0 17 17.8 89.4 10.76

R54　 10 18.2 93.5 6.33

I50.0 8 11.7 90.1 5.06

C25.0 8 13.2 84.2 5.06

C18.7 7 29.3 77.7 4.43

I63.4 4 18.5 87.5 2.53

N18.5 4 96.8 85.3 2.53

C23　 4 16.9 62.5 2.53胆のう癌

全体（３３４件）

男性（１７６件）

女性（１５８件）

老衰

うっ血性心不全

膵頭部癌

Ｓ状結腸癌

心原性脳塞栓症

慢性腎臓病・ステージG5D

左上葉肺癌

細菌性肺炎

直腸癌

心原性脳塞栓症

原死因

誤嚥性肺炎

胃体部癌

原死因

誤嚥性肺炎

うっ血性心不全

老衰

膵頭部癌

胃体部癌

心原性脳塞栓症

細菌性肺炎

原死因

誤嚥性肺炎

うっ血性心不全
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月 当月退院数 死亡退院数 粗死亡率 48時間以内 精死亡率

４月 343 18 5.2 3 4.4

５月 349 28 8.0 3 7.2

６月 365 18 4.9 4 3.8

７月 333 21 6.3 8 3.9

８月 310 22 7.1 6 5.2

９月 346 26 7.5 5 6.1

１０月 349 30 8.6 7 6.6

１１月 340 36 10.6 3 9.7

１２月 373 29 7.8 4 6.7

１月 320 39 12.2 8 9.7

２月 323 28 8.7 6 6.8

３月 381 39 10.2 9 7.9

合　計 4,132 334 8.1 66 6.5

2019年度　 月別死亡退院率

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

当月退院数 343 349 365 333 310 346 349 340 373 320 323 381

死亡退院数 18 28 18 21 22 26 30 36 29 39 28 39

48時間以内 3 3 4 8 6 5 7 3 4 8 6 9

粗死亡率 5.2 8 4.9 6.3 7.1 7.5 8.6 10.6 7.8 12.2 8.7 10.2

精死亡率 4.4 7.2 3.8 3.9 5.2 6.1 6.6 9.7 6.7 9.7 6.8 7.9

0
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-50
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死亡率（％） 退院数（人） 
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年代ごと男女別死亡退院数

件数 割合 件数 割合 件数 割合

０～９歳 0 0.00 0 0.00 0 0.00

１０歳代 0 0.00 0 0.00 0 0.00

２０歳代 0 0.00 0 0.00 0 0.00

３０歳代 0 0.00 0 0.00 0 0.00

４０歳代 2 1.14 3 1.90 5 1.50

５０歳代 9 5.11 10 6.33 19 5.69

６０歳代 25 14.20 15 9.49 40 11.98

７０歳代 35 19.89 28 17.72 63 18.86

８０歳代 74 42.05 56 35.44 130 38.92

９０歳代 31 17.61 44 27.85 75 22.46

１００歳代 0 0.00 2 1.27 2 0.60

合計 176 100.00 158 100.00 334 100.00

2019年度死亡退院

男性 女性 合計

３０歳代 
0% ４０歳代 

1% 
５０歳代 

6% 
６０歳代 

12% 
７０歳代 

19% ８０歳代 
39% 

９０歳代 
22% 

１００歳代 
1% 

全体 

３０歳代 
0% ４０歳代 

1% 
５０歳代 

5% ６０歳代 
14% 

７０歳代 
20% ８０歳代 

42% 

９０歳代 
18% 

 男性 ３０歳代 
0% ４０歳代 

2% 
５０歳代 

6% 
６０歳代 

10% ７０歳代 
18% 

８０歳代 
35% 

９０歳代 
28% 

１００歳代 
1% 

女性 
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17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 49.60 41.23 40.40 41.43 41.15 83.0

2 入院延患者数 人 72,017 79,102 72,436 73,229 73,101 101.5

3 新入院患者数 人 4,421 4,968 4,584 4,397 4,327 97.9

4 入院収益Ａ 千円 3,175,087 3,463,060 3,283,966 3,390,311 3,338,324 105.1

5 外来患者数 人 181,206 177,854 176,907 169,477 166,641 92.0

6 初診患者数 人 13,536 13,151 12,361 11,242 10,742 79.4

7 外来収益Ｂ 千円 2,019,848 1,968,415 2,012,153 1,961,273 1,984,300 98.2

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 5,194,935 5,431,475 5,296,119 5,351,584 5,322,624 102.5

1 入院診療単価 円 44,088 43,835 45,336 46,297 45,667 103.6

2 新入院患者数/日 人 12.08 13.61 12.56 12.05 11.82 97.9

3 平均在院日数 日 15.3 13.1 14.8 15.7 15.2 99.3

4 外来診療単価 円 11,147 11,068 11,374 11,573 11,908 106.8

5 紹介率 ％ 23.4 22.1 22.1 26.6 32.2 137.6

6 外来平均患者数/日 人 745.7 731.9 725.0 694.6 694.3 93.1

7 初診患者数/日 人 55.70 54.12 50.66 46.07 44.76 80.4

8 救急患者数 人 9,896 9,559 9,541 9,099 9,021 91.2

9 救急車搬送数 人 1,650 1,567 1,762 1,726 1,832 111.0

10 救急入院患者数 人 1,401 1,519 1,428 1,399 1,459 104.1

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 31.7 30.6 31.2 31.8 33.7 106.4

12 紹介（紹介患者加算）数 件 2,236 2,179 2,020 2,421 2,286 102.2

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 2,506 2,226 3,279 3,883 2,984 119.1

14 逆紹介率 ％ 26.3 25.9 36.0 41.3 42.1 160.1

15 手術件数（手術室利用） 件 1,462 1,524 1,586 1,530 1,464 100.1

16 診療応援件数 件 99 205 220 51 499 504.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 174,900 230,110 222,700 224,190 221,650 126.7

2 医師１人１日当たり外来収益 円 167,580 196,470 204,120 194,010 200,920 119.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 342,480 426,580 426,820 418,200 422,570 123.4

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 4.0 5.2 4.9 4.8 4.9 122.3

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 15.0 17.8 17.9 16.8 16.9 112.2

6 医師１人当たり新入院患者数 人 89.1 120.5 113.5 106.1 105.2 118.0

7 医師１人当たり救急患者数 人 199.5 231.8 236.2 219.6 219.2 109.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 33.3 38.0 43.6 41.7 44.5 133.8

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 28.2 36.8 35.3 33.8 35.5 125.5

10 医師１人当たり紹介数 件 45.1 52.8 50.0 58.4 55.6 123.2

11 医師１人当たり逆紹介数 件 50.5 54.0 81.2 93.7 72.5 143.5

12 医師１人当たり手術件数 件 29.5 37.0 39.3 36.9 35.6 120.7

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。

区　　分

基
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指
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分
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指
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生
産
性
指
標
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17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 49.60 41.23 40.40 41.43 41.15 83.0

2 入院延患者数 人 72,017 79,102 72,436 73,229 73,101 101.5

3 新入院患者数 人 4,421 4,968 4,584 4,397 4,327 97.9

4 入院収益Ａ 千円 3,175,087 3,463,060 3,283,966 3,390,311 3,338,324 105.1

5 外来患者数 人 181,206 177,854 176,907 169,477 166,641 92.0

6 初診患者数 人 13,536 13,151 12,361 11,242 10,742 79.4

7 外来収益Ｂ 千円 2,019,848 1,968,415 2,012,153 1,961,273 1,984,300 98.2

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 5,194,935 5,431,475 5,296,119 5,351,584 5,322,624 102.5

1 入院診療単価 円 44,088 43,835 45,336 46,297 45,667 103.6

2 新入院患者数/日 人 12.08 13.61 12.56 12.05 11.82 97.9

3 平均在院日数 日 15.3 13.1 14.8 15.7 15.2 99.3

4 外来診療単価 円 11,147 11,068 11,374 11,573 11,908 106.8

5 紹介率 ％ 23.4 22.1 22.1 26.6 32.2 137.6

6 外来平均患者数/日 人 745.7 731.9 725.0 694.6 694.3 93.1

7 初診患者数/日 人 55.70 54.12 50.66 46.07 44.76 80.4

8 救急患者数 人 9,896 9,559 9,541 9,099 9,021 91.2

9 救急車搬送数 人 1,650 1,567 1,762 1,726 1,832 111.0

10 救急入院患者数 人 1,401 1,519 1,428 1,399 1,459 104.1

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 31.7 30.6 31.2 31.8 33.7 106.4

12 紹介（紹介患者加算）数 件 2,236 2,179 2,020 2,421 2,286 102.2

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 2,506 2,226 3,279 3,883 2,984 119.1

14 逆紹介率 ％ 26.3 25.9 36.0 41.3 42.1 160.1

15 手術件数（手術室利用） 件 1,462 1,524 1,586 1,530 1,464 100.1

16 診療応援件数 件 99 205 220 51 499 504.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 174,900 230,110 222,700 224,190 221,650 126.7

2 医師１人１日当たり外来収益 円 167,580 196,470 204,120 194,010 200,920 119.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 342,480 426,580 426,820 418,200 422,570 123.4

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 4.0 5.2 4.9 4.8 4.9 122.3

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 15.0 17.8 17.9 16.8 16.9 112.2

6 医師１人当たり新入院患者数 人 89.1 120.5 113.5 106.1 105.2 118.0

7 医師１人当たり救急患者数 人 199.5 231.8 236.2 219.6 219.2 109.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 33.3 38.0 43.6 41.7 44.5 133.8

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 28.2 36.8 35.3 33.8 35.5 125.5

10 医師１人当たり紹介数 件 45.1 52.8 50.0 58.4 55.6 123.2

11 医師１人当たり逆紹介数 件 50.5 54.0 81.2 93.7 72.5 143.5

12 医師１人当たり手術件数 件 29.5 37.0 39.3 36.9 35.6 120.7

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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数 救急車搬送数 
（人 ） （ 人 ） 

（ 人 ） 

消化器科

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 4.90 5.99 4.98 4.75 6.15 125.5

2 入院延患者数 人 13,255 13,862 12,766 11,863 13,176 99.4

3 新入院患者数 人 934 957 991 908 916 98.1

4 入院収益Ａ 千円 498,215 550,420 515,809 509,221 488,166 98.0

5 外来患者数 人 18,596 18,260 19,064 17,386 16,284 87.6

6 初診患者数 人 1,399 1,378 1,209 1,166 1,233 88.1

7 外来収益Ｂ 千円 256,501 241,888 262,169 222,328 209,400 81.6

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 754,716 792,308 777,978 731,549 697,566 92.4

1 入院診療単価 円 37,587 39,707 40,405 42,925 37,050 98.6

2 新入院患者数/日 人 2.55 2.62 2.72 2.49 2.50 98.1

3 平均在院日数 日 13.0 13.0 11.8 11.7 10.9 83.9

4 外来診療単価 円 13,793 13,247 13,752 12,788 12,859 93.2

5 紹介率 ％ 63.0 48.3 51.0 45.4 57.0 90.5

6 外来平均患者数/日 人 76.5 75.1 78.1 71.3 67.9 88.7

7 初診患者数/日 人 5.76 5.67 4.95 4.78 5.14 89.2

8 救急患者数 人 1,449 1,346 1,199 1,319 1,368 94.4

9 救急車搬送数 人 276 258 268 273 273 98.9

10 救急入院患者数 人 304 335 294 299 304 100.0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 32.5 35.0 29.7 32.9 33.2 102.0

12 紹介（紹介患者加算）数 件 517 458 464 424 467 90.3

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 258 173 665 542 316 122.5

14 逆紹介率 ％ 31.4 18.2 73.1 55.8 38.5 122.6

15 手術件数（手術室利用） 件 3

16 診療応援件数 件 3

1 医師１人１日当たり入院収益 円 277,800 251,750 283,770 293,710 216,870 78.1

2 医師１人１日当たり外来収益 円 215,420 166,180 215,750 191,820 141,860 65.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 493,220 417,930 499,520 485,530 358,730 72.7

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 7.4 6.3 7.0 6.8 5.9 79.2

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 15.6 12.5 15.7 15.0 11.0 70.6

6 医師１人当たり新入院患者数 人 190.6 159.8 199.0 191.2 148.9 78.1

7 医師１人当たり救急患者数 人 295.7 224.7 240.8 277.7 222.4 75.2

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 56.3 43.1 53.8 57.5 44.4 78.8

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 62.0 55.9 59.0 62.9 49.4 79.7

10 医師１人当たり紹介数 件 105.5 76.5 93.2 89.3 75.9 72.0

11 医師１人当たり逆紹介数 件 52.7 28.9 133.5 114.1 51.4 97.6

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 4.35 4.45 4.04 3.98 3.90 89.7

2 入院延患者数 人 12,901 10,629 11,113 11,635 10,392 80.6

3 新入院患者数 人 824 747 744 779 782 94.9

4 入院収益Ａ 千円 639,392 563,930 607,386 649,266 623,369 97.5

5 外来患者数 人 18,152 14,528 13,237 13,729 13,676 75.3

6 初診患者数 人 454 384 377 453 528 116.3

7 外来収益Ｂ 千円 152,547 145,086 148,469 142,941 125,231 82.1

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 791,939 709,016 755,855 792,207 748,600 94.5

1 入院診療単価 円 49,561 53,056 54,655 55,803 59,985 121.0

2 新入院患者数/日 人 2.25 2.05 2.04 2.13 2.14 94.9

3 平均在院日数 日 14.3 12.8 13.8 13.7 11.8 82.5

4 外来診療単価 円 8,404 9,987 11,216 10,412 9,157 109.0

5 紹介率 ％ 64.0 34.7 37.5 33.0 43.2 67.5

6 外来平均患者数/日 人 74.7 59.8 54.3 56.3 57.0 76.3

7 初診患者数/日 人 1.87 1.58 1.55 1.86 2.20 117.8

8 救急患者数 人 906 699 745 889 942 104.0

9 救急車搬送数 人 323 273 313 378 418 129.4

10 救急入院患者数 人 333 242 287 300 346 103.9

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 40.4 32.4 38.6 38.5 44.2 109.5

12 紹介（紹介患者加算）数 件 128 129 139 136 158 123.4

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 545 476 588 707 612 112.3

14 逆紹介率 ％ 272.5 128.0 158.5 163.7 167.2 61.4

15 手術件数（手術室利用） 件 21 36 42 38 43 204.8

16 診療応援件数 件 5

1 医師１人１日当たり入院収益 円 401,600 347,190 411,890 446,930 436,710 108.7

2 医師１人１日当たり外来収益 円 144,310 134,170 150,610 147,190 133,790 92.7

3 医師１人１日当たり診療収益 円 545,910 481,360 562,500 594,120 570,500 104.5

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 8.1 6.5 7.5 8.0 7.3 89.8

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 17.2 13.4 13.4 14.1 14.6 85.1

6 医師１人当たり新入院患者数 人 189.4 167.9 184.2 195.7 200.5 105.9

7 医師１人当たり救急患者数 人 208.3 157.1 184.4 223.4 241.5 116.0

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 74.3 61.3 77.5 95.0 107.2 144.3

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 76.6 54.4 71.0 75.4 88.7 115.9

10 医師１人当たり紹介数 件 29.4 29.0 34.4 34.2 40.5 137.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 125.3 107.0 145.5 177.6 156.9 125.3

12 医師１人当たり手術件数 件 4.8 8.1 10.4 9.5 11.0 228.4

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.25 0.96 0.98 1.02 0.90 72.0

2 入院延患者数 人

3 新入院患者数 人

4 入院収益Ａ 千円

5 外来患者数 人 4,165 4,926 5,743 5,842 5,979 143.6

6 初診患者数 人 526 577 667 607 536 101.9

7 外来収益Ｂ 千円 63,824 65,301 68,516 80,031 86,812 136.0

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 63,824 65,301 68,516 80,031 86,812 136.0

1 入院診療単価 円

2 新入院患者数/日 人

3 平均在院日数 日

4 外来診療単価 円 15,324 13,256 11,930 13,699 14,519 94.8

5 紹介率 ％ 80.1 81.4 49.7 49.1 82.8 103.4

6 外来平均患者数/日 人 17.1 20.3 23.5 23.9 24.9 145.3

7 初診患者数/日 人 2.16 2.37 2.73 2.49 2.23 103.2

8 救急患者数 人 677 720 738 634 601 88.8

9 救急車搬送数 人 40 41 58 46 54 135.0

10 救急入院患者数 人 2 0 1

11 救急入院患者/新入院患者 ％

12 紹介（紹介患者加算）数 件 121 136 152 140 169 139.7

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 167 112 141 107 142 85.0

14 逆紹介率 ％ 110.6 67.1 46.1 36.4 69.6 62.9

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円

2 医師１人１日当たり外来収益 円 210,120 279,920 286,530 321,560 401,900 191.3

3 医師１人１日当たり診療収益 円 210,120 279,920 286,530 321,560 401,900 191.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 13.7 21.1 24.0 23.5 27.7 201.9

6 医師１人当たり新入院患者数 人

7 医師１人当たり救急患者数 人 541.6 750.0 753.1 621.6 667.8 123.3

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 32.0 42.7 59.2 45.1 60.0 187.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 96.8 141.7 155.1 137.3 187.8 194.0

11 医師１人当たり逆紹介数 件 133.6 116.7 143.9 104.9 157.8 118.1

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.65 2.42 2.48 2.43 2.35 88.7

2 入院延患者数 人 12,171 10,606 11,124 11,325 8,451 69.4

3 新入院患者数 人 307 263 244 208 252 82.1

4 入院収益Ａ 千円 447,894 387,160 404,027 427,964 319,549 71.3

5 外来患者数 人 9,953 9,436 8,795 8,111 7,595 76.3

6 初診患者数 人 552 438 388 406 397 71.9

7 外来収益Ｂ 千円 147,077 145,867 140,684 129,354 126,478 86.0

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 594,971 533,027 544,711 557,318 446,027 75.0

1 入院診療単価 円 36,800 36,504 36,320 37,789 37,812 102.7

2 新入院患者数/日 人 0.84 0.72 0.67 0.57 0.69 82.1

3 平均在院日数 日 37.0 38.7 42.3 49.7 42.6 115.1

4 外来診療単価 円 14,777 15,459 15,996 15,948 16,653 112.7

5 紹介率 ％ 35.9 25.2 14.4 20.7 24.3 67.7

6 外来平均患者数/日 人 41.0 38.8 36.0 33.2 31.6 77.3

7 初診患者数/日 人 2.27 1.80 1.59 1.66 1.65 72.8

8 救急患者数 人 688 622 582 568 577 83.9

9 救急車搬送数 人 224 201 212 194 191 85.3

10 救急入院患者数 人 178 150 146 125 101 56.7

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 58.0 57.0 59.8 60.1 40.1 69.1

12 紹介（紹介患者加算）数 件 94 80 44 59 55 58.5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 250 192 260 258 192 76.8

14 逆紹介率 ％ 95.4 60.4 87.0 86.3 85.0 89.1

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 461,790 438,310 446,340 482,510 371,520 80.5

2 医師１人１日当たり外来収益 円 228,390 248,040 232,480 218,160 224,250 98.2

3 医師１人１日当たり診療収益 円 690,180 686,350 678,820 700,670 595,770 86.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 12.5 12.0 12.3 12.8 9.8 78.3

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 15.5 16.0 14.5 13.7 13.5 87.1

6 医師１人当たり新入院患者数 人 115.8 108.7 98.4 85.6 107.2 92.6

7 医師１人当たり救急患者数 人 259.6 257.0 234.7 233.7 245.5 94.6

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 84.5 83.1 85.5 79.8 81.3 96.2

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 67.2 62.0 58.9 51.4 43.0 64.0

10 医師１人当たり紹介数 件 35.5 33.1 17.7 24.3 23.4 66.0

11 医師１人当たり逆紹介数 件 94.3 79.3 104.8 106.2 81.7 86.6

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.65 2.42 2.48 2.43 2.35 88.7

2 入院延患者数 人 12,171 10,606 11,124 11,325 8,451 69.4

3 新入院患者数 人 307 263 244 208 252 82.1

4 入院収益Ａ 千円 447,894 387,160 404,027 427,964 319,549 71.3

5 外来患者数 人 9,953 9,436 8,795 8,111 7,595 76.3

6 初診患者数 人 552 438 388 406 397 71.9

7 外来収益Ｂ 千円 147,077 145,867 140,684 129,354 126,478 86.0

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 594,971 533,027 544,711 557,318 446,027 75.0

1 入院診療単価 円 36,800 36,504 36,320 37,789 37,812 102.7

2 新入院患者数/日 人 0.84 0.72 0.67 0.57 0.69 82.1

3 平均在院日数 日 37.0 38.7 42.3 49.7 42.6 115.1

4 外来診療単価 円 14,777 15,459 15,996 15,948 16,653 112.7

5 紹介率 ％ 35.9 25.2 14.4 20.7 24.3 67.7

6 外来平均患者数/日 人 41.0 38.8 36.0 33.2 31.6 77.3

7 初診患者数/日 人 2.27 1.80 1.59 1.66 1.65 72.8

8 救急患者数 人 688 622 582 568 577 83.9

9 救急車搬送数 人 224 201 212 194 191 85.3

10 救急入院患者数 人 178 150 146 125 101 56.7

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 58.0 57.0 59.8 60.1 40.1 69.1

12 紹介（紹介患者加算）数 件 94 80 44 59 55 58.5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 250 192 260 258 192 76.8

14 逆紹介率 ％ 95.4 60.4 87.0 86.3 85.0 89.1

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 461,790 438,310 446,340 482,510 371,520 80.5

2 医師１人１日当たり外来収益 円 228,390 248,040 232,480 218,160 224,250 98.2

3 医師１人１日当たり診療収益 円 690,180 686,350 678,820 700,670 595,770 86.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 12.5 12.0 12.3 12.8 9.8 78.3

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 15.5 16.0 14.5 13.7 13.5 87.1

6 医師１人当たり新入院患者数 人 115.8 108.7 98.4 85.6 107.2 92.6

7 医師１人当たり救急患者数 人 259.6 257.0 234.7 233.7 245.5 94.6

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 84.5 83.1 85.5 79.8 81.3 96.2

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 67.2 62.0 58.9 51.4 43.0 64.0

10 医師１人当たり紹介数 件 35.5 33.1 17.7 24.3 23.4 66.0

11 医師１人当たり逆紹介数 件 94.3 79.3 104.8 106.2 81.7 86.6

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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精神科

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.05 0.77 0.80 0.79 0.60 57.1

2 入院延患者数 人 0 0 0

3 新入院患者数 人

4 入院収益Ａ 千円

5 外来患者数 人 4,702 4,220 3,940 3,668 3,642 77.5

6 初診患者数 人 80 55 49 27 53 66.3

7 外来収益Ｂ 千円 24,667 21,324 19,552 18,272 17,759 72.0

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 24,667 21,324 19,552 18,272 17,759 72.0

1 入院診療単価 円

2 新入院患者数/日 人

3 平均在院日数 日

4 外来診療単価 円 5,246 5,053 4,962 4,981 4,876 92.9

5 紹介率 ％ 25.0 35.0 35.7 21.1 41.0 164.0

6 外来平均患者数/日 人 19.3 17.4 16.1 15.0 15.2 78.4

7 初診患者数/日 人 0.33 0.23 0.20 0.11 0.22 67.1

8 救急患者数 人 121 79 64 43 49 40.5

9 救急車搬送数 人 44 29 18 13 23 52.3

10 救急入院患者数 人

11 救急入院患者/新入院患者 ％

12 紹介（紹介患者加算）数 件 7 7 10 4 16 228.6

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 35 36 32 29 26 74.3

14 逆紹介率 ％ 125.0 180.0 114.3 126.1 66.7 53.4

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円

2 医師１人１日当たり外来収益 円 96,670 113,960 100,160 94,790 123,320

3 医師１人１日当たり診療収益 円 96,670 113,960 100,160 94,790 123,320 127.6

4 医師１人１日当たり入院患者数 人

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 18.4 22.6 20.2 19.0 25.3 137.2

6 医師１人当たり新入院患者数 人

7 医師１人当たり救急患者数 人 115.2 102.6 80.0 54.4 81.7 70.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 41.9 37.7 22.5 16.5 38.3 91.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 6.7 9.1 12.5 5.1 26.7 400.0

11 医師１人当たり逆紹介数 件 33.3 46.8 40.0 0.0

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.65 2.03 2.16 2.25 2.45 92.5

2 入院延患者数 人 1,136 1,263 942 879 584 51.4

3 新入院患者数 人 208 228 185 138 101 48.6

4 入院収益Ａ 千円 45,193 49,011 35,047 34,434 23,844 52.8

5 外来患者数 人 9,183 9,648 9,752 9,477 10,257 111.7

6 初診患者数 人 2,723 2,707 2,471 2,248 2,138 78.5

7 外来収益Ｂ 千円 98,372 90,802 85,900 65,985 69,077 70.2

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 143,565 139,813 120,947 100,419 92,921 64.7

1 入院診療単価 円 39,783 38,805 37,205 39,174 40,829 102.6

2 新入院患者数/日 人 0.57 0.62 0.51 0.38 0.28 48.6

3 平均在院日数 日 4.5 5.0 4.1 5.5 4.7 104.4

4 外来診療単価 円 10,712 9,411 8,808 6,963 6,735 62.9

5 紹介率 ％ 6.1 6.0 5.6 5.0 8.3 136.1

6 外来平均患者数/日 人 37.8 39.7 40.0 38.8 42.7 113.1

7 初診患者数/日 人 11.21 11.14 10.13 9.21 8.91 79.5

8 救急患者数 人 1,607 1,631 1,623 1,390 1,329 82.7

9 救急車搬送数 人 37 56 51 45 38 102.7

10 救急入院患者数 人 63 71 47 36 30 47.6

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 30.3 31.1 25.4 26.1 29.7 98.1

12 紹介（紹介患者加算）数 件 145 130 104 84 97 66.9

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 100 84 44 52 69 69.0

14 逆紹介率 ％ 4.2 3.8 2.3 3.1 5.9 140.5

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 46,590 66,140 44,450 41,920 26,590 57.1

2 医師１人１日当たり外来収益 円 152,760 184,070 162,980 120,190 117,470 76.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 199,350 250,210 207,430 162,110 144,060 72.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 1.2 1.7 1.2 1.1 0.7 55.6

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 14.3 19.6 18.5 17.3 17.4 122.3

6 医師１人当たり新入院患者数 人 78.5 112.3 85.6 61.3 41.2 52.5

7 医師１人当たり救急患者数 人 606.4 803.4 751.4 617.8 542.4 89.5

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 14.0 27.6 23.6 20.0 15.5 111.1

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 23.8 35.0 21.8 16.0 12.2 51.5

10 医師１人当たり紹介数 件 54.7 64.0 48.1 37.3 39.6 72.4

11 医師１人当たり逆紹介数 件 37.7 41.4 20.4 23.1 28.2 74.6

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 5.50 6.56 6.79 7.03 6.85 124.5

2 入院延患者数 人 9,469 11,878 11,457 12,153 12,352 130.4

3 新入院患者数 人 626 759 667 764 798 127.5

4 入院収益Ａ 千円 514,783 639,408 614,301 641,718 658,242 127.9

5 外来患者数 人 12,017 12,250 12,182 13,508 12,962 107.9

6 初診患者数 人 560 521 435 701 654 116.8

7 外来収益Ｂ 千円 198,456 204,370 211,916 238,671 246,456 124.2

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 713,239 843,778 826,217 880,389 904,698 126.8

1 入院診療単価 円 54,365 53,831 53,618 52,803 53,290 98.0

2 新入院患者数/日 人 1.71 2.08 1.83 2.09 2.18 127.5

3 平均在院日数 日 12.7 14.0 15.0 14.0 13.7 107.9

4 外来診療単価 円 16,515 16,683 17,396 17,669 19,014 115.1

5 紹介率 ％ 30.4 33.0 32.4 37.8 41.6 136.8

6 外来平均患者数/日 人 49.5 50.4 49.9 55.4 54.0 109.2

7 初診患者数/日 人 2.30 2.14 1.78 2.87 2.73 118.2

8 救急患者数 人 537 704 572 961 910 169.5

9 救急車搬送数 人 84 124 99 182 172 204.8

10 救急入院患者数 人 125 182 143 176 183 146.4

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 20.0 24.0 21.4 23.0 22.9 114.8

12 紹介（紹介患者加算）数 件 108 119 109 193 176 163.0

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 110 157 314 365 301 273.6

14 逆紹介率 ％ 31.0 43.5 93.5 71.4 71.2 229.7

15 手術件数（手術室利用） 件 367 398 408 417 417 113.6

16 診療応援件数 件 35 57 10 2 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 255,720 267,040 247,860 250,080 262,550 102.7

2 医師１人１日当たり外来収益 円 148,480 128,200 127,900 139,140 149,910 101.0

3 医師１人１日当たり診療収益 円 404,200 395,240 375,760 389,220 412,460 102.0

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 4.7 5.0 4.6 4.7 4.9 104.7

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 9.0 7.7 7.4 7.9 7.9 87.7

6 医師１人当たり新入院患者数 人 113.8 115.7 98.2 108.7 116.5 102.4

7 医師１人当たり救急患者数 人 97.6 107.3 84.2 136.7 132.8 136.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 15.3 18.9 14.6 25.9 25.1 164.4

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 22.7 27.7 21.1 25.0 26.7 117.5

10 医師１人当たり紹介数 件 19.6 18.1 16.1 27.5 25.7 130.8

11 医師１人当たり逆紹介数 件 20.0 23.9 46.2 51.9 43.9 219.7

12 医師１人当たり手術件数 件 66.7 60.7 60.1 59.3 60.9 91.2

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.65 2.03 2.16 2.25 2.45 92.5

2 入院延患者数 人 1,136 1,263 942 879 584 51.4

3 新入院患者数 人 208 228 185 138 101 48.6

4 入院収益Ａ 千円 45,193 49,011 35,047 34,434 23,844 52.8

5 外来患者数 人 9,183 9,648 9,752 9,477 10,257 111.7

6 初診患者数 人 2,723 2,707 2,471 2,248 2,138 78.5

7 外来収益Ｂ 千円 98,372 90,802 85,900 65,985 69,077 70.2

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 143,565 139,813 120,947 100,419 92,921 64.7

1 入院診療単価 円 39,783 38,805 37,205 39,174 40,829 102.6

2 新入院患者数/日 人 0.57 0.62 0.51 0.38 0.28 48.6

3 平均在院日数 日 4.5 5.0 4.1 5.5 4.7 104.4

4 外来診療単価 円 10,712 9,411 8,808 6,963 6,735 62.9

5 紹介率 ％ 6.1 6.0 5.6 5.0 8.3 136.1

6 外来平均患者数/日 人 37.8 39.7 40.0 38.8 42.7 113.1

7 初診患者数/日 人 11.21 11.14 10.13 9.21 8.91 79.5

8 救急患者数 人 1,607 1,631 1,623 1,390 1,329 82.7

9 救急車搬送数 人 37 56 51 45 38 102.7

10 救急入院患者数 人 63 71 47 36 30 47.6

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 30.3 31.1 25.4 26.1 29.7 98.1

12 紹介（紹介患者加算）数 件 145 130 104 84 97 66.9

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 100 84 44 52 69 69.0

14 逆紹介率 ％ 4.2 3.8 2.3 3.1 5.9 140.5

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 46,590 66,140 44,450 41,920 26,590 57.1

2 医師１人１日当たり外来収益 円 152,760 184,070 162,980 120,190 117,470 76.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 199,350 250,210 207,430 162,110 144,060 72.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 1.2 1.7 1.2 1.1 0.7 55.6

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 14.3 19.6 18.5 17.3 17.4 122.3

6 医師１人当たり新入院患者数 人 78.5 112.3 85.6 61.3 41.2 52.5

7 医師１人当たり救急患者数 人 606.4 803.4 751.4 617.8 542.4 89.5

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 14.0 27.6 23.6 20.0 15.5 111.1

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 23.8 35.0 21.8 16.0 12.2 51.5

10 医師１人当たり紹介数 件 54.7 64.0 48.1 37.3 39.6 72.4

11 医師１人当たり逆紹介数 件 37.7 41.4 20.4 23.1 28.2 74.6

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 5.50 6.56 6.79 7.03 6.85 124.5

2 入院延患者数 人 9,469 11,878 11,457 12,153 12,352 130.4

3 新入院患者数 人 626 759 667 764 798 127.5

4 入院収益Ａ 千円 514,783 639,408 614,301 641,718 658,242 127.9

5 外来患者数 人 12,017 12,250 12,182 13,508 12,962 107.9

6 初診患者数 人 560 521 435 701 654 116.8

7 外来収益Ｂ 千円 198,456 204,370 211,916 238,671 246,456 124.2

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 713,239 843,778 826,217 880,389 904,698 126.8

1 入院診療単価 円 54,365 53,831 53,618 52,803 53,290 98.0

2 新入院患者数/日 人 1.71 2.08 1.83 2.09 2.18 127.5

3 平均在院日数 日 12.7 14.0 15.0 14.0 13.7 107.9

4 外来診療単価 円 16,515 16,683 17,396 17,669 19,014 115.1

5 紹介率 ％ 30.4 33.0 32.4 37.8 41.6 136.8

6 外来平均患者数/日 人 49.5 50.4 49.9 55.4 54.0 109.2

7 初診患者数/日 人 2.30 2.14 1.78 2.87 2.73 118.2

8 救急患者数 人 537 704 572 961 910 169.5

9 救急車搬送数 人 84 124 99 182 172 204.8

10 救急入院患者数 人 125 182 143 176 183 146.4

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 20.0 24.0 21.4 23.0 22.9 114.8

12 紹介（紹介患者加算）数 件 108 119 109 193 176 163.0

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 110 157 314 365 301 273.6

14 逆紹介率 ％ 31.0 43.5 93.5 71.4 71.2 229.7

15 手術件数（手術室利用） 件 367 398 408 417 417 113.6

16 診療応援件数 件 35 57 10 2 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 255,720 267,040 247,860 250,080 262,550 102.7

2 医師１人１日当たり外来収益 円 148,480 128,200 127,900 139,140 149,910 101.0

3 医師１人１日当たり診療収益 円 404,200 395,240 375,760 389,220 412,460 102.0

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 4.7 5.0 4.6 4.7 4.9 104.7

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 9.0 7.7 7.4 7.9 7.9 87.7

6 医師１人当たり新入院患者数 人 113.8 115.7 98.2 108.7 116.5 102.4

7 医師１人当たり救急患者数 人 97.6 107.3 84.2 136.7 132.8 136.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 15.3 18.9 14.6 25.9 25.1 164.4

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 22.7 27.7 21.1 25.0 26.7 117.5

10 医師１人当たり紹介数 件 19.6 18.1 16.1 27.5 25.7 130.8

11 医師１人当たり逆紹介数 件 20.0 23.9 46.2 51.9 43.9 219.7

12 医師１人当たり手術件数 件 66.7 60.7 60.1 59.3 60.9 91.2

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.70 2.44 2.37 2.54 3.25 120.4

2 入院延患者数 人 9,088 9,813 8,308 8,526 10,540 116.0

3 新入院患者数 人 347 384 445 419 444 128.0

4 入院収益Ａ 千円 392,943 418,650 391,199 405,023 485,096 123.5

5 外来患者数 人 20,601 20,881 20,409 19,700 20,558 99.8

6 初診患者数 人 2,000 1,997 1,994 1,768 1,700 85.0

7 外来収益Ｂ 千円 168,368 167,372 178,193 167,584 174,930 103.9

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 561,311 586,022 569,392 572,607 660,026 117.6

1 入院診療単価 円 43,238 42,663 47,087 47,504 46,024 106.4

2 新入院患者数/日 人 0.95 1.05 1.22 1.15 1.21 128.0

3 平均在院日数 日 23.7 22.8 17.3 19.1 22.2 93.7

4 外来診療単価 円 8,173 8,016 8,731 8,507 8,509 104.1

5 紹介率 ％ 15.3 16.1 16.3 14.2 17.9 117.0

6 外来平均患者数/日 人 84.8 85.9 83.6 80.7 85.7 101.0

7 初診患者数/日 人 8.23 8.22 8.17 7.25 7.08 86.1

8 救急患者数 人 1,268 1,219 1,299 1,105 1,097 86.5

9 救急車搬送数 人 258 221 281 228 260 100.8

10 救急入院患者数 人 88 98 93 87 102 115.9

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 25.4 25.5 20.9 20.8 23.0 90.6

12 紹介（紹介患者加算）数 件 186 184 185 168 204 109.7

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 230 246 250 269 214 93.0

14 逆紹介率 ％ 18.9 21.5 22.0 21.9 18.8 99.5

15 手術件数（手術室利用） 件 385 363 421 422 410 106.5

16 診療応援件数 件 2 17 23 24 0 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 397,630 470,070 452,220 436,870 407,810 102.6

2 医師１人１日当たり外来収益 円 256,610 282,280 308,140 270,400 224,260 87.4

3 医師１人１日当たり診療収益 円 654,240 752,350 760,360 707,270 632,070 96.6

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 9.2 11.0 9.6 9.2 8.9 96.4

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 31.4 35.2 35.3 31.8 26.4 83.9

6 医師１人当たり新入院患者数 人 128.5 157.4 187.8 165.0 136.6 106.3

7 医師１人当たり救急患者数 人 469.6 499.6 548.1 435.0 337.5 71.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 95.6 90.6 118.6 89.8 80.0 83.7

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 32.6 40.2 39.2 34.3 31.4 96.3

10 医師１人当たり紹介数 件 68.9 75.4 78.1 66.1 62.8 91.1

11 医師１人当たり逆紹介数 件 85.2 100.8 105.5 105.9 65.8 77.3

12 医師１人当たり手術件数 件 142.6 148.8 177.6 166.1 126.2 88.5

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。

分
析
指
標

区　　分

基
礎
指
標

〔９〕　整形外科

生
産
性
指
標

0

250

500

H27 H28 H29 H30 R1

新入院患者数 
（ 人 ） 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H27 H28 H29 H30 R1

外来・初診患者数 

外来患者数 
外来初診患者数 

15.0

20.0

25.0

30.0

H27 H28 H29 H30 R1

平均在院日数 
（ 日 ） 

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

0

100

200

300

H27 H28 H29 H30 R1

救急患者・救急車搬送・救急入院患者

数 救急車搬送数 
（ 人 ） 

 
 

0

50

100

150

200

250

300

0.0

10.0

20.0

30.0

H27 H28 H29 H30 R1

紹介率・逆紹介率 
紹介数 

逆紹介

数 
（ ％ ） （ 件 ） 

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

脳神経外科

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 100.0

2 入院延患者数 人 7,017 8,119 6,702 9,601 10,768 153.5

3 新入院患者数 人 263 300 285 243 256 97.3

4 入院収益Ａ 千円 313,444 333,424 302,205 389,596 433,814 138.4

5 外来患者数 人 5,199 4,912 4,658 4,445 4,129 79.4

6 初診患者数 人 441 403 356 357 294 66.7

7 外来収益Ｂ 千円 39,356 39,928 36,270 35,448 33,109 84.1

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 352,800 373,352 338,475 425,044 466,923 132.3

1 入院診療単価 円 44,669 41,067 45,092 40,579 40,287 90.2

2 新入院患者数/日 人 0.72 0.82 0.78 0.67 0.70 97.3

3 平均在院日数 日 24.7 24.6 22.4 37.5 41.4 167.6

4 外来診療単価 円 7,570 8,129 7,787 7,975 8,019 105.9

5 紹介率 ％ 29.9 18.8 14.1 20.2 24.1 80.6

6 外来平均患者数/日 人 21.4 20.2 19.1 18.2 17.2 80.4

7 初診患者数/日 人 1.81 1.66 1.46 1.46 1.23 67.5

8 救急患者数 人 568 608 572 505 520 91.5

9 救急車搬送数 人 130 243 268 233 280 215.4

10 救急入院患者数 人 172 209 209 162 210 122.1

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 65.4 69.7 73.3 66.7 82.0 125.4

12 紹介（紹介患者加算）数 件 63 55 37 55 38 60.3

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 97 95 168 156 204 210.3

14 逆紹介率 ％ 46.0 32.4 63.9 55.5 129.1 280.7

15 手術件数（手術室利用） 件 33 52 54 50 25 75.8

16 診療応援件数 件 8

1 医師１人１日当たり入院収益 円 285,460 304,490 275,980 355,790 395,090 138.4

2 医師１人１日当たり外来収益 円 53,980 54,770 49,540 48,420 45,980 85.2

3 医師１人１日当たり診療収益 円 339,440 359,260 325,520 404,210 441,070 129.9

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 6.4 7.4 6.1 8.8 9.8 153.5

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 7.1 6.7 6.4 6.1 5.7 80.4

6 医師１人当たり新入院患者数 人 87.7 100.0 95.0 81.0 85.3 97.3

7 医師１人当たり救急患者数 人 189.3 202.7 190.7 168.3 173.3 91.5

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 43.3 81.0 89.3 77.7 93.3 215.4

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 57.3 69.7 69.7 54.0 70.0 122.1

10 医師１人当たり紹介数 件 21.0 18.3 12.3 18.3 12.7 60.3

11 医師１人当たり逆紹介数 件 32.3 31.7 56.0 52.0 68.0 210.3

12 医師１人当たり手術件数 件 11.0 17.3 18.0 16.7 8.3 75.8

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.70 2.44 2.37 2.54 3.25 120.4

2 入院延患者数 人 9,088 9,813 8,308 8,526 10,540 116.0

3 新入院患者数 人 347 384 445 419 444 128.0

4 入院収益Ａ 千円 392,943 418,650 391,199 405,023 485,096 123.5

5 外来患者数 人 20,601 20,881 20,409 19,700 20,558 99.8

6 初診患者数 人 2,000 1,997 1,994 1,768 1,700 85.0

7 外来収益Ｂ 千円 168,368 167,372 178,193 167,584 174,930 103.9

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 561,311 586,022 569,392 572,607 660,026 117.6

1 入院診療単価 円 43,238 42,663 47,087 47,504 46,024 106.4

2 新入院患者数/日 人 0.95 1.05 1.22 1.15 1.21 128.0

3 平均在院日数 日 23.7 22.8 17.3 19.1 22.2 93.7

4 外来診療単価 円 8,173 8,016 8,731 8,507 8,509 104.1

5 紹介率 ％ 15.3 16.1 16.3 14.2 17.9 117.0

6 外来平均患者数/日 人 84.8 85.9 83.6 80.7 85.7 101.0

7 初診患者数/日 人 8.23 8.22 8.17 7.25 7.08 86.1

8 救急患者数 人 1,268 1,219 1,299 1,105 1,097 86.5

9 救急車搬送数 人 258 221 281 228 260 100.8

10 救急入院患者数 人 88 98 93 87 102 115.9

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 25.4 25.5 20.9 20.8 23.0 90.6

12 紹介（紹介患者加算）数 件 186 184 185 168 204 109.7

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 230 246 250 269 214 93.0

14 逆紹介率 ％ 18.9 21.5 22.0 21.9 18.8 99.5

15 手術件数（手術室利用） 件 385 363 421 422 410 106.5

16 診療応援件数 件 2 17 23 24 0 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 397,630 470,070 452,220 436,870 407,810 102.6

2 医師１人１日当たり外来収益 円 256,610 282,280 308,140 270,400 224,260 87.4

3 医師１人１日当たり診療収益 円 654,240 752,350 760,360 707,270 632,070 96.6

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 9.2 11.0 9.6 9.2 8.9 96.4

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 31.4 35.2 35.3 31.8 26.4 83.9

6 医師１人当たり新入院患者数 人 128.5 157.4 187.8 165.0 136.6 106.3

7 医師１人当たり救急患者数 人 469.6 499.6 548.1 435.0 337.5 71.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 95.6 90.6 118.6 89.8 80.0 83.7

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 32.6 40.2 39.2 34.3 31.4 96.3

10 医師１人当たり紹介数 件 68.9 75.4 78.1 66.1 62.8 91.1

11 医師１人当たり逆紹介数 件 85.2 100.8 105.5 105.9 65.8 77.3

12 医師１人当たり手術件数 件 142.6 148.8 177.6 166.1 126.2 88.5

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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脳神経外科

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 100.0

2 入院延患者数 人 7,017 8,119 6,702 9,601 10,768 153.5

3 新入院患者数 人 263 300 285 243 256 97.3

4 入院収益Ａ 千円 313,444 333,424 302,205 389,596 433,814 138.4

5 外来患者数 人 5,199 4,912 4,658 4,445 4,129 79.4

6 初診患者数 人 441 403 356 357 294 66.7

7 外来収益Ｂ 千円 39,356 39,928 36,270 35,448 33,109 84.1

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 352,800 373,352 338,475 425,044 466,923 132.3

1 入院診療単価 円 44,669 41,067 45,092 40,579 40,287 90.2

2 新入院患者数/日 人 0.72 0.82 0.78 0.67 0.70 97.3

3 平均在院日数 日 24.7 24.6 22.4 37.5 41.4 167.6

4 外来診療単価 円 7,570 8,129 7,787 7,975 8,019 105.9

5 紹介率 ％ 29.9 18.8 14.1 20.2 24.1 80.6

6 外来平均患者数/日 人 21.4 20.2 19.1 18.2 17.2 80.4

7 初診患者数/日 人 1.81 1.66 1.46 1.46 1.23 67.5

8 救急患者数 人 568 608 572 505 520 91.5

9 救急車搬送数 人 130 243 268 233 280 215.4

10 救急入院患者数 人 172 209 209 162 210 122.1

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 65.4 69.7 73.3 66.7 82.0 125.4

12 紹介（紹介患者加算）数 件 63 55 37 55 38 60.3

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 97 95 168 156 204 210.3

14 逆紹介率 ％ 46.0 32.4 63.9 55.5 129.1 280.7

15 手術件数（手術室利用） 件 33 52 54 50 25 75.8

16 診療応援件数 件 8

1 医師１人１日当たり入院収益 円 285,460 304,490 275,980 355,790 395,090 138.4

2 医師１人１日当たり外来収益 円 53,980 54,770 49,540 48,420 45,980 85.2

3 医師１人１日当たり診療収益 円 339,440 359,260 325,520 404,210 441,070 129.9

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 6.4 7.4 6.1 8.8 9.8 153.5

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 7.1 6.7 6.4 6.1 5.7 80.4

6 医師１人当たり新入院患者数 人 87.7 100.0 95.0 81.0 85.3 97.3

7 医師１人当たり救急患者数 人 189.3 202.7 190.7 168.3 173.3 91.5

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 43.3 81.0 89.3 77.7 93.3 215.4

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 57.3 69.7 69.7 54.0 70.0 122.1

10 医師１人当たり紹介数 件 21.0 18.3 12.3 18.3 12.7 60.3

11 医師１人当たり逆紹介数 件 32.3 31.7 56.0 52.0 68.0 210.3

12 医師１人当たり手術件数 件 11.0 17.3 18.0 16.7 8.3 75.8

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.45 1.17 1.26 1.46 1.45 100.0

2 入院延患者数 人 266 167 171 175 400 150.4

3 新入院患者数 人 29 23 30 29 25 86.2

4 入院収益Ａ 千円 13,113 8,869 10,378 10,411 16,534 126.1

5 外来患者数 人 3,417 3,382 3,282 3,683 4,637 135.7

6 初診患者数 人 313 294 340 385 460 147.0

7 外来収益Ｂ 千円 16,582 16,976 16,454 18,045 21,202 127.9

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 29,695 25,845 26,832 28,456 37,736 127.1

1 入院診療単価 円 49,297 53,108 60,690 59,491 41,335 83.8

2 新入院患者数/日 人 0.08 0.06 0.08 0.08 0.07 86.2

3 平均在院日数 日 8.5 5.9 4.8 4.7 14.4 169.4

4 外来診療単価 円 4,853 5,020 5,013 4,900 4,572 94.2

5 紹介率 ％ 16.9 16.4 15.7 5.9 12.9 76.3

6 外来平均患者数/日 人 14.1 13.9 13.5 15.1 19.3 137.4

7 初診患者数/日 人 1.29 1.21 1.39 1.58 1.92 148.8

8 救急患者数 人 131 125 109 121 160 122.1

9 救急車搬送数 人 11 8 16 9 16 145.5

10 救急入院患者数 人 4

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 14

12 紹介（紹介患者加算）数 件 15 33 40 62 46 306.7

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 15 11 9 18 27 180.0

14 逆紹介率 ％ 6.3 5.5 3.5 5.9 7.6 120.6

15 手術件数（手術室利用） 件 126 142 145 137 174 138.1

16 診療応援件数 件 21 19 3 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 24,700 20,760 22,560 19,530 31,150 126.1

2 医師１人１日当たり外来収益 円 47,060 59,700 53,510 50,650 60,920 129.5

3 医師１人１日当たり診療収益 円 71,760 80,460 76,070 70,180 92,070 128.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 0.5 0.4 0.4 0.3 0.8 150.4

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 9.7 11.9 10.7 10.3 13.3 137.4

6 医師１人当たり新入院患者数 人 20.0 19.7 23.8 19.9 17.2 86.2

7 医師１人当たり救急患者数 人 90.3 106.8 86.5 82.9 110.3 122.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 7.6 6.8 12.7 6.2 11.0 145.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 2.8

10 医師１人当たり紹介数 件 10.3 28.2 31.7 42.5 31.7 306.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 10.3 9.4 7.1 12.3 18.6 180.0

12 医師１人当たり手術件数 件 86.9 121.4 115.1 93.8 120.0 138.1

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。

〔11〕　形成外科
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.15 1.23 1.23 0.58 0.40 34.8

2 入院延患者数 人 361 936 173 0 0 0.0

3 新入院患者数 人 32 51 17 0 0 0.0

4 入院収益Ａ 千円 11,853 30,788 6,578 0 0 0.0

5 外来患者数 人 10,839 10,231 10,725 5,984 5,349 49.3

6 初診患者数 人 1,572 1,246 1,133 378 296 18.8

7 外来収益Ｂ 千円 33,358 29,425 30,781 21,000 18,576 55.7

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 45,211 60,213 37,359 21,000 18,576 41.1

1 入院診療単価 円 32,834 32,893 38,023

2 新入院患者数/日 人 0.09 0.14 0.05 0.00 0.00 0.0

3 平均在院日数 日 9.9 17.4 9.3 0.0 0.0 0.0

4 外来診療単価 円 3,078 2,876 2,870 3,509 3,473 112.8

5 紹介率 ％ 6.6 6.8 7.6 31.6 49.6 751.5

6 外来平均患者数/日 人 44.6 42.1 44.0 24.5 22.3 50.0

7 初診患者数/日 人 6.47 5.13 4.64 1.55 1.23 19.1

8 救急患者数 人 619 520 500 394 290 46.8

9 救急車搬送数 人 29 21 22 14 6 20.7

10 救急入院患者数 人 12 15 5 0 0 0.0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 37.5 29.4 29.4

12 紹介（紹介患者加算）数 件 83 66 67 65 64 77.1

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 42 33 61 59 47 111.9

14 逆紹介率 ％ 3.3 3.4 6.9 22.6 36.4 1,103.0

15 手術件数（手術室利用） 件 11 17 0 0

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 28,160 68,570 14,650 0 0 0.0

2 医師１人１日当たり外来収益 円 119,370 98,440 102,560 148,380 193,500 162.1

3 医師１人１日当たり診療収益 円 147,530 167,010 117,210 148,380 193,500 131.2

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 0.9 2.1 0.4 0.0 0.0 0.0

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 38.8 34.2 35.7 42.3 55.7 143.7

6 医師１人当たり新入院患者数 人 27.8 41.5 13.8 0.0 0.0 0.0

7 医師１人当たり救急患者数 人 538.3 422.8 406.5 679.3 725.0 134.7

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 25.2 17.1 17.9 24.1 15.0 59.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 10.4 12.2 4.1 0.0 0.0 0.0

10 医師１人当たり紹介数 件 72.2 53.7 54.5 112.1 160.0 221.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 36.5 26.8 49.6 101.7 117.5 321.7

12 医師１人当たり手術件数 件 9 13.8 0.0 0.0

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.45 1.17 1.26 1.46 1.45 100.0

2 入院延患者数 人 266 167 171 175 400 150.4

3 新入院患者数 人 29 23 30 29 25 86.2

4 入院収益Ａ 千円 13,113 8,869 10,378 10,411 16,534 126.1

5 外来患者数 人 3,417 3,382 3,282 3,683 4,637 135.7

6 初診患者数 人 313 294 340 385 460 147.0

7 外来収益Ｂ 千円 16,582 16,976 16,454 18,045 21,202 127.9

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 29,695 25,845 26,832 28,456 37,736 127.1

1 入院診療単価 円 49,297 53,108 60,690 59,491 41,335 83.8

2 新入院患者数/日 人 0.08 0.06 0.08 0.08 0.07 86.2

3 平均在院日数 日 8.5 5.9 4.8 4.7 14.4 169.4

4 外来診療単価 円 4,853 5,020 5,013 4,900 4,572 94.2

5 紹介率 ％ 16.9 16.4 15.7 5.9 12.9 76.3

6 外来平均患者数/日 人 14.1 13.9 13.5 15.1 19.3 137.4

7 初診患者数/日 人 1.29 1.21 1.39 1.58 1.92 148.8

8 救急患者数 人 131 125 109 121 160 122.1

9 救急車搬送数 人 11 8 16 9 16 145.5

10 救急入院患者数 人 4

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 14

12 紹介（紹介患者加算）数 件 15 33 40 62 46 306.7

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 15 11 9 18 27 180.0

14 逆紹介率 ％ 6.3 5.5 3.5 5.9 7.6 120.6

15 手術件数（手術室利用） 件 126 142 145 137 174 138.1

16 診療応援件数 件 21 19 3 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 24,700 20,760 22,560 19,530 31,150 126.1

2 医師１人１日当たり外来収益 円 47,060 59,700 53,510 50,650 60,920 129.5

3 医師１人１日当たり診療収益 円 71,760 80,460 76,070 70,180 92,070 128.3

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 0.5 0.4 0.4 0.3 0.8 150.4

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 9.7 11.9 10.7 10.3 13.3 137.4

6 医師１人当たり新入院患者数 人 20.0 19.7 23.8 19.9 17.2 86.2

7 医師１人当たり救急患者数 人 90.3 106.8 86.5 82.9 110.3 122.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 7.6 6.8 12.7 6.2 11.0 145.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 2.8

10 医師１人当たり紹介数 件 10.3 28.2 31.7 42.5 31.7 306.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 10.3 9.4 7.1 12.3 18.6 180.0

12 医師１人当たり手術件数 件 86.9 121.4 115.1 93.8 120.0 138.1

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.15 1.23 1.23 0.58 0.40 34.8

2 入院延患者数 人 361 936 173 0 0 0.0

3 新入院患者数 人 32 51 17 0 0 0.0

4 入院収益Ａ 千円 11,853 30,788 6,578 0 0 0.0

5 外来患者数 人 10,839 10,231 10,725 5,984 5,349 49.3

6 初診患者数 人 1,572 1,246 1,133 378 296 18.8

7 外来収益Ｂ 千円 33,358 29,425 30,781 21,000 18,576 55.7

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 45,211 60,213 37,359 21,000 18,576 41.1

1 入院診療単価 円 32,834 32,893 38,023

2 新入院患者数/日 人 0.09 0.14 0.05 0.00 0.00 0.0

3 平均在院日数 日 9.9 17.4 9.3 0.0 0.0 0.0

4 外来診療単価 円 3,078 2,876 2,870 3,509 3,473 112.8

5 紹介率 ％ 6.6 6.8 7.6 31.6 49.6 751.5

6 外来平均患者数/日 人 44.6 42.1 44.0 24.5 22.3 50.0

7 初診患者数/日 人 6.47 5.13 4.64 1.55 1.23 19.1

8 救急患者数 人 619 520 500 394 290 46.8

9 救急車搬送数 人 29 21 22 14 6 20.7

10 救急入院患者数 人 12 15 5 0 0 0.0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 37.5 29.4 29.4

12 紹介（紹介患者加算）数 件 83 66 67 65 64 77.1

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 42 33 61 59 47 111.9

14 逆紹介率 ％ 3.3 3.4 6.9 22.6 36.4 1,103.0

15 手術件数（手術室利用） 件 11 17 0 0

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 28,160 68,570 14,650 0 0 0.0

2 医師１人１日当たり外来収益 円 119,370 98,440 102,560 148,380 193,500 162.1

3 医師１人１日当たり診療収益 円 147,530 167,010 117,210 148,380 193,500 131.2

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 0.9 2.1 0.4 0.0 0.0 0.0

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 38.8 34.2 35.7 42.3 55.7 143.7

6 医師１人当たり新入院患者数 人 27.8 41.5 13.8 0.0 0.0 0.0

7 医師１人当たり救急患者数 人 538.3 422.8 406.5 679.3 725.0 134.7

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 25.2 17.1 17.9 24.1 15.0 59.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 10.4 12.2 4.1 0.0 0.0 0.0

10 医師１人当たり紹介数 件 72.2 53.7 54.5 112.1 160.0 221.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 36.5 26.8 49.6 101.7 117.5 321.7

12 医師１人当たり手術件数 件 9 13.8 0.0 0.0

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.15 1.86 1.25 2.04 2.00 173.9

2 入院延患者数 人 3,042 4,485 4,795 3,726 3,662 120.4

3 新入院患者数 人 274 394 295 285 221 80.7

4 入院収益Ａ 千円 132,031 203,929 209,800 171,646 159,325 120.7

5 外来患者数 人 19,615 19,043 18,712 18,938 19,522 99.5

6 初診患者数 人 326 301 328 321 318 97.5

7 外来収益Ｂ 千円 455,909 427,487 434,881 438,379 460,139 100.9

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 587,940 631,416 644,681 610,025 619,464 105.4

1 入院診療単価 円 43,403 45,469 43,754 46,067 43,508 100.2

2 新入院患者数/日 人 0.75 1.08 0.81 0.78 0.60 80.7

3 平均在院日数 日 9.5 10.2 14.2 11.4 14.3 150.5

4 外来診療単価 円 23,243 22,449 23,241 23,148 23,570 101.4

5 紹介率 ％ 59.7 57.1 62.2 50.6 61.2 102.5

6 外来平均患者数/日 人 80.7 78.4 76.7 77.6 81.3 100.8

7 初診患者数/日 人 1.34 1.24 1.34 1.32 1.33 98.8

8 救急患者数 人 395 358 360 320 373 94.4

9 救急車搬送数 人 30 49 48 44 50 166.7

10 救急入院患者数 人 33 48 33 47 38 115.2

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 12.0 12.2 11.2 16.5 17.2 142.8

12 紹介（紹介患者加算）数 件 132 125 156 135 126 95.5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 170 88 150 176 116 68.2

14 逆紹介率 ％ 76.9 40.2 59.8 64.7 56.3 73.2

15 手術件数（手術室利用） 件 101 108 101 81 66 65.3

16 診療応援件数 件 2 1

1 医師１人１日当たり入院収益 円 313,680 300,380 459,830 230,520 217,650 69.4

2 医師１人１日当たり外来収益 円 1,631,450 945,800 1,425,830 880,700 958,620 58.8

3 医師１人１日当たり診療収益 円 1,945,130 1,246,180 1,885,660 1,111,220 1,176,270 60.5

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 7.2 6.6 10.5 5.0 5.0 69.2

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 70.2 42.1 61.4 38.0 40.7 57.9

6 医師１人当たり新入院患者数 人 238.3 211.8 236.0 139.7 110.5 46.4

7 医師１人当たり救急患者数 人 343.5 192.5 288.0 156.9 186.5 54.3

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 26.1 26.3 38.4 21.6 25.0 95.8

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 28.7 25.8 26.4 23.0 19.0 66.2

10 医師１人当たり紹介数 件 114.8 67.2 124.8 66.2 63.0 54.9

11 医師１人当たり逆紹介数 件 147.8 47.3 120.0 86.3 58.0 39.2

12 医師１人当たり手術件数 件 87.8 58.1 80.8 39.7 33.0 37.6

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.00 1.22 1.03 1.02 1.05 105.0

2 入院延患者数 人 3,042 3,550 3,513 2,026 1,733 57.0

3 新入院患者数 人 188 320 288 243 201 106.9

4 入院収益Ａ 千円 57,367 97,767 94,778 63,634 56,211 98.0

5 外来患者数 人 6,603 6,773 5,589 5,121 4,881 73.9

6 初診患者数 人 506 544 460 414 356 70.4

7 外来収益Ｂ 千円 53,652 47,493 38,013 34,016 33,279 62.0

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 111,019 145,260 132,791 97,650 89,490 80.6

1 入院診療単価 円 18,858 27,540 26,979 31,409 32,436 172.0

2 新入院患者数/日 人 0.51 0.88 0.79 0.67 0.55 106.9

3 平均在院日数 日 9.2 10.2 11.0 7.3 7.7 83.7

4 外来診療単価 円 8,125 7,012 6,801 6,642 6,818 83.9

5 紹介率 ％ 23.5 20.8 21.6 21.4 22.5 95.7

6 外来平均患者数/日 人 27.2 27.9 22.9 21.0 20.3 74.8

7 初診患者数/日 人 2.08 2.24 1.89 1.70 1.48 71.2

8 救急患者数 人 267 381 284 280 238 89.1

9 救急車搬送数 人 15 5 10 9 6 40.0

10 救急入院患者数 人 91 169 168 166 143 157.1

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 48.4 52.8 58.3 68.3 71.1 147.0

12 紹介（紹介患者加算）数 件 110 100 91 82 73 66.4

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 64 100 79 73 100 156.3

14 逆紹介率 ％ 13.6 20.8 18.7 18.4 30.9 227.2

15 手術件数（手術室利用） 件 25 16 2 2 0 0.0

16 診療応援件数 件 99 112 125 438 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 156,740 219,550 252,100 170,920 146,260 93.3

2 医師１人１日当たり外来収益 円 220,790 160,200 151,250 136,670 132,050 59.8

3 医師１人１日当たり診療収益 円 377,530 379,750 403,350 307,590 278,310 73.7

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 8.3 8.0 9.3 5.4 4.5 54.3

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 27.2 22.8 22.2 20.6 19.4 71.3

6 医師１人当たり新入院患者数 人 188.0 262.3 279.6 238.2 191.4 101.8

7 医師１人当たり救急患者数 人 267.0 312.3 275.7 274.5 226.7 84.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 15.0 4.1 9.7 8.8 5.7 38.1

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 91.0 138.5 163.1 162.7 136.2 149.7

10 医師１人当たり紹介数 件 110.0 82.0 88.3 80.4 69.5 63.2

11 医師１人当たり逆紹介数 件 64.0 82.0 76.7 71.6 95.2 148.8

12 医師１人当たり手術件数 件 25.0 13.1 1.9 2.0 0.0 0.0

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.15 1.86 1.25 2.04 2.00 173.9

2 入院延患者数 人 3,042 4,485 4,795 3,726 3,662 120.4

3 新入院患者数 人 274 394 295 285 221 80.7

4 入院収益Ａ 千円 132,031 203,929 209,800 171,646 159,325 120.7

5 外来患者数 人 19,615 19,043 18,712 18,938 19,522 99.5

6 初診患者数 人 326 301 328 321 318 97.5

7 外来収益Ｂ 千円 455,909 427,487 434,881 438,379 460,139 100.9

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 587,940 631,416 644,681 610,025 619,464 105.4

1 入院診療単価 円 43,403 45,469 43,754 46,067 43,508 100.2

2 新入院患者数/日 人 0.75 1.08 0.81 0.78 0.60 80.7

3 平均在院日数 日 9.5 10.2 14.2 11.4 14.3 150.5

4 外来診療単価 円 23,243 22,449 23,241 23,148 23,570 101.4

5 紹介率 ％ 59.7 57.1 62.2 50.6 61.2 102.5

6 外来平均患者数/日 人 80.7 78.4 76.7 77.6 81.3 100.8

7 初診患者数/日 人 1.34 1.24 1.34 1.32 1.33 98.8

8 救急患者数 人 395 358 360 320 373 94.4

9 救急車搬送数 人 30 49 48 44 50 166.7

10 救急入院患者数 人 33 48 33 47 38 115.2

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 12.0 12.2 11.2 16.5 17.2 142.8

12 紹介（紹介患者加算）数 件 132 125 156 135 126 95.5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 170 88 150 176 116 68.2

14 逆紹介率 ％ 76.9 40.2 59.8 64.7 56.3 73.2

15 手術件数（手術室利用） 件 101 108 101 81 66 65.3

16 診療応援件数 件 2 1

1 医師１人１日当たり入院収益 円 313,680 300,380 459,830 230,520 217,650 69.4

2 医師１人１日当たり外来収益 円 1,631,450 945,800 1,425,830 880,700 958,620 58.8

3 医師１人１日当たり診療収益 円 1,945,130 1,246,180 1,885,660 1,111,220 1,176,270 60.5

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 7.2 6.6 10.5 5.0 5.0 69.2

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 70.2 42.1 61.4 38.0 40.7 57.9

6 医師１人当たり新入院患者数 人 238.3 211.8 236.0 139.7 110.5 46.4

7 医師１人当たり救急患者数 人 343.5 192.5 288.0 156.9 186.5 54.3

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 26.1 26.3 38.4 21.6 25.0 95.8

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 28.7 25.8 26.4 23.0 19.0 66.2

10 医師１人当たり紹介数 件 114.8 67.2 124.8 66.2 63.0 54.9

11 医師１人当たり逆紹介数 件 147.8 47.3 120.0 86.3 58.0 39.2

12 医師１人当たり手術件数 件 87.8 58.1 80.8 39.7 33.0 37.6

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.00 1.22 1.03 1.02 1.05 105.0

2 入院延患者数 人 3,042 3,550 3,513 2,026 1,733 57.0

3 新入院患者数 人 188 320 288 243 201 106.9

4 入院収益Ａ 千円 57,367 97,767 94,778 63,634 56,211 98.0

5 外来患者数 人 6,603 6,773 5,589 5,121 4,881 73.9

6 初診患者数 人 506 544 460 414 356 70.4

7 外来収益Ｂ 千円 53,652 47,493 38,013 34,016 33,279 62.0

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 111,019 145,260 132,791 97,650 89,490 80.6

1 入院診療単価 円 18,858 27,540 26,979 31,409 32,436 172.0

2 新入院患者数/日 人 0.51 0.88 0.79 0.67 0.55 106.9

3 平均在院日数 日 9.2 10.2 11.0 7.3 7.7 83.7

4 外来診療単価 円 8,125 7,012 6,801 6,642 6,818 83.9

5 紹介率 ％ 23.5 20.8 21.6 21.4 22.5 95.7

6 外来平均患者数/日 人 27.2 27.9 22.9 21.0 20.3 74.8

7 初診患者数/日 人 2.08 2.24 1.89 1.70 1.48 71.2

8 救急患者数 人 267 381 284 280 238 89.1

9 救急車搬送数 人 15 5 10 9 6 40.0

10 救急入院患者数 人 91 169 168 166 143 157.1

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 48.4 52.8 58.3 68.3 71.1 147.0

12 紹介（紹介患者加算）数 件 110 100 91 82 73 66.4

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 64 100 79 73 100 156.3

14 逆紹介率 ％ 13.6 20.8 18.7 18.4 30.9 227.2

15 手術件数（手術室利用） 件 25 16 2 2 0 0.0

16 診療応援件数 件 99 112 125 438 0.0

1 医師１人１日当たり入院収益 円 156,740 219,550 252,100 170,920 146,260 93.3

2 医師１人１日当たり外来収益 円 220,790 160,200 151,250 136,670 132,050 59.8

3 医師１人１日当たり診療収益 円 377,530 379,750 403,350 307,590 278,310 73.7

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 8.3 8.0 9.3 5.4 4.5 54.3

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 27.2 22.8 22.2 20.6 19.4 71.3

6 医師１人当たり新入院患者数 人 188.0 262.3 279.6 238.2 191.4 101.8

7 医師１人当たり救急患者数 人 267.0 312.3 275.7 274.5 226.7 84.9

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 15.0 4.1 9.7 8.8 5.7 38.1

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 91.0 138.5 163.1 162.7 136.2 149.7

10 医師１人当たり紹介数 件 110.0 82.0 88.3 80.4 69.5 63.2

11 医師１人当たり逆紹介数 件 64.0 82.0 76.7 71.6 95.2 148.8

12 医師１人当たり手術件数 件 25.0 13.1 1.9 2.0 0.0 0.0

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.05 1.47 1.33 1.49 1.10 104.8

2 入院延患者数 人 1,033 1,061 1,067 1,029 678 65.6

3 新入院患者数 人 343 354 353 342 285 83.1

4 入院収益Ａ 千円 94,375 79,037 79,680 74,288 57,866 61.3

5 外来患者数 人 17,861 17,804 17,794 17,718 17,455 97.7

6 初診患者数 人 1,029 1,021 1,052 1,003 875 85.0

7 外来収益Ｂ 千円 98,322 100,422 107,339 117,334 130,255 132.5

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 192,697 179,459 187,019 191,622 188,121 97.6

1 入院診療単価 円 91,360 74,493 74,677 72,194 85,348 93.4

2 新入院患者数/日 人 0.94 0.97 0.97 0.94 0.78 83.1

3 平均在院日数 日 2.0 2.0 2.0 2.0 1.4 70.0

4 外来診療単価 円 5,505 5,640 6,032 6,622 7,462 135.6

5 紹介率 ％ 16.3 16.0 15.6 17.8 23.8 146.0

6 外来平均患者数/日 人 73.5 73.3 72.9 72.6 72.7 98.9

7 初診患者数/日 人 4.23 4.20 4.31 4.11 3.65 86.1

8 救急患者数 人 141 130 124 124 238 168.8

9 救急車搬送数 人 4 2 3 6 2 50.0

10 救急入院患者数 人 1 1 0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 0.3 0.3

12 紹介（紹介患者加算）数 件 153 151 152 164 193 126.1

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 71 88 82 122 167 235.2

14 逆紹介率 ％ 7.6 9.3 8.4 12.9 20.6 271.1

15 手術件数（手術室利用） 件 354 360 355 345 292 82.5

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 245,570 147,300 164,130 136,590 143,730 58.5

2 医師１人１日当たり外来収益 円 385,340 281,120 330,760 322,730 493,390 128.0

3 医師１人１日当たり診療収益 円 630,910 428,420 494,890 459,320 637,120 101.0

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 2.7 2.0 2.2 1.9 1.7 62.7

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 70.0 49.8 54.8 48.7 66.1 94.5

6 医師１人当たり新入院患者数 人 326.7 240.8 265.4 229.5 259.1 79.3

7 医師１人当たり救急患者数 人 134.3 88.4 93.2 83.2 216.4 161.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 145.7 102.7 114.3 110.1 175.5 120.4

11 医師１人当たり逆紹介数 件 67.6 59.9 61.7 81.9 151.8 224.5

12 医師１人当たり手術件数 件 337.1 244.9 266.9 231.5 265.5 78.7

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.05 1.47 1.33 1.49 1.10 104.8

2 入院延患者数 人 1,033 1,061 1,067 1,029 678 65.6

3 新入院患者数 人 343 354 353 342 285 83.1

4 入院収益Ａ 千円 94,375 79,037 79,680 74,288 57,866 61.3

5 外来患者数 人 17,861 17,804 17,794 17,718 17,455 97.7

6 初診患者数 人 1,029 1,021 1,052 1,003 875 85.0

7 外来収益Ｂ 千円 98,322 100,422 107,339 117,334 130,255 132.5

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 192,697 179,459 187,019 191,622 188,121 97.6

1 入院診療単価 円 91,360 74,493 74,677 72,194 85,348 93.4

2 新入院患者数/日 人 0.94 0.97 0.97 0.94 0.78 83.1

3 平均在院日数 日 2.0 2.0 2.0 2.0 1.4 70.0

4 外来診療単価 円 5,505 5,640 6,032 6,622 7,462 135.6

5 紹介率 ％ 16.3 16.0 15.6 17.8 23.8 146.0

6 外来平均患者数/日 人 73.5 73.3 72.9 72.6 72.7 98.9

7 初診患者数/日 人 4.23 4.20 4.31 4.11 3.65 86.1

8 救急患者数 人 141 130 124 124 238 168.8

9 救急車搬送数 人 4 2 3 6 2 50.0

10 救急入院患者数 人 1 1 0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 0.3 0.3

12 紹介（紹介患者加算）数 件 153 151 152 164 193 126.1

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 71 88 82 122 167 235.2

14 逆紹介率 ％ 7.6 9.3 8.4 12.9 20.6 271.1

15 手術件数（手術室利用） 件 354 360 355 345 292 82.5

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 245,570 147,300 164,130 136,590 143,730 58.5

2 医師１人１日当たり外来収益 円 385,340 281,120 330,760 322,730 493,390 128.0

3 医師１人１日当たり診療収益 円 630,910 428,420 494,890 459,320 637,120 101.0

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 2.7 2.0 2.2 1.9 1.7 62.7

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 70.0 49.8 54.8 48.7 66.1 94.5

6 医師１人当たり新入院患者数 人 326.7 240.8 265.4 229.5 259.1 79.3

7 医師１人当たり救急患者数 人 134.3 88.4 93.2 83.2 216.4 161.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 145.7 102.7 114.3 110.1 175.5 120.4

11 医師１人当たり逆紹介数 件 67.6 59.9 61.7 81.9 151.8 224.5

12 医師１人当たり手術件数 件 337.1 244.9 266.9 231.5 265.5 78.7

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 0.40 0.35 0.36 0.44 0.55 137.5

2 入院延患者数 人

3 新入院患者数 人

4 入院収益Ａ 千円

5 外来患者数 人 3,931 3,670 3,915 3,976 3,237 82.3

6 初診患者数 人 547 463 442 404 388 70.9

7 外来収益Ｂ 千円 17,876 16,695 19,095 20,654 17,750 99.3

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 17,876 16,695 19,095 20,654 17,750 99.3

1 入院診療単価 円

2 新入院患者数/日 人

3 平均在院日数 日

4 外来診療単価 円 4,547 4,549 4,877 5,195 5,483 120.6

5 紹介率 ％ 23.8 26.0 24.6 27.4 19.7 82.8

6 外来平均患者数/日 人 16.2 15.1 16.0 16.3 13.5 83.4

7 初診患者数/日 人 2.25 1.91 1.81 1.66 1.62 71.8

8 救急患者数 人 452 379 394 307 280 61.9

9 救急車搬送数 人 42 35 52 40 41 97.6

10 救急入院患者数 人

11 救急入院患者/新入院患者 ％

12 紹介（紹介患者加算）数 件 76 70 67 78 49 64.5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 48 36 57 40 77 160.4

14 逆紹介率 ％ 15.0 13.4 21.0 14.0 30.9 206.0

15 手術件数（手術室利用） 件 2 2 0 0.0

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円

2 医師１人１日当たり外来収益 円 183,900 196,290 217,380 192,380 134,460 73.1

3 医師１人１日当たり診療収益 円 183,900 196,290 217,380 192,380 134,460 73.1

4 医師１人１日当たり入院患者数 人

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 40.4 43.2 44.6 37.0 24.5 60.6

6 医師１人当たり新入院患者数 人

7 医師１人当たり救急患者数 人 1,130.0 1,082.9 1,094.4 697.7 509.1 45.1

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 105.0 100.0 144.4 90.9 74.5 71.0

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 190.0 200.0 186.1 177.3 89.1 46.9

11 医師１人当たり逆紹介数 件 120.0 102.9 158.3 90.9 140.0 116.7

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
30
31
32

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.10 1.20 1.21 1.28 1.20 109.1

2 入院延患者数 人

3 新入院患者数 人

4 入院収益Ａ 千円

5 外来患者数 人 8,258 7,873 7,920 8,041 8,869 107.4

6 初診患者数 人 104 85 82 107 99 95.2

7 外来収益Ｂ 千円 172,743 162,861 161,184 165,243 176,654 102.3

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 172,743 162,861 161,184 165,243 176,654 102.3

1 入院診療単価 円

2 新入院患者数/日 人

3 平均在院日数 日

4 外来診療単価 円 20,918 20,686 20,352 20,550 19,918 95.2

5 紹介率 ％ 90.2 98.8 93.8 93.1 92.9 103.0

6 外来平均患者数/日 人 34.0 32.4 32.5 33.0 37.0 108.7

7 初診患者数/日 人 0.43 0.35 0.34 0.44 0.41 96.4

8 救急患者数 人 11 8 8 3 2 18.2

9 救急車搬送数 人

10 救急入院患者数 人

11 救急入院患者/新入院患者 ％

12 紹介（紹介患者加算）数 件 92 81 76 95 91 98.9

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 103 134 127 172 148 143.7

14 逆紹介率 ％ 167.6 163.4 156.8 165.4 151.0 90.1

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円

2 医師１人１日当たり外来収益 円 646,250 558,500 545,940 529,080 613,380 94.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 646,250 558,500 545,940 529,080 613,380 94.9

4 医師１人１日当たり入院患者数 人

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 30.9 27.0 26.8 25.7 30.8 99.7

6 医師１人当たり新入院患者数 人

7 医師１人当たり救急患者数 人

8 医師１人当たり救急車搬送数 人

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 83.6 67.5 62.8 74.2 75.8 90.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 93.6 111.7 105.0 134.4 123.3 131.7

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

麻酔科

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 244 244 240

1 医師数 人 2.05 2.05 1.96 0.55

2 入院延患者数 人 2,351 35

3 新入院患者数 人 149 1

4 入院収益Ａ 千円 90,098 1,417

5 外来患者数 人 2,505 3,779 3,071 824

6 初診患者数 人 362 272 116 21

7 外来収益Ｂ 千円 26,202 32,126 26,342 2,203

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 116,300 33,543 26,342 2,203

1 入院診療単価 円 38,323 40,486 0 0

2 新入院患者数/日 人 0.41 0.01 0.00 0.00

3 平均在院日数 日 14 8.9 0.0 0.0

4 外来診療単価 円 10,460 8,501 8,578 2,674

5 紹介率 ％ 3.5 18.4 29.9 25.0

6 外来平均患者数/日 人 10.3 15.5 12.6 3.4

7 初診患者数/日 人 1.5 1.1 0.5 0.1

8 救急患者数 人 317 96 3

9 救急車搬送数 人 39 12 0

10 救急入院患者数 人 1 0 0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 100.0 0.0 0.0

12 紹介（紹介患者加算）数 件 35 21 231 5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 40 74 567 6

14 逆紹介率 ％ 4.0 64.9 72.0 30.0

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件 12 12 9 12

1 医師１人１日当たり入院収益 円 120,410 1,890 0 0

2 医師１人１日当たり外来収益 円 52,590.0 64,220 55,080 16,680

3 医師１人１日当たり診療収益 円 173,000.0 66,110 55,080 16,680

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 3.1 0.0 0.0 0.0

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 5.0 7.6 6.4 6.2

6 医師１人当たり新入院患者数 人 72.7 0.5 0.0 0.0

7 医師１人当たり救急患者数 人 0.0 154.6 49.0 5.5

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 0.0 19.0 6.1 0.0

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 0.0 0.5 0.0 0.0

10 医師１人当たり紹介数 件 17.1 10.2 117.9 9.1

11 医師１人当たり逆紹介数 件 19.5 36.1 289.3 10.9

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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32

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 1.10 1.20 1.21 1.28 1.20 109.1

2 入院延患者数 人

3 新入院患者数 人

4 入院収益Ａ 千円

5 外来患者数 人 8,258 7,873 7,920 8,041 8,869 107.4

6 初診患者数 人 104 85 82 107 99 95.2

7 外来収益Ｂ 千円 172,743 162,861 161,184 165,243 176,654 102.3

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 172,743 162,861 161,184 165,243 176,654 102.3

1 入院診療単価 円

2 新入院患者数/日 人

3 平均在院日数 日

4 外来診療単価 円 20,918 20,686 20,352 20,550 19,918 95.2

5 紹介率 ％ 90.2 98.8 93.8 93.1 92.9 103.0

6 外来平均患者数/日 人 34.0 32.4 32.5 33.0 37.0 108.7

7 初診患者数/日 人 0.43 0.35 0.34 0.44 0.41 96.4

8 救急患者数 人 11 8 8 3 2 18.2

9 救急車搬送数 人

10 救急入院患者数 人

11 救急入院患者/新入院患者 ％

12 紹介（紹介患者加算）数 件 92 81 76 95 91 98.9

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 103 134 127 172 148 143.7

14 逆紹介率 ％ 167.6 163.4 156.8 165.4 151.0 90.1

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円

2 医師１人１日当たり外来収益 円 646,250 558,500 545,940 529,080 613,380 94.9

3 医師１人１日当たり診療収益 円 646,250 558,500 545,940 529,080 613,380 94.9

4 医師１人１日当たり入院患者数 人

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 30.9 27.0 26.8 25.7 30.8 99.7

6 医師１人当たり新入院患者数 人

7 医師１人当たり救急患者数 人

8 医師１人当たり救急車搬送数 人

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 83.6 67.5 62.8 74.2 75.8 90.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 93.6 111.7 105.0 134.4 123.3 131.7

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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麻酔科

H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 244 244 240

1 医師数 人 2.05 2.05 1.96 0.55

2 入院延患者数 人 2,351 35

3 新入院患者数 人 149 1

4 入院収益Ａ 千円 90,098 1,417

5 外来患者数 人 2,505 3,779 3,071 824

6 初診患者数 人 362 272 116 21

7 外来収益Ｂ 千円 26,202 32,126 26,342 2,203

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 116,300 33,543 26,342 2,203

1 入院診療単価 円 38,323 40,486 0 0

2 新入院患者数/日 人 0.41 0.01 0.00 0.00

3 平均在院日数 日 14 8.9 0.0 0.0

4 外来診療単価 円 10,460 8,501 8,578 2,674

5 紹介率 ％ 3.5 18.4 29.9 25.0

6 外来平均患者数/日 人 10.3 15.5 12.6 3.4

7 初診患者数/日 人 1.5 1.1 0.5 0.1

8 救急患者数 人 317 96 3

9 救急車搬送数 人 39 12 0

10 救急入院患者数 人 1 0 0

11 救急入院患者/新入院患者 ％ 100.0 0.0 0.0

12 紹介（紹介患者加算）数 件 35 21 231 5

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 40 74 567 6

14 逆紹介率 ％ 4.0 64.9 72.0 30.0

15 手術件数（手術室利用） 件

16 診療応援件数 件 12 12 9 12

1 医師１人１日当たり入院収益 円 120,410 1,890 0 0

2 医師１人１日当たり外来収益 円 52,590.0 64,220 55,080 16,680

3 医師１人１日当たり診療収益 円 173,000.0 66,110 55,080 16,680

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 3.1 0.0 0.0 0.0

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 5.0 7.6 6.4 6.2

6 医師１人当たり新入院患者数 人 72.7 0.5 0.0 0.0

7 医師１人当たり救急患者数 人 0.0 154.6 49.0 5.5

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 0.0 19.0 6.1 0.0

9 医師１人当たり救急入院患者数 人 0.0 0.5 0.0 0.0

10 医師１人当たり紹介数 件 17.1 10.2 117.9 9.1

11 医師１人当たり逆紹介数 件 19.5 36.1 289.3 10.9

12 医師１人当たり手術件数 件

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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H27 H28 H29 H30 R1 R1/H27

入院診療日数 日 366 365 365 365 366

外来診療日数 日 243 243 244 244 240

1 医師数 人 2.05 2.06 2.01 2.04 2.00 97.6

2 入院延患者数 人 330 282 270 291 365 110.6

3 新入院患者数 人 46 39 39 39 46 100.0

4 入院収益Ａ 千円 14,477 10,569 11,360 13,110 16,308 112.6

5 外来患者数 人 8,114 7,512 7,411 7,079 6,785 83.6

6 初診患者数 人 404 375 356 381 396 98.0

7 外来収益Ｂ 千円 22,231 18,916 20,612 19,646 34,990 157.4

8 診療収益Ａ＋Ｂ 千円 36,708 29,485 31,972 32,756 51,298 139.7

1 入院診療単価 円 43,870 37,479 42,074 45,052 44,679 101.8

2 新入院患者数/日 人 0.13 0.11 0.11 0.11 0.13 100.0

3 平均在院日数 日 6.3 6.1 6.0 6.4 7.2 114.3

4 外来診療単価 円 2,740 2,518 2,781 2,775 5,157 188.2

5 紹介率 ％ 51.3 65.7 30.2 65.8 72.1 140.5

6 外来平均患者数/日 人 33.4 30.9 30.4 29.0 28.3 84.7

7 初診患者数/日 人 1.66 1.54 1.46 1.56 1.65 99.2

8 救急患者数 人 58 30 51 40 44 75.9

9 救急車搬送数 人 2 1 4 0 2 100.0

10 救急入院患者数 人 1

11 救急入院患者/新入院患者 ％

12 紹介（紹介患者加算）数 件 181 220 106 246 259 143.1

13 逆紹介（診療情報提供）数 件 129 125 178 171 220 170.5

14 逆紹介率 ％ 36.5 37.3 50.7 45.2 61.3 167.9

15 手術件数（手術室利用） 件 45 38 39 38 37 82.2

16 診療応援件数 件

1 医師１人１日当たり入院収益 円 19,290 14,050 15,480 17,600 22,270 115.4

2 医師１人１日当たり外来収益 円 44,620 37,780 42,020 39,460 72,890 163.4

3 医師１人１日当たり診療収益 円 63,910 51,830 57,500 57,060 95,160 148.9

4 医師１人１日当たり入院患者数 人 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 113.4

5 医師１人１日当たり外来患者数 人 16.3 15.0 15.1 14.2 14.1 86.8

6 医師１人当たり新入院患者数 人 22.4 18.9 19.4 19.1 23.0 102.5

7 医師１人当たり救急患者数 人 28.3 14.6 25.4 19.6 22.0 77.8

8 医師１人当たり救急車搬送数 人 1.0 0.5 2.0 0.0 1.0 102.5

9 医師１人当たり救急入院患者数 人

10 医師１人当たり紹介数 件 88.3 106.8 52.7 120.6 129.5 146.7

11 医師１人当たり逆紹介数 件 62.9 60.7 88.6 83.8 110.0 174.8

12 医師１人当たり手術件数 件 22.0 18.4 19.4 18.6 18.5 84.3

※その他医業収益（産婦人科の分娩介助料、歯科の補てつ料等）を含む。
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４ 各診療科の実績 

〔１〕 消化器内科 

消化器内科長 朝倉謙輔 

 

【検査】 件数 

US（健診を含む） 845 

MDL（健診分を含む） 64 

DDL 42 

EGD（ガストロ造影、経鼻内視鏡） 1,561 

EUS（上部+下部） 2 

CS（ガストロ造影、大腸点墨を含む） 1,202 

SF 30 

小腸内視鏡（上部+下部） 9 

肝生検 14 

腹水穿刺 8 

【治療】 
 

内視鏡的食道及び胃内異物摘出術 5 

内視鏡的結腸異物摘出術 0 

M-ESD 6 

C-ESD 6 

C-ポリ 223 

内視鏡的食道・胃静脈瘤結紮術 8 

内視鏡的消化管止血術 38 

小腸結腸内視鏡的止血術 7 

食道狭窄拡張術 6 

食道ステント留置術 1 

内視鏡的胃・十二指腸ステント留置術 1 

内視鏡的乳頭切開術 74 

内視鏡的膵管ステント留置術 5 

内視鏡的胆道ステント留置術 49 

下部消化管ステント留置術 3 

経皮的胆管ドレナージ 2 

経皮的肝腫瘍ドレナージ 2 

胆のう外瘻造設術 3 

胃瘻造設術 1 
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〔２〕 循環器内科 

循環器内科長 大崎拓也 

 

外来・入院の概況 2015 2016 2017 2018 2019 

年間外来患者延べ総数 19,357 15,446 13,384 13,826 13,564 

年間外来新患総数 495 502 360 429 550 

一日平均外来患者数 80.7 62 54.4 56.2 56.5 

年間入院件数 768 766 765 766 799 

一日平均入院患者数 2.3 2 2.1 2.1 2.2 

平均在院日数 16.5 12.6 13.6 13.8 12.2 

急性心筋梗塞患者数 22 32 39 31 31 

心不全入院患者数 146 144 153 148 172 

 

検査の概況（年間件数） 2015 2016 2017 2018 2019 

心臓カテーテル検査 221 251 218 228 230 

心エコー図検査 1797 1,721 1,798 1,801 1,502 

トレッドミル検査 152 286 152 123 64 

心筋シンチ 45 49 58 68 29 

ホルター心電図 872 795 891 888 612 

 

 
治療の概況（年間件数） 2015 2016 2017 2018 2019 

経皮的冠動脈形成術 76 82 89 95 105 

経皮的血管形成術（下肢動脈） 2 0 10 9 16 

恒久的ペースメーカー植込み術 
23 

(新規 15) 

31 

(新規 18) 

47 

(新規 37) 

35 

(新規 31) 

38 

(新規 28) 
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〔２〕 循環器内科 

循環器内科長 大崎拓也 

 

外来・入院の概況 2015 2016 2017 2018 2019 

年間外来患者延べ総数 19,357 15,446 13,384 13,826 13,564 

年間外来新患総数 495 502 360 429 550 

一日平均外来患者数 80.7 62 54.4 56.2 56.5 

年間入院件数 768 766 765 766 799 

一日平均入院患者数 2.3 2 2.1 2.1 2.2 

平均在院日数 16.5 12.6 13.6 13.8 12.2 

急性心筋梗塞患者数 22 32 39 31 31 

心不全入院患者数 146 144 153 148 172 

 

検査の概況（年間件数） 2015 2016 2017 2018 2019 

心臓カテーテル検査 221 251 218 228 230 

心エコー図検査 1797 1,721 1,798 1,801 1,502 

トレッドミル検査 152 286 152 123 64 

心筋シンチ 45 49 58 68 29 

ホルター心電図 872 795 891 888 612 

 

 
治療の概況（年間件数） 2015 2016 2017 2018 2019 

経皮的冠動脈形成術 76 82 89 95 105 

経皮的血管形成術（下肢動脈） 2 0 10 9 16 

恒久的ペースメーカー植込み術 
23 

(新規 15) 

31 

(新規 18) 

47 

(新規 37) 

35 

(新規 31) 

38 

(新規 28) 

〔３〕 脳神経内科 

脳神経内科長 柴田俊秀 

 

はじめに 

神経内科から脳神経内科へ標榜変更のお知らせ 

平成 31年度(令和元年度)より、神経内科は脳神経内科へ標榜が変更しました。脳・神経の疾患を内科的専門知識と

技術をもって診療する診療科であることがわかりやすくなるメリットがあり全国的にも変更する方向となっておりま

す。実際の診療内容については、変更はありません。変更に至った経緯の詳細については以下、日本神経学会ホーム

ページをご参照ください。 

https://www。neurology-jp.org/news/change_name.html 

一般外来では、頭痛やめまい等の common disease、ALS や SCD など神経難病、かかりつけ医として感染症などを診

療しております。救急外来では、虚血性脳血管障害をはじめ救急神経疾患の診療を行っています。また当院は、急性

期回復期リハビリテーション病棟も併設しており、急性期リハビリテーションも行っております。 

 

Ⅰ 診療内容 

脳血管障害(主に脳梗塞)、神経免疫疾患(多発性硬化症、重症筋無力症など)、変性疾患(パーキンソン病、脊髄小脳

変性症など)、中枢感染症(脳炎、髄膜炎など)、筋疾患(筋緊張性ジストロフィー症・多発筋炎など)、その他頭痛やめ

まいなどの診療を行っております。 

 

Ⅱ 診療スタッフ 

副院長兼地域医療福祉連携室長兼診療支援室長兼脳神経内科長：柴田俊秀 

リハビリテーション医長：佐藤光信 

 

Ⅲ 外来担当 (2019年 4月現在) 

 月 火 水 木 金 

柴田 病棟 病棟 外来 — 外来 

佐藤(光) 外来 — 病棟 病棟 病棟 

診療応援 — 岩岡和義 — 大浦一雅 — 

※火曜と木曜は、岩手医大脳神経内科・老年科より診療応援。 
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Ⅳ 外来・入院患者統計 

① 外来患者数・入院患者数の推移  

 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 

年間外来患者のべ数 

(新患数) 

10,230 人 

(600 人) 

9,531 人 

(551 人) 

8,918 人 

(510 人) 

8,463 人 

(487 人) 

7,560 人 

(407 人) 

１診療日外来患者数 

(新患数) 

42.3 人 

(2.5 人) 

39.2 人 

(2.3 人) 

36.2 人 

(2.0 人) 

34.5 人 

(2.1 人) 

31.0 人 

(1.7 人) 

年間入院患者数 

(1 日平均) 

320 人 

(33 人) 

252 人 

(30 人) 

248 人 

(29.2 人) 

224 人 

(31.3 人) 

184 人 

(24.2 人) 

 

② 入院患者の推移  

 

2019 年は、全体として 184 人が入院されました。脳血管障害は 80 人(全体の約 43%)入院され、非神経疾患も昨年同

様多く入院されました。 

※ 脳血管障害以外の神経疾患(2019 年) 

末梢性めまい、症候性てんかん、痙攣重積発作、無菌性髄膜炎、インフルエンザ脳症、Wernicke 脳症、Biskerstaff

型脳幹脳炎、ギランバレー症候群、多発性硬化症、特発性球後視神経炎、筋萎縮性側索硬化症、低髄液圧症候群、頸

髄症性脊髄症など。 

※ 神経疾患以外の疾患(2019 年) 

感染症(誤嚥性肺炎、急性腎盂腎炎)、喘息性気管支炎、間質性肺炎、インフルエンザ感染、肺結核(転院となる)、

肺血栓塞栓症、脱水症、偶発性低体温症、横紋筋融解症、心因反応、うっ血性心不全など。 
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② 入院患者の推移  

 

2019 年は、全体として 184 人が入院されました。脳血管障害は 80 人(全体の約 43%)入院され、非神経疾患も昨年同

様多く入院されました。 

※ 脳血管障害以外の神経疾患(2019 年) 

末梢性めまい、症候性てんかん、痙攣重積発作、無菌性髄膜炎、インフルエンザ脳症、Wernicke 脳症、Biskerstaff

型脳幹脳炎、ギランバレー症候群、多発性硬化症、特発性球後視神経炎、筋萎縮性側索硬化症、低髄液圧症候群、頸

髄症性脊髄症など。 

※ 神経疾患以外の疾患(2019 年) 

感染症(誤嚥性肺炎、急性腎盂腎炎)、喘息性気管支炎、間質性肺炎、インフルエンザ感染、肺結核(転院となる)、

肺血栓塞栓症、脱水症、偶発性低体温症、横紋筋融解症、心因反応、うっ血性心不全など。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 2019年の脳梗塞入院患者の病型 

 

 

2019 年の脳梗塞患者の病型は、2018 年と比較し、脳塞栓症は 28%(2018 年;46%)と減少し、BAD は 15%(2018 年；9%)

と増加傾向を認めました。ラクナ梗塞 19%(2018 年；22%)、アテローム血栓性脳梗塞 17%(2018 年；17%)の割合はほぼ

不変でした。また、脳動脈解離に伴う脳梗塞症例が昨年同様に多く入院しました。 

 

④ 当科における rt-PA投与数と成績 (脳外科施行分は入っていません) 

2007〜2014年 2015 年 2016年 2017年 2018年 2019年 

14例 2例 6例 4例 2例 0例 

 

⑤ 投与成績(退院時 mRS)(受診時、2例が mRS grade 4、その他の症例は mRS grade 5。) 

退院時(mRS) ほぼ症状消失(0〜1) 軽症〜中等症(2〜3) 中等〜重症(4〜5) 死亡(6) 

 3例 11例 14例 0例 
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⑥ 2019年の入院経路と退院先 

１) 入院経路：2018年と比較し、救急からの入院は 54% (2018年；51%)と増加し、特に救急車からの入院 39%(2018

年；35%)が増加を認めました。紹介・転科での入院は 11%(2018 年;12%)、外来からの入院は 35%(2018 年；37%)

とほぼ不変でした。 

 

２) 退院先：2018 年と比較し自宅退院は 57%(2018 年;49%)と増加を認めました。また、死亡率 8%(2018 年；8%)は

不変でした。他院転院 18% (2018年；27%)は減少しました。 

 

 

⑦ 特定疾患数(2019年臨床調査個人票より) 

パーキンソン病関連疾患 80 例、脊髄小脳変性症 13 例、重症筋無力症 10 例(胸腺手術 5 例)、多発性硬化症 6 例、

筋萎縮性側索硬化症 6例、多系統萎縮症 5例、進行性核上性麻痺 3例、ライソゾーム病 2例、慢性炎症性脱髄性多発

神経炎 1例、多発筋炎 1例、HTLV-1関連脊髄症１例(合計 128例) 
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⑥ 2019年の入院経路と退院先 

１) 入院経路：2018年と比較し、救急からの入院は 54% (2018年；51%)と増加し、特に救急車からの入院 39%(2018

年；35%)が増加を認めました。紹介・転科での入院は 11%(2018 年;12%)、外来からの入院は 35%(2018 年；37%)

とほぼ不変でした。 

 

２) 退院先：2018 年と比較し自宅退院は 57%(2018 年;49%)と増加を認めました。また、死亡率 8%(2018 年；8%)は

不変でした。他院転院 18% (2018年；27%)は減少しました。 

 

 

⑦ 特定疾患数(2019年臨床調査個人票より) 

パーキンソン病関連疾患 80 例、脊髄小脳変性症 13 例、重症筋無力症 10 例(胸腺手術 5 例)、多発性硬化症 6 例、

筋萎縮性側索硬化症 6例、多系統萎縮症 5例、進行性核上性麻痺 3例、ライソゾーム病 2例、慢性炎症性脱髄性多発

神経炎 1例、多発筋炎 1例、HTLV-1関連脊髄症１例(合計 128例) 

 

〔４〕 小児科 

小児科長 遠藤正宏 

 

令和元年度小児科外来患者延べ人数 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

新規患者数 166 213 143 166 219 174 198 159 254 186 122 138 2,138 

再来患者数 645 700 659 708 633 582 684 682 805 668 634 719 8,119 

計 811 913 802 874 852 756 882 841 1,059 854 756 857 10,257 

一日平均患者数 41 48 40 40 41 40 42 42 53 45 42 41 514 

診療実日数 20 19 20 22 21 19 21 20 20 19 18 21 240 

 

 

令和元年度 小児科入院患者数延べ人数 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

一般病棟 65 52 47 9 28 17 32 48 34 23 17 59 431 

新生児室 33 3 22 3 7 17 16 16 6 13 3 12 151 

計 98 55 69 12 35 34 48 64 40 36 20 71 582 

一日平均患者数 3 2 2 1 1 1 2 2 1 1 1 2 20 

診療実日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31 366 

 

 

〔５〕 外科 

第２外科長 伊藤千絵 

 

2019 年 1月から 12月手術症例集計 

全手術数 

全麻手術数 

緊急手術 

腹（胸）腔鏡下手術数 

下肢静脈瘤手術 

376件 

309件 

73件 

145件 

41件 

 

各癌の切除数 

甲状腺癌 

乳癌 

肺癌 

胃癌 

1件 

9件 

0件 

16件 

食道癌 

胆膵癌 

肝癌 

大腸癌  

0件 

15件 

6件 

56件 
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〔６〕 整形外科 

第 1整形外科長 近江礼 

 

令和元年度診療科実績 

手術実績     計 421件 

骨折観血的手術   179件 

肩腱板修復術     21件 

人工骨頭挿入術    17件 

人工関節置換術    13件（人工肩関節３件、人工股関節３件、人工膝関節７件） 

脊椎手術       13件（椎弓切除術８件、ヘルニア摘出術 1件 ほか） 

高位脛骨骨切り術    3件 

神経剥離術      21件 

その他       154件 

 

入院延患者数 10,540人 （前年度比 2,014人増) 

外来延患者数 20,556人 （前年度比   856人増） 

外来新患数   1,699人 （前年度比    70人減） 

 

 

〔7〕 脳神経外科 

副院長    三浦一之 

脳神経外科長 小林哲人 

 

１) H31年度の手術症例の内訳  

  脳動脈瘤頚部クリッピング  7例(破裂 7、未破裂 0)  

  脳腫瘍摘出術        2例  

  開頭血腫除去 脳出血    1例  

  外傷            0例  

  慢性硬膜下血腫手術     14例  

  脳血栓回収術          1例  

  その他           3例  

    計           34例  

  

２) 脳血管撮影        5件  

  

３) 入院総数        243件 
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〔６〕 整形外科 

第 1整形外科長 近江礼 

 

令和元年度診療科実績 

手術実績     計 421件 

骨折観血的手術   179件 

肩腱板修復術     21件 

人工骨頭挿入術    17件 

人工関節置換術    13件（人工肩関節３件、人工股関節３件、人工膝関節７件） 

脊椎手術       13件（椎弓切除術８件、ヘルニア摘出術 1件 ほか） 

高位脛骨骨切り術    3件 

神経剥離術      21件 

その他       154件 

 

入院延患者数 10,540人 （前年度比 2,014人増) 

外来延患者数 20,556人 （前年度比   856人増） 

外来新患数   1,699人 （前年度比    70人減） 

 

 

〔7〕 脳神経外科 

副院長    三浦一之 

脳神経外科長 小林哲人 

 

１) H31年度の手術症例の内訳  

  脳動脈瘤頚部クリッピング  7例(破裂 7、未破裂 0)  

  脳腫瘍摘出術        2例  

  開頭血腫除去 脳出血    1例  

  外傷            0例  

  慢性硬膜下血腫手術     14例  

  脳血栓回収術          1例  

  その他           3例  

    計           34例  

  

２) 脳血管撮影        5件  

  

３) 入院総数        243件 

〔８〕 形成外科 

形成外科長 白石直人 

 

疾患分類 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 計 

熱傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

顔面外傷 3 1 3 7 2 6 5 4 5 3 4 3 46 

唇顎口蓋裂 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

手足の先天異常 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

手足の外傷 1 3 7 5 7 7 6 3 3 7 3 2 54 

その他の先天異常 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

良性腫瘍 12 7 14 2 8 6 11 6 6 10 8 6 96 

悪性腫瘍 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 

瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

潰瘍 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 

褥瘡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

整容 0 0 3 1 0 0 0 1 2 0 0 4 11 

その他 0 1 3 2 0 3 1 1 0 2 0 0 13 

小計 20 13 30 19 17 22 24 16 17 22 16 16 232 

 

 

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 計 

入院患者延べ数 47 39 17 0 27 51 2 40 75 30 32 40 400 

外来患者延べ数 356 337 411 398 366 388 504 393 381 386 333 384 4637 
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〔９〕 泌尿器科 

泌尿器科長 小松淳 

 

１ 外来 

 
R1年度 H30年度 

患者総数 19,522 18,938 

新患総数 318 321 

 

２ 入院 

 
R1年度 H30年度 

延べ人数 3,662 3,726 

 

３ 手術（カッコ内は前年度） 

総数 226 例 （ 263 ） 

根治的腎摘除術（開腹） 1 例 （ 0 ） 

根治的腎摘除術（体腔鏡下） 0 例 （ 0 ） 

腎部分切除術 0 例 （ 0 ） 

腎尿管全摘除術（開腹） 0 例 （ 0 ） 

腎尿管全摘除術（体腔鏡下） 0 例 （ 0 ） 

膀胱全摘除術 0 例 （ 0 ） 

恥骨後式根治的前立腺全摘除術 0 例 （ 0 ） 

経尿道的前立腺切除術 0 例 （ 3 ） 

経尿道的膀胱腫瘍切除術 29 例 （ 27 ） 

経尿道的結石破砕術 0 例 （ 0 ） 

水圧拡張術 0 例 （ 0 ） 

精巣摘除術 3 例 （ 0 ） 

陰嚢水腫根治術 2 例 （ 3 ） 

精巣固定術 0 例 （ 1 ） 

包茎手術 1 例 （ 1 ） 

内シャント造設術・再建術/上腕動脈表在化 24 例 （ 33 ） 

経皮的シャント拡張術 1 例 （ 11 ） 

連続携行式腹膜灌流用カテーテル留置術・抜去術 2 例 （ 2 ） 

体外衝撃波結石破砕術 4 例 （ 0 ） 

腎瘻造設術 1 例 （ 0 ） 

膀胱瘻造設術 0 例 （ 0 ） 

尿管ステント留置術 68 例 （ 69 ） 

前立腺生検 50 例 （ 65 ） 

その他 41 例 （ 51 ） 

 

４ 透析（令和２年 3月 31日現在） 

血液透析 75 人 

腹膜透析 10 人 
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〔９〕 泌尿器科 

泌尿器科長 小松淳 

 

１ 外来 

 
R1年度 H30年度 

患者総数 19,522 18,938 

新患総数 318 321 

 

２ 入院 
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延べ人数 3,662 3,726 

 

３ 手術（カッコ内は前年度） 

総数 226 例 （ 263 ） 

根治的腎摘除術（開腹） 1 例 （ 0 ） 

根治的腎摘除術（体腔鏡下） 0 例 （ 0 ） 

腎部分切除術 0 例 （ 0 ） 

腎尿管全摘除術（開腹） 0 例 （ 0 ） 

腎尿管全摘除術（体腔鏡下） 0 例 （ 0 ） 

膀胱全摘除術 0 例 （ 0 ） 

恥骨後式根治的前立腺全摘除術 0 例 （ 0 ） 

経尿道的前立腺切除術 0 例 （ 3 ） 

経尿道的膀胱腫瘍切除術 29 例 （ 27 ） 

経尿道的結石破砕術 0 例 （ 0 ） 

水圧拡張術 0 例 （ 0 ） 

精巣摘除術 3 例 （ 0 ） 

陰嚢水腫根治術 2 例 （ 3 ） 

精巣固定術 0 例 （ 1 ） 

包茎手術 1 例 （ 1 ） 

内シャント造設術・再建術/上腕動脈表在化 24 例 （ 33 ） 

経皮的シャント拡張術 1 例 （ 11 ） 

連続携行式腹膜灌流用カテーテル留置術・抜去術 2 例 （ 2 ） 

体外衝撃波結石破砕術 4 例 （ 0 ） 

腎瘻造設術 1 例 （ 0 ） 

膀胱瘻造設術 0 例 （ 0 ） 

尿管ステント留置術 68 例 （ 69 ） 

前立腺生検 50 例 （ 65 ） 

その他 41 例 （ 51 ） 

 

４ 透析（令和２年 3月 31日現在） 

血液透析 75 人 

腹膜透析 10 人 

 

〔10〕 産婦人科 

産婦人科長 秋元義弘 

 

令和元年度 産婦人科外来患者延べ人数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

新規患者数 20 25 25 45 28 34 30 26 35 31 27 30 356 

再来患者数 396 343 430 447 333 376 384 429 395 344 298 350 4,525 

計 416 368 455 492 361 410 414 455 430 375 325 380 4,881 

一日平均患者数 21 19 23 22 17 22 20 23 22 20 18 18 244 

診療実日数 20 19 20 22 21 19 21 20 20 19 18 21 240 

 

令和元年度 産婦人科入院患者数延べ人数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

一般病棟 126 156 176 147 114 139 167 138 141 201 112 116 1,733 

分娩件数 13 11 18 6 9 15 15 7 7 18 11 12 142 

一日平均患者数 4 5 6 5 4 5 5 5 5 6 4 4 57 

診療実日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31 366 

 

〔11〕 眼科 

眼科長 清野太郎 

 

 令和元年度も緑内障、白内障や眼底疾患を中心に外来診療は眼科一般診察を行ってまいりました。本年度は特に眼底疾

患の治療に力を入れ、眼底造影検査や抗 VEGF注射の件数が大幅に増加しました。白内障をメインとした短期入院手術も

継続して行っております。 

 令和 2年 7月より、時短勤務になりますが常勤医師 1名が追加となり、2名での診療体制となっております。引き続き

大学病院からの診療応援も受けながら外来診療を行っております。外来及び病棟スタッフの支えのおかげで、昨年度と同

様の診療規模は維持できているものと思われます。 

 

令和元年度 

入院手術…白内障手術 285件  

 

外来手術、処置 

・翼状片切除術        4件  ・緑内障手術          7件 

・後発白内障        50件   ・網膜光凝固術        36件 

・角膜異物除去        17件   ・麦粒腫切開術        11件 

・結膜異物除去術       6件  ・抗 VEGF抗体 硝子体注射   238件 

・ステロイドテノン嚢下注射 40件  ・眼底造影検査        41件 
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〔12〕 放射線科 

放射線科長 熊谷由基 

 

CT       8266件 

MRI      2575件 

Angio       11件 

RI       171件 

放射線治療   1658件 

 

以上の検査ならびにレポート作成、治療が行われました。 

 

 

〔13〕 歯科口腔外科 

                           歯科口腔外科長 坂岡 丈利 

 

令和１年（平成 31年） 

患者延べ数 

 

入院患者の疾患別頻度 

 

疾患別手術件数 

 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

外来新患 33 27 23 37 28 47 50 23 20 28 35 42 393 

再来 572 537 528 561 472 558 583 499 495 567 540 574 6486 

合計 605 564 551 598 500 605 633 522 515 595 575 616 6879 

入院患者  19  32  27  7 22  18 24  20 43  40 29 34  315 

手術件数  4  4  3 1   3  2  3   3   4  5   4  4   40 

奇形変形 炎症 外傷 嚢胞 腫瘍良性 腫瘍悪性 粘膜 神経 その他 合計 

2 0 2 10 2 0 3 0 21 40 

 粘膜 口蓋裂 外傷 嚢胞 腫瘍良性 腫瘍悪性 変形 その他 合計 

全身麻酔 0 0 2 10 2 0 2 21 37 

局所麻酔 3 0 0 0 0 0 0 0 3 

合計 3 0 2 10 2 0 2 21 40 
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以上の検査ならびにレポート作成、治療が行われました。 

 

 

〔13〕 歯科口腔外科 

                           歯科口腔外科長 坂岡 丈利 

 

令和１年（平成 31年） 
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入院患者の疾患別頻度 

 

疾患別手術件数 

 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

外来新患 33 27 23 37 28 47 50 23 20 28 35 42 393 

再来 572 537 528 561 472 558 583 499 495 567 540 574 6486 

合計 605 564 551 598 500 605 633 522 515 595 575 616 6879 

入院患者  19  32  27  7 22  18 24  20 43  40 29 34  315 

手術件数  4  4  3 1   3  2  3   3   4  5   4  4   40 

奇形変形 炎症 外傷 嚢胞 腫瘍良性 腫瘍悪性 粘膜 神経 その他 合計 

2 0 2 10 2 0 3 0 21 40 

 粘膜 口蓋裂 外傷 嚢胞 腫瘍良性 腫瘍悪性 変形 その他 合計 

全身麻酔 0 0 2 10 2 0 2 21 37 

局所麻酔 3 0 0 0 0 0 0 0 3 

合計 3 0 2 10 2 0 2 21 40 

５　認定医・指導医及び認定看護師 

 〔１〕　認定医・指導医 （令和２年３月現在）

診療科名 医師名 認定医(学会名) 指導医・専門医(学会名)

消化器内科 朝倉　謙輔
日本内科学会
日本ヘリコバクター学会ピロリ菌感染症

日本消化器病学会認定消化器病専門医
日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医

消化器内科 郷内　貴弘 日本内科学会

循環器内科 大﨑　拓也
日本内科学会
日本心血管インターベンション治療学会

日本循環器学会専門医
日本内科学会総合内科専門医

循環器内科 松本　裕樹 日本内科学会 日本内科学会総合内科専門医

脳神経内科 柴田　俊秀 日本内科学会
日本神経学会指導医・専門医
日本内科学会総合内科専門医

小児科 遠藤　正宏 日本小児科学科専門医

外科 吉田　徹

日本外科学会
日本消化器外科学会
日本プライマリケア連合学会
消化器がん外科治療
日本がん治療認定医機構
日本医師会認定産業医
インフェクション
コントロールドクター（ICD)
麻酔標榜医（厚生省）
病理解剖資格（厚生省）

日本外科学会指導医・専門医
日本消化器外科学会指導医・専門医
日本プライマリケア連合学会指導医
日本救急医学会救急科専門医

外科 遠野　千尋

日本外科学会
日本消化器外科学会
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本がん治療認定医機構
消化器がん外科治療
麻酔標榜医（厚生省）
日本医師会認定産業医・健康スポーツ医
日本プライマリケア連合学会認定医
日本病院総合診療医学会
日本体育協会公認スポーツドクター
インフェクションコントロールドクター（ICD)

日本外科学会指導医・専門医
日本消化器外科学会指導医・専門医
日本がん治療認定医機構暫定教育医
日本プライマリケア連合学会指導医

外科 伊藤　千絵 日本医師会認定産業医 日本外科学会専門医

外科 八重樫　瑞典
消化器がん外科治療
日本がん治療認定医機構
日本消化器外科学会

日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医
日本東洋医学会認定漢方専門医
日本プライマリケア連合学会指導医

外科 畑中　智貴 日本外科学会専門医

救命救急科 皆川　幸洋

日本外科学会
日本救急医学会
日本胸部外科学会認定医
日本がん治療認定医機構
消化器がん外科治療認定医
麻酔標榜医（厚生省）
インフェクションコントロールドクター（ICD)

日本外科学会指導医・専門医
日本救急医学会指導医・専門医
日本がん治療認定医機構
暫定教育医
日本呼吸器学会専門医
日本集中治療医学会専門医
日本脈管学会専門医
日本外傷学会専門医

整形外科 菊地　修平 日本整形外科学会専門医

整形外科 近江　礼 日本整形外科学会専門医

脳神経 外科 三浦　一之
日本脳神経外科学会専門医
診療情報管理士

脳神経 外科 小林　哲人 日本脳神経外科学会専門医

脳神経 外科 佐藤　由衣子 日本脳神経外科学会専門医

形成外科 白石　直人

日本形成外科学会
日本医師会認定産業医
日本医師会認定健康スポーツ医
インフェクションコントロールドクター（ICD)
日本静脈経腸栄養学会

日本形成外科学会専門医
日本形成外科学会皮膚腫瘍外科指導専門医

泌尿器科 小松　淳 日本泌尿器科学会指導医・専門医

眼科 清野　太郎 日本眼科学会専門医
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 〔２〕認定看護師　

社団法人日本看護協会

分類名 職　　名 看護師名

皮膚・排泄ケア 主任看護師 十文字　晴美

感染管理 主任看護師 佐京　里美

乳がん看護 主任看護師 玉澤　明美

透析看護 看護師 向山　いつか

緩和ケア 看護師 新田　香澄

がん化学療法 看護師 佐々木　裕之

手術看護 看護師 岩﨑　孝思

救急看護 看護師 古舘　勇一



 〔２〕認定看護師　

社団法人日本看護協会

分類名 職　　名 看護師名

皮膚・排泄ケア 主任看護師 十文字　晴美

感染管理 主任看護師 佐京　里美

乳がん看護 主任看護師 玉澤　明美

透析看護 看護師 向山　いつか

緩和ケア 看護師 新田　香澄

がん化学療法 看護師 佐々木　裕之

手術看護 看護師 岩﨑　孝思

救急看護 看護師 古舘　勇一

 

 

 

 

Ⅲ．研究業績 
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〔１〕学会・研究発表 

 

１ 第 107 回日本泌尿器科学会総会 

平成 31 年 4月 19 日～22 日(愛知県名古屋市) 

印環細胞癌を呈した前立腺原発癌 

小松 淳 

 

２ 第 116 回日本内科学会総会 

平成 31 年 4月 27 日(ポートメッセ名古屋) 

医学生・研修医の日本内科学会ことはじめ 

「神経 sweet 病の１例」(優秀演題賞) 

田口智、岩岡和博、柴田俊秀 

 

３ 第 116 回東北整形災害外科学会 

令和元年 6月 21 日～22 日(盛岡市) 

内側型変形性膝関節症に対する open wedge 高位脛骨骨切り 

術の経験-地域中核病院一般整形外科での治療成績- 

菊地修平 

 

４ 第 116 回東北整形災害外科学会(盛岡市) 

令和元年 6月 21 日～22 日(盛岡市) 

脛骨骨幹部骨折に合併した腓骨骨折偽関節の一例 

大矢康貴 

 
５ 第 17 回日本医療マネジメント学会東北連合会学術集会 

令和元年 9月 21 日(盛岡市) 

当院回復期リハビリテーション病棟において自宅退院に影 

響を与えた ADL は何か 

長井貴臣 

 

６ 第 17 回日本医療マネジメント学会東北連合会学術集会 

第 10 回岩手県支部学術集会                

令和元年 9月 21 日(盛岡市) 

県立久慈病院における入院前使用薬剤確認業務の取り組み 

大下啓喬 

 

７ 第 58 回全国自治体病院学会 

令和元年 10 月 24 日～25 日(徳島市) 

人工呼吸器切り替え時のインシデント防止に向けた取り 

組み 

髙橋 魁一 
 

 

 

 

 

８ 第 58 回全国自治体病院学会 

令和元年 10 月 24 日～25 日(徳島県) 

習得業務評価シートを活用した業務改善 

庄司祐子 他  

 

９ 第 47 回 日本心血管インターベンション治療学会 

東北地方会  

令和 2年 2月 1日(福島県いわき市) 

当院での ACS 治療の現状から心電図伝送システムの有効性 

と今後の課題を考える  

大﨑拓也、佐々木弘揮、松本裕樹  

 

10 第 219 回日本内科学会東北地方会 

令和 2年 2月 22 日(宮城県仙台市) 

カテコラミン離脱困難な残胃癌併存 Severe AS 患者に対し 

て BAV 施行後, 胃癌手術し遠隔期に TAVI を施行した 1例  

松本裕樹、大崎拓也、房崎哲也、森野禎浩  

 

11 日本消化器病学会東北支部地方会 

令和 2年 2月 31 日(宮城) 

早期診断・早期治療により保存的に救命し得た劇症型ア 

メーバ性大腸炎/肝膿瘍の１例 

坂岡雅史、郷内貴弘、平井みなみ、佐々木登希夫、朝倉謙輔 

 

 

〔２〕座長 

 

１ 令和元年７月 30 日(二戸市) 

神経疾患を考える in 県北 

座長 柴田俊秀  

演者 石塚直樹先生 

「若年性認知症とｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症が関連する特殊な認知症」 

 

２ 令和元年 11月 26 日(久慈市) 

久慈学術講演会 

座長 柴田俊秀 

演者 岩手医科大学内科学講座 

神経内科・老年科教授 前田哲也先生 

「臨床目線のパーキンソン病研究」 
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３ 令和元年 12月 3日 

座長 消化器内科 朝倉謙輔 

演者 岩手医科大学内科学講座 

消化器内科消化管分野 特任講師 鳥谷洋右 先生 

「胃 ESDの現状と将来：岩手医科大学のデータ解析から」 

 

４ 令和 2年 1月 21日 

令和元年度第 2回北部地区職場研修会(二戸市) 

座長 リハビリテーション技術科 大和田幸明 

 

５ 久慈病院職場研修会 

令和 2年１月 29日(久慈病院) 

座長 柴田俊秀 

演者 いわてリハビリテーションセンター 

 大井清文 先生 

「地域包括ｹｱｼｽﾃﾑを支えるための地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ」  

 

 

〔３〕講演・研究発表会 

 

１ 久慈地域糖尿病療養セミナー 

令和元年 4月 11日(久慈市) 

糖尿病の運動療法 

外舘人美 

 

２ 糖尿病教室 

令和元年 5月 10日(久慈市) 

骨粗鬆症の運動療法  

外舘人美 

 

３ 岩手神経内科症例研究会 

令和元年 6月 15日(盛岡市) 

「神経 sweet病の１例」 

田口智、佐藤光信、柴田俊秀 

 

４ 糖尿病教室 

令和元年 7月 12日(久慈市) 

ウｫ―キング 

外舘人美 

 

 

 

 

５ 糖尿病療養指導セミナー 

令和元年 9月 1日(盛岡市) 

糖尿病の運動療法 

外舘人美 

 

６ 第 51回岩手県立病院医学会総会 

令和元年 9月 8日(宮古市) 

TIAと鑑別を要した Clinically isolated syndrome の一例 

阿部真璃奈，佐藤光信，柴田俊秀 

 

７ 第 51回岩手県立病院医学会総会 

令和元年 9月 8日(宮古市) 

大腿骨転子下骨折に対して用いたガンマネイルが折損し 

た一例 

奥津美里 

 

８ 2019年度日本栄養士会 

超高齢社会をみすえた糖尿病予防事業  

令和元年 9月 13日(普代村保健センター) 

令和元年 11月 14日(久慈市合庁) 

金澤篤子 

 

９ 令和元年久慈地域ﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ広域支援ｾﾝﾀｰ研修会集中講座 

令和元年 9月 18日(久慈市) 

解剖・運動学、観察のポイントとフィジカルアセスメント、 

基本動作（寝返り・起きあがり・立ち上がり） 

向川公司、山田友紀、奥寺晋矢 

 

10 第 27回医用画像研修会 

令和元年 10月 5日(盛岡市) 

頭部 MRIパラメータの再検討  

富田正明 

 

11 令和元年久慈地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ広域支援ｾﾝﾀｰ研修会集中講座 

令和元年 10月 9日(久慈市) 

摂食/嚥下食事介助の方法、ADL（更衣/トイレのポイント 

と実技）、ADL（歩行のポイントと実技） 

岩淵高志、小野寺咲里、村上俊矢 

 

12 糖尿病教室 

令和元年 10月 11日(久慈市) 

糖尿病と高血圧と運動の話 

外舘人美 
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13 第 6回北海道・東北臨床工学技士会 

令和元年 10月 19日～20日(山形市) 

人工呼吸器切り替え時のインシデント防止に向けた取り 

組み 

髙橋 魁一 

 

14 第 58回岩手県立病院薬学会 

令和元年 10月 19日(盛岡市) 

当院における地域包括ケア病棟への薬剤師の関わり 

藤井康聖 

 

15 令和元年久慈地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ広域支援ｾﾝﾀｰ研修会集中講座 

令和元年 11月 6日(久慈市) 

ベッド上座位のポジショニングと車椅子移乗介助について、 

高齢者の心理 

外舘人美、大橋美沙子、八重樫大周 

 

16 令和元年度岩手県立病院放射線技師会学術大会 

令和元年 11月 16日(盛岡市) 

ASiR-Vの検証 

川端渉平 

 

17 世界糖尿病ディ特別講演会 

令和元年 11月 8日(久慈市) 

糖尿病の運動療法 

外舘人美 

 

18 岩手県立病院リハビリ部門学会 

令和元年 11月 30日(盛岡市) 

ﾁｰﾑ医療として高次脳機能障害と向き合う時に大切だと思 

うこと 

佐藤祐樹 

 

19 岩手県立病院リハビリ部門学会 

令和元年 11月 30日(盛岡市) 

肩回旋筋腱板断裂の理学療法 

今出京介 

 

20 岩手胃と腸大会 

令和元年 12月 21日(盛岡市) 

胃の１例 

郷内貴弘、平井みなみ、佐々木登希夫、朝倉謙輔 

 

 

21 令和元年度第 2回北部地区職場研修会 

令和 2年 1月 21日(二戸市) 

症例検討会左被殻出血により、右片麻痺を呈した症例   

鈴木康太 

 

22 令和元年度第 2回北部地区職場研修会 

令和 2年 1月 21日(二戸市) 

変形性膝関節症を呈し、人工膝関節症全置換術を施行した 

症例 

浅水梨那 

 

23 令和元年度久慈支部症例検討会 

令和 2年 2月 20日(久慈市) 

症例検討会左被殻出血により、右片麻痺を呈した症例 

鈴木康太 

 

24 令和元年度久慈支部症例検討会 

令和 2年 2月 20日(久慈市) 

変形性膝関節症を呈し、人工膝関節症全置換術を施行した 

症例 

浅水梨那 
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〔５〕病理解剖、CPC（臨床病理検討会）報告 

 

担当 遠野千尋 

 

病理解剖とその後の CPCは、患者さんの臨床経過と病理所見を比較、検討することにより、病態の解明や治療効果を検

証することが目的です。患者さんとご家族の献身的なご協力により、これまでの医学の発展に果たしてきた役割は計り知

れません。近年の画像診断の進歩や Autopsy imaging などが普及しても、病理解剖と CPCは、多くの知見を授けて頂ける

貴重なものには変わりありません。初期臨床研修カリキュラムではこの CPC への参加とカンファランス終了後の報告書

（CPCレポート）の作成が必修項目となっております。 

令和元年度の CPC は令和２年３月 12 日に２例発表で開催されました。臨床経過についてのプレゼンテーションとディ

スカッションを研修医が担当し、岩手医大病理学講座分子診断学分野の鈴木正通先生、上杉憲幸先生のご指導の下、上杉

憲幸先生から病理所見の解説をいただき、活発なディスカッションが行われました。医師の他、臨床検査技師、看護師な

ど多職種も参加しております。 

病理解剖の件数は、令和元年度は０件でした。日々の多忙な診療の中にあって、病理解剖・CPCを行うための時間と労

力は多大なものがあります。しかしながら、各診療科の先生には、今一度、病理解剖・CPCが医学の発展に果たしてきた

意義を認識し、患者さんからご協力頂けるような質の高い医療を提供することにより、可能な限り病理解剖を実施して下

さいますようお願いいたします。また CPCでは活発な議論により考察を深め、病理解剖が、より意義のあるものになるよ

う努力していきたいと思います。 

令和元年度に開催した CPCの内容は以下の通りです。(開催回数は通し番号) 

 

第 62回 令和２年３月 12日  

① 両側乳癌の全身転移により死亡した１例（高橋健太先生、田村新二先生、古川真衣子先生） 

主治医：遠野千尋（外科） 

② S状結腸癌の多発転移により死亡した 1例（田口智先生、小泉優香先生、今田悠介先生、佐藤州一先生） 

   主治医：遠野千尋（外科） 

指導医：鈴木正通先生、上杉憲幸先生（岩手医大 病理診断学講座） 

参加者：26名 

 

症例数の推移 
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年度別病理解剖件数 

〔４〕死亡・救急症例検討会 

 

１ H31年４月 16日（参加 院外４名 院内 22名） 

 司会：眼科 

<救急症例> 

初期治療に難渋した VTstormの 1例…研修医 佐藤州一 

 

２ 令和元年５月 21日（参加 院外４名 院内 26名） 

司会：外科 

<救急症例> 

急性腹症の 1例…研修医 小泉優香 

インフルエンザ脳症の 1例…脳神経内科 佐藤光信 

  

３ 令和元年６月 18日（参加 院外４名 院内 20名） 

司会：小児科 

<救急症例> 

バリウム穿孔の 1例－実はバリウムの穴はでかい－ 

…外科 遠野千尋 

 

４ 令和元年７月 16日（参加 院外４名 院内 25名） 

司会 脳神経内科 

<救急症例> 

咽頭痛発熱を主訴に受診した 27歳男性の 1例 

…研修医 石川健太 

 

５ 令和元年８月 20日（参加 院外３名 院内 22名） 

 司会 形成外科 

<救急症例> 

顔面の発赤腫脹より丹毒が疑われた 1例…研修医 坂岡雅史 

 

６ 令和元年９月 17日（参加 院外０名 院内 22名） 

 司会：脳神経外科 

<救急症例> 

若年女性の急性腹症の 1例…研修医 阿部真瑠奈 

<死亡症例> 

劇症型溶連菌感染症について…外科 吉田徹 

 

７ 令和元年 10月 15日（参加 院外２名 院内 14名） 

司会：外科 

<救急症例> 

急激な経過を辿った急性大動脈解離…研修医 奥津美里 

 

８ 令和元年 11月 19日（参加 院外３名 院内 25名） 

 司会：消化器内科 

<救急症例> 

緊急手術を要した右側大腸癌腸閉塞の 1例…研修医 高岡秀輔 

 

 

 

 

 

 

９ 令和元年 12月 17日（参加 院外０名 院内 23名） 

 司会：放射線科 

<救急症例> 

意識消失の鑑別に関する検討…研修医 坂岡雅史  

 

10 令和２年１月 21日（参加 院外３名 院内 17名） 

 司会：循環器内科 

<救急症例> 

人工呼吸管理を要し、ステロイドパルス療法が著効した脳幹脳

炎の 1例 

…研修医 石川健太 

 

11 令和２年２月 18日（参加 院外４名 院内 23名） 

 司会：泌尿器科 

<救急症例> 

呼吸苦心光窩部痛で来院した糖尿病性ケトアシドーシスの 1例 

 

12 令和２年３月 17日（参加 院外０名 院内 19名） 

 司会：歯科 

<救急症例> 

構音障害、四肢のしびれで発症した両側延髄内側症候群の 1例 

…奥津美里 
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〔５〕病理解剖、CPC（臨床病理検討会）報告 

 

担当 遠野千尋 

 

病理解剖とその後の CPCは、患者さんの臨床経過と病理所見を比較、検討することにより、病態の解明や治療効果を検

証することが目的です。患者さんとご家族の献身的なご協力により、これまでの医学の発展に果たしてきた役割は計り知

れません。近年の画像診断の進歩や Autopsy imaging などが普及しても、病理解剖と CPCは、多くの知見を授けて頂ける

貴重なものには変わりありません。初期臨床研修カリキュラムではこの CPC への参加とカンファランス終了後の報告書

（CPCレポート）の作成が必修項目となっております。 

令和元年度の CPC は令和２年３月 12 日に２例発表で開催されました。臨床経過についてのプレゼンテーションとディ

スカッションを研修医が担当し、岩手医大病理学講座分子診断学分野の鈴木正通先生、上杉憲幸先生のご指導の下、上杉

憲幸先生から病理所見の解説をいただき、活発なディスカッションが行われました。医師の他、臨床検査技師、看護師な

ど多職種も参加しております。 

病理解剖の件数は、令和元年度は０件でした。日々の多忙な診療の中にあって、病理解剖・CPCを行うための時間と労

力は多大なものがあります。しかしながら、各診療科の先生には、今一度、病理解剖・CPCが医学の発展に果たしてきた

意義を認識し、患者さんからご協力頂けるような質の高い医療を提供することにより、可能な限り病理解剖を実施して下

さいますようお願いいたします。また CPCでは活発な議論により考察を深め、病理解剖が、より意義のあるものになるよ

う努力していきたいと思います。 

令和元年度に開催した CPCの内容は以下の通りです。(開催回数は通し番号) 

 

第 62回 令和２年３月 12日  

① 両側乳癌の全身転移により死亡した１例（高橋健太先生、田村新二先生、古川真衣子先生） 

主治医：遠野千尋（外科） 

② S状結腸癌の多発転移により死亡した 1例（田口智先生、小泉優香先生、今田悠介先生、佐藤州一先生） 

   主治医：遠野千尋（外科） 

指導医：鈴木正通先生、上杉憲幸先生（岩手医大 病理診断学講座） 

参加者：26名 

 

症例数の推移 
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〔４〕死亡・救急症例検討会 

 

１ H31年４月 16日（参加 院外４名 院内 22名） 

 司会：眼科 

<救急症例> 

初期治療に難渋した VTstormの 1例…研修医 佐藤州一 

 

２ 令和元年５月 21日（参加 院外４名 院内 26名） 

司会：外科 

<救急症例> 

急性腹症の 1例…研修医 小泉優香 

インフルエンザ脳症の 1例…脳神経内科 佐藤光信 

  

３ 令和元年６月 18日（参加 院外４名 院内 20名） 

司会：小児科 

<救急症例> 

バリウム穿孔の 1例－実はバリウムの穴はでかい－ 

…外科 遠野千尋 

 

４ 令和元年７月 16日（参加 院外４名 院内 25名） 

司会 脳神経内科 

<救急症例> 

咽頭痛発熱を主訴に受診した 27歳男性の 1例 

…研修医 石川健太 

 

５ 令和元年８月 20日（参加 院外３名 院内 22名） 

 司会 形成外科 

<救急症例> 

顔面の発赤腫脹より丹毒が疑われた 1例…研修医 坂岡雅史 

 

６ 令和元年９月 17日（参加 院外０名 院内 22名） 

 司会：脳神経外科 

<救急症例> 

若年女性の急性腹症の 1例…研修医 阿部真瑠奈 

<死亡症例> 

劇症型溶連菌感染症について…外科 吉田徹 

 

７ 令和元年 10月 15日（参加 院外２名 院内 14名） 

司会：外科 

<救急症例> 

急激な経過を辿った急性大動脈解離…研修医 奥津美里 

 

８ 令和元年 11月 19日（参加 院外３名 院内 25名） 

 司会：消化器内科 

<救急症例> 

緊急手術を要した右側大腸癌腸閉塞の 1例…研修医 高岡秀輔 

 

 

 

 

 

 

９ 令和元年 12月 17日（参加 院外０名 院内 23名） 

 司会：放射線科 

<救急症例> 

意識消失の鑑別に関する検討…研修医 坂岡雅史  

 

10 令和２年１月 21日（参加 院外３名 院内 17名） 

 司会：循環器内科 

<救急症例> 

人工呼吸管理を要し、ステロイドパルス療法が著効した脳幹脳

炎の 1例 

…研修医 石川健太 

 

11 令和２年２月 18日（参加 院外４名 院内 23名） 

 司会：泌尿器科 

<救急症例> 

呼吸苦心光窩部痛で来院した糖尿病性ケトアシドーシスの 1例 

 

12 令和２年３月 17日（参加 院外０名 院内 19名） 

 司会：歯科 

<救急症例> 

構音障害、四肢のしびれで発症した両側延髄内側症候群の 1例 

…奥津美里 

 





 

 

 

 

Ⅳ．医学談話会 
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久慈医学談話会の活動 

 

事務局次長 杤澤 健一 

 

 令和元年度は久慈医学談話会代表世話人の白石直人副院長を中心に、市民公開健康講演会を２回、また、巡回講演会と

して、久慈市、野田村の２会場で地域講演会を開催しました。 

 ７月に開催した第 39 回市民公開健康講演会は、43 名の参加があり、当院小児科長の遠藤正宏先生より「救急受診のポ

イント」についての講演を行いました。例年は、久慈市文化会館アンバーホールにおいて開催しておりましたが、当院オ

ープンホスピタルと同時開催となり、当院会議室での開催となりました。 

 ２月に開催した第 40 回市民公開健康講演会は、例年通り久慈市文化会館アンバーホールにおいて開催し、80 名の参加

がありました。久慈薬剤師会顧問 細田稔男先生より「安心な薬の飲み方について」、当院第２整形外科長の近江礼先生

より「手術で良くなる肩関節疾患」、当院院長の吉田徹先生より「久慈医療圏の現状と課題」についての講演を行いまし

た。 

 

巡回講演会（地域健康講演会）は、「脂質異常症」をテーマに 12 月と１月に２会場で計 58 名の参加がありました。２

年次研修医が講演したほか、臨床検査技師、診療放射線技師、看護師、薬剤師及び管理栄養士からの講演を行いました。

各地区とも夕食時にも関わらず多くの地域住民の参加をいただきました。 

これまでの巡回講演会の開催回数は、165 回となりました。 

 

久慈医学談話会の活動は平成８年から、久慈市、久慈医師会、久慈歯科医師会、久慈薬剤師会、久慈保健所等関係機関

のご協力により行われています。これまで開催が途切れることなく回を重ねてこられたのも関係機関のご支援の賜物であ

り、何よりも地域住民の皆様が関心を持って参加していただいていることに感謝しています。 

今後も地域の皆様の健康に関する身近なテーマを題材として活動を続けていきたいと思います。 
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地域住民の健康教育

月 日 講 演 会 等 名 称 開催場所 参加者数 演　　題　　及　　び　　演　　者

 ○　「救急受診のポイント」

　　 講師　久慈病院　小児科長　遠藤　正宏

 ○　テーマ「脂質異常症」

　　①　医師

　　②　臨床検査技師

 　 ③  診療放射線技師

　　④　看護師

　　⑤　薬剤師

　　⑥　管理栄養士

 ○　「手術で良くなる肩関節疾患」

　　 講師　久慈病院　第２整形外科長　近江　礼

 ○　「安心な薬の飲み方」

　　 講師　久慈薬剤師会　顧問　細田　稔男

 ○　「久慈医療圏の現状と課題」

　　 講師　久慈病院　院長　　吉田　徹

181

 第40回
 市民公開健康講演会

久慈市 80

令和元年度 事業実績書

合　　　　　　　　計

7月27日
 第39回
 市民公開健康講演会

久慈市 43

1月20日  第165回 地域健康講演会 久慈市 30 　　　同上

12月17日  第164回 地域健康講演会 野田村 28

2月20日
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地域住民の健康教育

月 日 講 演 会 等 名 称 開催場所 参加者数 演　　題　　及　　び　　演　　者

 ○　「救急受診のポイント」

　　 講師　久慈病院　小児科長　遠藤　正宏

 ○　テーマ「脂質異常症」

　　①　医師

　　②　臨床検査技師

 　 ③  診療放射線技師

　　④　看護師

　　⑤　薬剤師

　　⑥　管理栄養士

 ○　「手術で良くなる肩関節疾患」

　　 講師　久慈病院　第２整形外科長　近江　礼

 ○　「安心な薬の飲み方」

　　 講師　久慈薬剤師会　顧問　細田　稔男

 ○　「久慈医療圏の現状と課題」

　　 講師　久慈病院　院長　　吉田　徹

181

 第40回
 市民公開健康講演会

久慈市 80

令和元年度 事業実績書

合　　　　　　　　計

7月27日
 第39回
 市民公開健康講演会

久慈市 43

1月20日  第165回 地域健康講演会 久慈市 30 　　　同上

12月17日  第164回 地域健康講演会 野田村 28

2月20日

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 計 平　均

第一回
市民公開講演 130 123 124 105 55 151 96 56 145 43 1,028 103

第二回
市民公開講演 214 149 115 130 145 147 129 57 88 80 1,254 125

344 272 239 235 200 298 225 113 233 123 2,282 228

19 19 25 20  -  -  -  -  -  - 83 21

 -  -  -  - 35  -  -  -  -  - 35 35

 -  -  -  -  - 40  -  -  -  - 40 40

 -  -  -  -  -  - 71 47 20 30 168 42

30 16 31 25 29 19 29 24 28 231 26

36 39 31 64 22 25 19 18  -  - 254 32

32 12 25 31 16 16  - 14  -  - 146 21

43 52 27 49 20 35 43 -  -  - 269 38

160 122 124 195 118 145 152 108 44 58 1,226 123

504 394 363 430 318 443 377 221 277 181 3,508 351

久慈医学談話会　健康講演会参加者数の推移 （過去10年）

区　　　　分

計

山形村
 18年度～ 久慈市山形町

久慈市侍浜町

種市町
 18年度～ 洋野町種市

計

合　　　計

久慈市

久慈市宇部町

久慈市

野田村

普代村

大野村
 18年度～ 洋野町大野





 

 

 

 

Ⅴ．部門紹介 
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5 東病棟 

 

 当病棟は、地域包括ケア病棟として、主に退院支援を行っている病棟です。 

その他、緩和ケアの患者さん、糖尿病教育入院、レスパイト入院、誤嚥性肺炎（敗血症を伴う重症は除く）、眼科白内

障手術患者などの患者さんを受け入れています。 

病棟の目標は『他職種、地域と連携を図り、共にこれからの生活過ごし方を考え、「その人らしさ」を大切にした看護

の提供を行います』です。倫理的視点でのカンファレンスの実施や、緩和カンファレンス、デスカンファレンスを行い、

日々看護ケアを振り返りながら目標が達成できるよう取り組んでいます。 

退院支援はもちろん、認知症患者ケアも頑張っています。認知症患者さんに、安心した入院生活を過ごしてもらうため、

声かけや対応の仕方、抑制しないための行動の見守りなど病棟内で勉強会を行いながらスタッフ全員で対応しています。

スタッフの笑顔とあいさつで、いつでも気持ち良く 5東に来て頂けるようこれからも頑張っていきたいと思います。 

 

 

看護研究委員会 

 

看護科、看護研究委員会は、目標を「看護研究の教育環境、研究者・支援者の育成」とし取り組みました。各看護単位

においては「一研究に取り組む」を目標に日頃の看護の疑問点や、患者さんに対してのケアについての効果などを明らか

にするべく取り組んでいます。そのほかレベル別研修の研究に取り組む研修生に対し、初めての看護研究がスムーズにい

くよう、研修会を開催し基本について学び、自分が明らかにしたいことを過去の研究から調べ、突き詰めた研究ができる

よう、文献検索の仕方、計画書の書き方から倫理について、そして看護研究の実施ができ研究成果を院内発表するまでを

年間計画を立て支援しています。 

レベル別研修の研究実施者の研究や各看護単位での研究・認定看護師の方々の研究など、看護研究を実施した成果をそ

れぞれの学会に発表するために、サポートしております。2019 年度の院外への学会発表は、７題となりました。昨今の

情勢から学会の発表形態が変わりつつありますが、看護研究を実施しその成果を発表する場を確保し発表することで、私

たちの看護を評価することができます。看護研究を実施することで、看護に自信を持つことができ、患者さんに還元して

いけるようサポートしていきたいと考えております。 

 





 

 

 

 

Ⅵ．各種委員会 
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〔1〕 病院運営会議  

院長 吉田徹 

病院運営会議は毎月最終月曜日８時 30分から大会議室で開催、各科・各部門の長全 47名で構成、令和元年度は 12回

開催しました。 

次第としては、院長挨拶の後に、協議事項・報告事項〔診療科別患者数・収益の前年同月比較、21 世紀グラフ、経営

収支前年度比較、薬品減耗報告、ふれあいポストの回答、コンプライアンスについて、行事予定等、委員会報告等〕につ

いて討議するのが通例となっております。この会議を通して、病院の方針・状況が周知されるうえ、各部門からの意見な

どが交わされることを目指しております。 

 

〔２〕 診療科長会議  

 院長 吉田徹 

診療科長会議は各診療科長を中心に構成し、毎月第２月曜日の８時 30分から開催しています。 

会議では、毎月の患者数等の状況を報告しているほか、診療に関わる報告・協議事項を議題としています。 

令和元年度は特に病床の有効活用や、次年度に向けた病床休止に関する事項等について話し合いを行いました。 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

 

〔３〕 管理会議  

   院長 吉田徹 

管理会議は各部門の長により構成し、毎月第３月曜日の８時 30分から開催しています。 

会議では、患者数・収益の状況報告、行事の確認等を行ったほか、毎月各部門が交代でそれぞれの重点事業に対する進

捗状況を報告しました。 

なお、管理会議の報告内容が運営会議と重複するものが多いことや、職員の業務負担軽減の観点から、令和元年 11 月

の開催をもって管理会議は一旦終了とし、令和２年度は廃止の方針となりました。 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

 

〔４〕 ＴＱＭ委員会  

ＴＱＭ〔ﾄｰﾀﾙ・ｸｵﾘﾃｨ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ〕とは、企業の戦略としての総合的品質管理を指し、「経営戦略」から「顧客の満足度」、

「品質向上」へつなげるマネージメント手法で経営品質の向上を目指しています。医療の現場でもこの手法が取り入れら

れており、病院経営の方針・目標のもとで「医療の質」の向上を目指しています。 

 久慈病院では、病院事業運営方針のもと、「医療の質の向上」を目指し、病院経営の意思決定機関としてＴＱＭ委員会

を設置し、活発な議論を交わしています。 

委員会は木曜日８時 30分から９時頃まで院長室で行っており、メンバーは院長、副院長４名、事務局長、総看護師長、

医療安全専門員及び事務局次長の９名です。令和元年度は、平成 31年４月４日から令和２年３月 26日までで計 44回開

催しました。 

主な話題としては、病院事業を運営していくうえでの課題、働きがいのある職場環境の整備、医師確保、地域における

活動など多岐にわたっています。令和元年度の特記事項としては、病棟再編に係る検討を 10月 31日から１月９日まで毎
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週行い、次年度７月１日に１つの病棟を休棟することを決めました。この委員会で決定した方針は、病院全体の会議であ

る運営会議、診療科長を対象とした診療科長会議で伝えられ、病院職員が一丸となった取り組みへと発展していきます。

また、会議の内容は院内ＬＡＮに掲載しており、情報を職員に広く周知しています。 

病院を取り巻く環境が急激に変化する中、容易には解決できない課題が山積していますが、ＴＱＭ委員会ではそれらの

解決に向けて鋭意取り組んでいます。 

〔文責 事務局次長 杤澤健一〕 

 

〔5〕 安全衛生委員会  

院長 吉田徹 

 衛生委員会は医療局企業職員安全衛生管理規定第７条により、職員の健康の保持増進に関する事項を調査審議するため

に設置されています。毎月１回、通常は最終週の水曜日に 16 時から開催し、所定の報告事項、職員定期健康診断、各種

予防接種、ストレスチェック等について協議のうえ実施しました。 

また、調査報告事項としては、毎月の病休者、長時間勤務者の報告に加え、職員の元気回復の観点から、年次休暇、夏

季休暇の取得状況について、感染防止対策の一環として、針刺し事故の発生状況について調査のうえ報告しております。 

職場環境については、随時、改善を図っておりますので、室温の寒暖や照度等に限らず、お気づきの点がありましたら、

当委員会までお知らせください。 

 

〔６〕 倫理委員会  

院長 吉田徹 

当院では倫理に関する諸問題を審議するため倫理委員会を設置しており、臨床研究や看護研究等の実施に当たり倫理的

に問題がないかなど審議しています。 

委員会は院長、副院長４名、事務局長、総看護師長、医療安全専門員及び事務局次長の９名で構成されています。 

会議は必要に応じて開催されており、令和元年度は計 18回開催しました。特記事項として、「心肺蘇生に関する医師の指

示書に係る運用」について、外部委員を交えた委員会を開催しご意見を頂きました。 

〔文責 事務局次長 杤澤健一〕 
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週行い、次年度７月１日に１つの病棟を休棟することを決めました。この委員会で決定した方針は、病院全体の会議であ

る運営会議、診療科長を対象とした診療科長会議で伝えられ、病院職員が一丸となった取り組みへと発展していきます。

また、会議の内容は院内ＬＡＮに掲載しており、情報を職員に広く周知しています。 

病院を取り巻く環境が急激に変化する中、容易には解決できない課題が山積していますが、ＴＱＭ委員会ではそれらの

解決に向けて鋭意取り組んでいます。 

〔文責 事務局次長 杤澤健一〕 

 

〔5〕 安全衛生委員会  

院長 吉田徹 

 衛生委員会は医療局企業職員安全衛生管理規定第７条により、職員の健康の保持増進に関する事項を調査審議するため

に設置されています。毎月１回、通常は最終週の水曜日に 16 時から開催し、所定の報告事項、職員定期健康診断、各種

予防接種、ストレスチェック等について協議のうえ実施しました。 

また、調査報告事項としては、毎月の病休者、長時間勤務者の報告に加え、職員の元気回復の観点から、年次休暇、夏

季休暇の取得状況について、感染防止対策の一環として、針刺し事故の発生状況について調査のうえ報告しております。 

職場環境については、随時、改善を図っておりますので、室温の寒暖や照度等に限らず、お気づきの点がありましたら、

当委員会までお知らせください。 

 

〔６〕 倫理委員会  

院長 吉田徹 

当院では倫理に関する諸問題を審議するため倫理委員会を設置しており、臨床研究や看護研究等の実施に当たり倫理的

に問題がないかなど審議しています。 

委員会は院長、副院長４名、事務局長、総看護師長、医療安全専門員及び事務局次長の９名で構成されています。 

会議は必要に応じて開催されており、令和元年度は計 18回開催しました。特記事項として、「心肺蘇生に関する医師の指

示書に係る運用」について、外部委員を交えた委員会を開催しご意見を頂きました。 

〔文責 事務局次長 杤澤健一〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔７〕 診療記録開示審査会  

院長 吉田徹 

 当審査会は、岩手県立久慈病院が保有する診療記録の開示申出に対し、開示、部分開示、不開示等について審議するた

め、岩手県立病院等における診療情報提供実施要領及び診療記録開示事務処理要領に基づき、下図のフローに従い必要に

応じて開催しています。 

令和元年度の診療記録開示件数は 13件です。 

〔うち、Ｂ型肝炎訴訟関連の開示７件〕 

 

 

 

〔文責 医事経営課長 西川栄樹〕 

 

〔８〕 防災・ＢＣＰ委員会  

                     救命救急センター長兼災害医療科長兼救命救急科長 皆川幸洋 

防災・BCP委員会では、災害発生時の病院機能維持や体制強化を目的として、ＢＣＰ〔事業継続計画〕に基づき、災害

想定訓練やマニュアルの見直しを行っています。 

 令和元年度は、各部署の長を中心とした机上訓練を実施しました。診療を継続するために必要な判断を話し合い、久慈

地区のマップを活用し所属職員の通勤や地域の被害想定を検討しました。今後も継続的に訓練を実施し、ＢＣＰマニュア

ルの見直しに生かしていきます。 

                          〔文責 総務課 佐々木由香〕 

 

　　　　　　　県立病院等における診療情報提供フローチャート

　患　者 《 日常診療における情報提供 》  主治医
　　・口頭説明

　　・診療録を見せての説明

　　・検査結果等のメモ提供 意見聴取

　　・要約書交付        etc 日程調整

　　開　示　担　当　者 診　　療　　科　　長 　　開　示　審　査　会

<①受　付> <②意見書作成> <③提供の可否等審議>
患

〔確認事項〕 〔確認事項〕 〔審議事項〕
者 　開示申出 　・申出者 　・診療録等の内容確認 　・診療録等関係書類審査

　　患者本人、法定代理人等 　・提供する対象者

⌒ 　・開示を受けたい内容と範囲 〔報告事項〕 　・患者の状況等

　　診療録、看護記録、その他 　・主治医、関係者から意見聴取 　・提供できない情報

開 　・開示の方法 　　（全面開示、部分開示、不開

　　閲覧、要約書交付、複写など 　　　示、要約書交付） 〔事情確認〕
　・開示対象物の有無 　・説明者、説明可能日時 　・関係者からの聴取調査

示   ・第三者情報について意見聴取

〔開示手数料の徴収〕 〔答申〕
　・全面開示、部分開示、不開

の <⑤日程調整、通知> 日程調整 　　示、要約書交付

　・開示の場合、日程調整

申 　　（申出者、説明者） 　
　　　通知 　・開示、不開示の通知

） <⑦写しの交付> <⑥開示、説明等> 　　　病　　　院　　　長

　　　交付 　・複写代金と引換え 〔確認事項〕 <④決　定>
　・申出者の確認

　・審査会の答申、意見書を

〔開示、説明〕 　　踏まえて最終決定

　・診療記録の閲覧、要約書交付、説明等

　　 提供 　・写しの交付希望受付

出
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〔９〕 放射線安全管理委員会  

院長 吉田徹 

本委員会は令和 2年 3月 5日に開催されました。主な内容について報告します。 

 

１ 報告事項 

・放射線従事者の令和元年度被ばく線量の結果について、特定の人の被ばくが多く見られたが、線量限度に対して

は十分に低値ではあると報告された。 

・ガラスバッジを着用しないで放射線業務を行っている可能性があり、書面での通知を行う。 

・保健所の立ち入り検査については、口頭での指摘があったことが報告された。 

  

特定の医師の被ばくが多いことが指摘されたが、ガラスバッジを使用していない人の方が問題となっている。対応に関

しては前述の通り。 

 RI担当者のガラスリング着用に関し、県立病院の動向を確認しながら当院での導入も検討していく。 

 

２ 協議事項 

・岩手県立久慈病院放射線障害予防規程は問題なく承認された。 

・放射線治療における放射線業務従事者の承認について問題なく承認された。 

・安全管理体制の新規定に基づき、当院の線量管理に関し DRLsとの比較から問題ないことが確認された。CTは撮影

回数の低減について注意が必要である。 

   ⇒線量記録に関しては RIS への照射録の保存、Synapse へのセカンダリキャプチャの保存で対応していく。患者ご

との記録は次回の RIS更新に合わせて、線量管理ソフトの導入で対応する予定である。 

・職員研修に関して、医療放射線の安全管理講習を単独で行うと院内の必須研修会が多くなってしまうことから、医

療安全の研修会に含めて行うことも検討していく。 

 

〔10〕 臓器提供連絡委員会・脳死判定委員会  

院長 吉田徹(臓器提供連絡) / 副院長 三浦一之(脳死判定)  

臓器提供連絡委員会・脳死判定委員会では脳死下臓器提供を想定し、毎年シミュレーション訓練等を行い、脳死判定の

手順や臓器提供までの流れ等について確認を行っています。 

 

○ 臓器提供手術室対応シミュレーション 令和元年５月 31日〔金〕 

１ 脳死下臓器提供における手術室対応〔大会議室にて講義〕 

講師：公益財団法人いわて愛の健康づくり財団 

岩手県臓器移植コーディネーター 森田 里香 氏 

２ 手術室対応シミュレーション〔手術室にてシミュレーションを実施〕 

○ 臓器提供連絡・脳死判定委員会 令和元年７月５日〔金〕 

１ 手術室シミュレーション〔5/31〕の振り返り  

２ 臓器提供関係マニュアルの改正について 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 
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・職員研修に関して、医療放射線の安全管理講習を単独で行うと院内の必須研修会が多くなってしまうことから、医

療安全の研修会に含めて行うことも検討していく。 

 

〔10〕 臓器提供連絡委員会・脳死判定委員会  

院長 吉田徹(臓器提供連絡) / 副院長 三浦一之(脳死判定)  

臓器提供連絡委員会・脳死判定委員会では脳死下臓器提供を想定し、毎年シミュレーション訓練等を行い、脳死判定の

手順や臓器提供までの流れ等について確認を行っています。 

 

○ 臓器提供手術室対応シミュレーション 令和元年５月 31日〔金〕 

１ 脳死下臓器提供における手術室対応〔大会議室にて講義〕 

講師：公益財団法人いわて愛の健康づくり財団 

岩手県臓器移植コーディネーター 森田 里香 氏 

２ 手術室対応シミュレーション〔手術室にてシミュレーションを実施〕 

○ 臓器提供連絡・脳死判定委員会 令和元年７月５日〔金〕 

１ 手術室シミュレーション〔5/31〕の振り返り  

２ 臓器提供関係マニュアルの改正について 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

〔11〕 虐待対応委員会  

小児科長 遠藤正宏 

虐待対応委員会は、児童虐待の児童相談所等への通告に関すること、死亡した児童から臓器提供があった場合に虐待有

無の審査を行うことが主な所掌事務となっています。 

令和元年度は委員会の開催はありませんでしたが、虐待疑い事例への対応等について、引き続き委員会で協議していき

たいと思います。 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

 

〔12〕 診療情報管理室運営委員会  

 副院長 三浦一之 

本委員会は、医療情報管理運用と診療情報の適正管理を図るために設置されています。 

 診療記録の適正な保管・管理や退院時要約の 2週間以内作成などについて協議を行っています。 

 診療記録の点検、監査、精度改善についての検討及び患者ファイル増加にともなう対処方法など協議を行っています。 

平成 31年度の活動としては、令和元年 7月 25日に委員会を開催し、下記のとおり報告・協議がなされました。 

 

   １. 電子カルテ診療記録様式変更受付状況 

   ２. 質的監査〔一次監査〕報告および改善案について 

   ３. 入院診療計画書作成について 

   ４. その他〔電子カルテリリース状況等の報告〕 

 

 今後も、医療情報管理運用と診療録情報の適性管理を図り、診療支援、調査研究、教育研修等の各種業務の円滑な遂行

が図られるよう活動していきたいと思います。 

〔文責 医事経営課 水堀路子〕 

 

〔13〕 クリニカルパス委員会  

消化器内科長 朝倉謙輔 

クリニカルパスとは、患者状態と診療行為の目標、および評価・記録を含む標準診療計画のことであり、標準から偏位

を分析することで医療の質を改善する手法のことです。 

導入のメリットは、医療の標準化・チーム医療の促進・質の高い医療の提供・在院日数の短縮・医療費の削減等が見込

めます。パスの評価・改善を行うことにより、医療の質を向上させるマネジメントシステムになります。 

令和元年度のクリニカルパス委員会は、前年度に引き続き、「クリニカルパス大会の定期開催」、「患者用パスの見直し」、

「新規パスの作成」を重点項目として取り組んできました。 

その中でもパス大会は、令和元年６月から令和２年２月まで毎月開催し、合計で９回開催しました。内容は、担当病棟

看護師から対象パス内容の分析を発表し、医事経営課からＤＰＣケース分析を発表しました。 

今年度は、パス大会で出された提案事項および改善状況について一覧表を作成し、進捗状況を毎月確認しました。この

活動を通して、提案事項に沿った改善や各診療科より上げられた検討事項について会議で審議する等、より良いパス活動

に繋がりました。 
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今後も引き続きパスの定期的な見直しや新規パスの作成等を行い、医療の質向上と標準的な治療・検査の提供につなが

る快適なクリニカルパスを継続的に活用できるよう、取り組みを続けていきます。 

〔文責 医事経営課 佐々木柊平〕 

 

〔14〕 医療安全管理委員会  

副院長 白石直人 

 当委員会は、久慈病院の医療安全について、各部門の管理者が参加し方針を決定する委員会です。 

 

 １ 活動目標について 

  〔1〕 安心・安全な医療提供のための安全教育の推進 

  〔2〕 院内安全ラウンドによる安全行動の定着の推進 

  〔3〕 ５Ｓ活動取り組み推進 

  以上のように目標を掲げて医療安全研修会やインシデント事例の分析を行い、「予知・予測」の感性を磨きつつ「報

告の文化」をつくりより安全な病院を目指し活動しています。 

 

 ２ 令和元年度インシデントレポートについて 

   報告総数：875件 

    三大インシデント 

① 薬剤に関すること          249件〔28.5％〕 

② 転倒転落に関すること        153件〔17.5％〕 

③ ドレーン・チューブに関すること    74件〔 8.5％〕 

  三大インシデントの割合は例年より転倒転落に関することが増加していますが、3aレベルの件数は減少しています。 

 

 ３ 医療安全研修会他活動について 

   全職員対象の年２回研修会は「医療安全から関わる患者と医療者のコミュニケーション」〔参加率：95.8％〕、「医

療安全も ONE TEAM!」〔参加率：94％〕をテーマに外部講師による研修を開催しました。 

   各部門のセーフティマネジャーによる医療安全活動の報告会は８年目となりましたが、感染防止対策のため例年と

は形式を変えてポスターセッションで行いました。1年間の取り組みの情報交換と共有の場として定着しています。 

   患者さんが安全・安心に入院生活を過ごすことができるように、そして外来受診ができるよう、スタッフも安全に

関わることができるよう努力しています。 

   今後も様々な職種が集合し、安全について共同して取り組んでいきます。 
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   各部門のセーフティマネジャーによる医療安全活動の報告会は８年目となりましたが、感染防止対策のため例年と

は形式を変えてポスターセッションで行いました。1年間の取り組みの情報交換と共有の場として定着しています。 

   患者さんが安全・安心に入院生活を過ごすことができるように、そして外来受診ができるよう、スタッフも安全に

関わることができるよう努力しています。 

   今後も様々な職種が集合し、安全について共同して取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

〔15〕 院内感染防止対策委員会  

副院長兼感染管理室長 遠野 千尋       

当院の感染管理組織は、諮問機関であるこの院内感染防止対策委員会と、病院長直轄の感染管理室を中心とした感染制

御の実働部隊のチーム ICT〔Infection Control Team〕、抗菌薬適正使用支援にかかわる AST〔Antimicrobial Stewardship 

Team〕、全部署から選出された ICS〔Infection Control Staff〕で構成されています。 

院内はもとより、久慈地域の感染制御を推進するとともに、発生時に適切な対応を行うことを目的として活動していま

す。 

 

 2019年の主な活動をご紹介します。 

 

１ 院内活動 

感染研修会 

・院内の感染対策質向上を目的として、全職員対象の必須感染研修会を開催しています。 

 

【開催参加状況】 

第１回 8/1 感染症診療の基礎「いちからはじめたいあなたへ」 

 東北大学病院 特命教授 徳田浩一 先生 94％ 

第２回 10/1 廃棄物管理について 漆原優輝、佐京里美 95.4％ 

第３回 2/20 かなり身近な薬剤耐性菌 磐井病院 塩越真由美 94％ 

 

第１回 9/9～13 空気感染対策について 

    ～抗体価、ワクチン接種と N95マスク着脱訓練～ 佐京里美 129名 

 

日々の業務に役立つ研修会の開催を心がけています。 

 

２ ICT活動 

① 細菌検査室 

・院内の病原体発生状況を週報・月報で、また岩手県感染情報も毎週、院内 LAN〔CoMedix〕で周知しています。 

年 2回当院のアンチバイオグラムを作成し電子カルテから閲覧し、医師が活用できるようにしています。 

厚生労働省の全国サーベイランス〔JANIS〕検査部門に参加 

② 抗菌薬適正使用に向けた取り組み〔薬剤科〕 

毎週火曜日、カルバペネム系抗菌薬、抗 MRSA 抗菌薬を中心に、細菌培養検査陽性者の判定や、培養検査結果か

らの抗菌薬選択、用法用量が適正に行われているか、TDMの実施状況、治療後の評価などを総合的に検討していま

す。 

③ 院内監視〔サーベイランス〕 

・厚生労働省の全国サーベイランス〔JANIS〕に、全入院患者部門、検査部門、SSI 部門で参加し、全国とのベン

チマークを行っております。 

・院内感染の指標として、薬剤耐性菌発生率〔MRSA・緑膿菌〕や、インフルエンザ発生状況など確認し、アウトブ

レイクを防止するために事前に対策が講じられるようにしています。 
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３ ICS〔Infection Control Staff〕活動 

各部署の ICS は、自部署の感染対策の課題に 1 年間取り組み、その活動の成果を活動報告会で発表しています。ま

た、職種横断的に、ラウンド班、手洗い推進班、針刺し防止班の 3 つの班で活動を行い、それぞれ年間の目標を計画

し活動を行っています。 

① ラウンド班 

毎週金曜日にチェックリストを用いて、病院内全部署の評価を行っています。報告書にてフィードバックを行い、

指摘事項の改善を部署で実施し、PDCAサイクルを回し活動しています。 

② 手洗い推進班 

一行為一手洗いの励行、遵守向上のため、手指衛生手技確認、実施場面の直接観察、使用量の調査などを行って

おります。 

③ 針刺し防止班 

血液体液曝露防止を目的に、針刺し切創、粘膜曝露防止のための研修会や安全機材の使用方法指導、ラウンドに

よる針刺し防止対策の確認を行っています。 

 

４ 院外活動 

院内だけでなく、久慈地域の感染対策のレベルアップを目的として、他病院や久慈保健所など施設と連携した活動

を実施しています。 

① 病院連携、相互評価 

岩手県立宮古病院、岩手県立二戸病院と連携〔感染防止対策加算１〕し、ラウンドによる相互の感染対策の評価

を実施しています。また、国民健康保険葛巻病院、国民健康保険種市病院、北リアス病院、恵愛病院、久慈保健所

と連携〔感染防止対策加算２〕しカンファランスを行い感染対策の質向上に向けて取り組んでいます。 

② 地域連携 

久慈、二戸地域における医療機関、介護福祉施設における感染対策のレベルアップを目的に「北いわて医療関連

感染対策ネットワーク」〔NICON〕活動を行っています。2019年は 11月 30日に高齢者施設等の職員対象、12月 14

日に医療機関及び乳幼児施設等の職員対象に実施し 118名の参加を頂きました。 

③ 新型インフルエンザ疑似症患者発生時対応訓練 

当院は、第二種感染症指定医療機関であり、感染症病床を 4床保有しています。2019 年は、10月 24日に、久慈

広域消防本部と久慈保健所、久慈病院スタッフで受け入れ訓練を行いました。感染病棟を実際に運用するために洗

い出された問題点を解決できるよう、現在取り組んでいるところです。 

  〔文責 副院長 遠野千尋〕 
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３ ICS〔Infection Control Staff〕活動 

各部署の ICS は、自部署の感染対策の課題に 1 年間取り組み、その活動の成果を活動報告会で発表しています。ま

た、職種横断的に、ラウンド班、手洗い推進班、針刺し防止班の 3 つの班で活動を行い、それぞれ年間の目標を計画

し活動を行っています。 

① ラウンド班 

毎週金曜日にチェックリストを用いて、病院内全部署の評価を行っています。報告書にてフィードバックを行い、

指摘事項の改善を部署で実施し、PDCAサイクルを回し活動しています。 

② 手洗い推進班 

一行為一手洗いの励行、遵守向上のため、手指衛生手技確認、実施場面の直接観察、使用量の調査などを行って

おります。 

③ 針刺し防止班 

血液体液曝露防止を目的に、針刺し切創、粘膜曝露防止のための研修会や安全機材の使用方法指導、ラウンドに

よる針刺し防止対策の確認を行っています。 

 

４ 院外活動 

院内だけでなく、久慈地域の感染対策のレベルアップを目的として、他病院や久慈保健所など施設と連携した活動

を実施しています。 

① 病院連携、相互評価 

岩手県立宮古病院、岩手県立二戸病院と連携〔感染防止対策加算１〕し、ラウンドによる相互の感染対策の評価

を実施しています。また、国民健康保険葛巻病院、国民健康保険種市病院、北リアス病院、恵愛病院、久慈保健所

と連携〔感染防止対策加算２〕しカンファランスを行い感染対策の質向上に向けて取り組んでいます。 

② 地域連携 

久慈、二戸地域における医療機関、介護福祉施設における感染対策のレベルアップを目的に「北いわて医療関連

感染対策ネットワーク」〔NICON〕活動を行っています。2019年は 11月 30日に高齢者施設等の職員対象、12月 14

日に医療機関及び乳幼児施設等の職員対象に実施し 118名の参加を頂きました。 

③ 新型インフルエンザ疑似症患者発生時対応訓練 

当院は、第二種感染症指定医療機関であり、感染症病床を 4床保有しています。2019 年は、10月 24日に、久慈

広域消防本部と久慈保健所、久慈病院スタッフで受け入れ訓練を行いました。感染病棟を実際に運用するために洗

い出された問題点を解決できるよう、現在取り組んでいるところです。 

  〔文責 副院長 遠野千尋〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔16〕 化学療法委員会  

副院長 遠野千尋 

 化学療法委員会は「がん化学療法」を適切に施行するための実施時のマニュアル・ルール作成や快適な環境作りのため

の協議・調整を医師・看護師・薬剤師・検査技師・事務職員などの様々な職種にて行う場です。 

多くの新薬や新たな治療法が多く出てくる中で、当院でも化学療法委員会で協議し承認されたものは、電子カルテのレジ

メンシステムに組み込み、投与量、投与時間、投与間隔、吐き気止めなどの副作用対策に至るまで適切に管理されており

ます。 

近年は外来化学療法が主流となってきている為、当院でも患者さんに安全にそして快適に治療を受けていただけるよう、

待ち時間改善への取り組みなど様々な工夫を行っております。 

 

１ 委員会活動 

開催回 内容 

第１回〔４月〕 ① 新規レジメンの検討 

去勢抵抗性前立腺がん DTX＋PSL療法〔ジーラスタ〕【承認】 

② 平成 30年度外来化学療法室稼働率報告 

③ 化学療法薬運搬時の専用搬送ボックス使用開始について 

第２回〔５月〕 ① 新規レジメンの検討 

エルロチニブ〔ERL〕＋GEM療法【承認】 

② 令和元年度 4月外来化学療法室稼働率報告 

③ 薬剤科での調剤 1人体制から 2人体制への変更についての検討 

第３回〔６月〕 ① 化学療法運用マニュアルの改訂について 

血管外漏出時の対応について 

② 令和元年度 5月外来化学療法室稼働率報告 

③ 化学療法薬調剤の体制変更 

〔現在 1人で行っている化学療法薬調剤を 7月から 2人調剤とする。〕 

第４回〔７月〕 ① オプジーボ実施時の注意点について 

② 抗がん剤曝露防止対策について 

③ 令和元年度 6月外来化学療法室稼働率報告 

第５回〔８月〕 ① 化学療法マニュアルの改訂について 

② 当院の CVポート、PICCカテーテルの使用状況について 

③ 令和元年度 7月外来化学療法室稼働率報告 

第６回〔９月〕 ① 抗がん剤曝露防止対策について 

② 令和元年度 8月外来化学療法室稼働率報告 

③ 化学療法同意書の改定について 

第７回〔10月〕 ① 化学療法マニュアルの改定について 

② 令和元年度 9月外来化学療法室稼働率報告 
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第８回〔11月〕 ① 新規レジメンの検討 

 膀胱がん PTX療法【承認】 

② 化学療法マニュアルの改訂について  

③ 外来化学療法室の予約取得方法について 

④ がん化学療法同意書について 

⑤令和元年度 10月外来化学療法室稼働率報告 

第９回〔12月〕 ① エンタイビオ〔ベドリズマブ〕の取り扱いについて 

② 外来化学療法室待ち時間調査について 

③ 外来化学療法室で治療をする患者のイヤホンの共有を避けるため、持参

しない患者に対して、病院でイヤホンを準備し提供することとする。 

第 10回〔１月〕 

 

① 令和元年度 9月外来化学療法室稼働率報告 

② 外来化学療法室待ち時間調査について 

第 11回〔２月〕 ① 化学療法マニュアルの改定について 

  エンドキサンパルス療法【承認】 

  クローン病・潰瘍性大腸炎 エンタイビオ療法【承認】 

② 令和元年度 1月外来化学療法室稼働率報告 

③ 外来化学療法室待ち時間調査について〔結果報告〕 

 

２ 外来化学療法室稼働状況 

外来化学療法室では抗がん剤の他、関節リウマチやクローン病・潰瘍性大腸炎などに使用される抗体製剤の投与を

行っています。現在は外科を中心として平均約 100 件/月、5～6 名/日程度の利用があります。化学療法室も電子カ

ルテ上で予約を取り、レジメン管理と共に安全に患者さんの待ち時間も短縮できるように様々な工夫を行っておりま

す。 

 

〔17〕 緩和ケア委員会  

副院長 遠野千尋 

緩和ケア委員会は、久慈病院の緩和ケアを担い、その確立と運用を目的とした活動をしています。２ヶ月に１回定例委

員会を開催し、緩和ケアに関わる様々なことの検討を行っています。その他にも、緩和ケアチームや緩和ケアリンクナー

ス会の活動、がん患者家族サロンの活動も行っております。それぞれの活動を通して「緩和ケアとは何か」を患者さんや

ご家族だけでなく、医療スタッフにも広めていくことが役割の一つです。 

令和元年度は、「心肺蘇生に関する医師の指示書」の運用が正式にマニュアル化し、院内外に周知をしながら現在も取

り組みを継続しています。 

下記に令和元年度の活動を紹介いたします。 
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第８回〔11月〕 ① 新規レジメンの検討 

 膀胱がん PTX療法【承認】 

② 化学療法マニュアルの改訂について  

③ 外来化学療法室の予約取得方法について 

④ がん化学療法同意書について 

⑤令和元年度 10月外来化学療法室稼働率報告 

第９回〔12月〕 ① エンタイビオ〔ベドリズマブ〕の取り扱いについて 

② 外来化学療法室待ち時間調査について 

③ 外来化学療法室で治療をする患者のイヤホンの共有を避けるため、持参

しない患者に対して、病院でイヤホンを準備し提供することとする。 

第 10回〔１月〕 

 

① 令和元年度 9月外来化学療法室稼働率報告 

② 外来化学療法室待ち時間調査について 

第 11回〔２月〕 ① 化学療法マニュアルの改定について 

  エンドキサンパルス療法【承認】 

  クローン病・潰瘍性大腸炎 エンタイビオ療法【承認】 

② 令和元年度 1月外来化学療法室稼働率報告 

③ 外来化学療法室待ち時間調査について〔結果報告〕 

 

２ 外来化学療法室稼働状況 

外来化学療法室では抗がん剤の他、関節リウマチやクローン病・潰瘍性大腸炎などに使用される抗体製剤の投与を

行っています。現在は外科を中心として平均約 100 件/月、5～6 名/日程度の利用があります。化学療法室も電子カ

ルテ上で予約を取り、レジメン管理と共に安全に患者さんの待ち時間も短縮できるように様々な工夫を行っておりま

す。 

 

〔17〕 緩和ケア委員会  

副院長 遠野千尋 

緩和ケア委員会は、久慈病院の緩和ケアを担い、その確立と運用を目的とした活動をしています。２ヶ月に１回定例委

員会を開催し、緩和ケアに関わる様々なことの検討を行っています。その他にも、緩和ケアチームや緩和ケアリンクナー

ス会の活動、がん患者家族サロンの活動も行っております。それぞれの活動を通して「緩和ケアとは何か」を患者さんや

ご家族だけでなく、医療スタッフにも広めていくことが役割の一つです。 

令和元年度は、「心肺蘇生に関する医師の指示書」の運用が正式にマニュアル化し、院内外に周知をしながら現在も取

り組みを継続しています。 

下記に令和元年度の活動を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

① 緩和ケア委員会〔１回／２ヶ月 令和元年度 全６回開催〕 

開催日 協議内容 

第１回 

 平成 31年４月 18日 

① 平成 30年度のがん相談支援センター・緩和ケアチーム・がん患者家族サロン活動報告 

② 平成 30年度 各種加算の算定件数について 

〔がん性疼痛緩和指導管理料・がん患者 指導管理料〕 

③ 終末期患者の救急搬送に関する取り決めについて 

④ 疼痛のクリニカルパスに関すること 

第２回 

 令和元年６月 27日 

① がん相談支援センター・緩和ケアチーム・がん患者家族サロンの活動状況について 

② 各種算定件数について〔がん患者指導管理料・がん性疼痛緩和指導管理料について〕 

③ 心肺蘇生に関する医師の指示書 運用者報告 

④ 緩和ケアマニュアル全面改定について 

第３回 

 令和元年８月 22日 

① がん相談支援センター・緩和ケアチーム・がん患者家族サロンの活動状況について 

② 各種算定件数について〔がん患者指導管理料・がん性疼痛緩和指導管理料について〕 

③ 心肺蘇生に関する医師の指示書〔運用者報告と運用マニュアル改訂について〕 

④ 緩和ケアマニュアル全面改定について 

第４回 

 令和元年 10月 31日 

 

① がん相談支援センター・緩和ケアチーム・がん患者家族サロンの活動状況について 

② 各種算定件数について〔がん患者指導管理料・がん性疼痛緩和指導管理料について〕 

③ 心肺蘇生に関する医師の指示書について〔運用者報告、ご家族への説明用紙について〕 

④ アドバンスケアプランニングに関する、患者家族向け説明文書について 

第５回 

 令和元年 12月 26日 

① がん相談支援センター・緩和ケアチーム・がん患者家族サロンの活動状況について 

② 各種算定件数について〔がん患者指導管理料・がん性疼痛緩和指導管理料について〕 

③ 心肺蘇生に関する医師の指示書について〔運用者報告、報告システムに関すること〕 

第６回 

 令和２年２月 27日 

 

① がん相談支援センター・緩和ケアチーム・がん患者家族サロンの活動状況について 

② 各種算定件数について〔がん患者指導管理料・がん性疼痛緩和指導管理料について〕 

③ アドバンスケアプランニングに関すること〔心肺蘇生に関する医師の指示書運用者報

告と指示書の期限について、意思決定能力評価シートについて〕 

② 緩和ケアを考える会 

院内の各部署持ち回りの事例検討会です。令和元年度は、緩和ケアチームの各職種からのミニ勉強会も加え、５回開

催しました。 

月日 テーマ 担当 参加者数 

5/30 緩和ケア総論 八重樫医師 院内 27名 院外９名 

6/27 
①関わりに苦慮した膵臓がん患者の一症例 

②心肺蘇生に関する医師の指示書運用について 

外来 

PCT 
院内 25名 院外 12名 

8/22 
①多職種連携で家に帰りたい患者の希望を叶えた一事例 

②緩和医療とがん疼痛治療 

5東病棟 

薬剤科 
院内 37名 院外０名 

10/31 
①病院療養と在宅療養を悩む患者へのかかわり 

②心理的視点から見る患者 

5西病棟 

臨床心理科 
院内 26名 院外０名 

12/26 
①悪性リンパ腫の患者と医療不信感のある家族への関わり 

②食事のおはなし 

4西病棟 

栄養管理科 
院内 15名 院外６名 
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③ 緩和ケアリンクナース会〔全 10回／年〕 

緩和ケアリンクナースは、緩和ケア委員会に所属する看護師で構成されています。毎月開催し、苦痛のスクリーニ

ングやがん性疼痛緩和指導管理料の算定に関することの推進や報告、エンゼルケアの取り組みなど看護科における緩

和ケアの充実に向けた取り組みを行っています。また、令和元年度はアドバンスケアプランニングの勉強会も行いな

がら、知識や質の向上に向けて取り組んでいます。 

④ 緩和ケアチーム新規依頼件数 

〔平成 30年度 全 67件／年、令和元年度 全 80件／年〕 

 

⑤ がん相談支援センター相談延べ件数 

〔平成 30年度 全 210件／年、令和元年度 全 191件／年〕 

 

 

⑥ がん患者家族サロン利用延べ人数 

〔平成 30年度 全 201人／年、令和元年度 全 192人／年〕 
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③ 緩和ケアリンクナース会〔全 10回／年〕 
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 令和元年度のサロンイベントは、全６回開催しました。 

月日 内容 主催 参加者数 

６月６日 乳がんと医療用ウィッグのお話 久慈病院 ５名 

８月１日 食事と抗がん剤のお話 久慈病院 ７名 

９月５日 折り紙の会 ボランティア ９名 

10月３日 緩和ケアと医療費のお話 久慈病院 14名 

12月 10日 クリスマス会：スヴェンソン・カード作り 久慈病院 10名 

２月 13日 みんなでエクササイズをしよう！ 久慈病院 ６名 

 

〔18〕 研修管理委員会  

副院長 遠野千尋 

 令和元年度の臨床研修管理委員会は、令和元年 10月１日及び令和２年３月４日の計２回開催しました。 

 第１回臨床研修管理委員会では、岩手県臨床研修病院合同面接会実施状況についての報告のほか、１年次・２年次研修

医の研修状況について、協力型臨床研修病院及び臨床研修協力施設の先生方からご意見をいただきました。 

 第２回臨床研修管理委員会では、１年次の研修状況、２年次研修医の２年間の研修状況について評価し、２年次研修医

７名全員の研修修了が承認されました。 

 また、次年度の臨床研修管理委員会構成員及び開催回数等の変更について、報告しました。 

 今後も臨床研修医の受入体制を整備し、委員の先生方からご意見をいただきながら臨床研修内容を充実させていきたい

と考えています。 

〔文責 事務局次長 杤澤健一〕 

 

〔19〕 ＮＳＴ・褥瘡対策委員会  

                       副院長 白石直人 

                       ＳＣＴリーダー 十文字晴美 

                       ＮＳＴリーダー 佐藤真希子 

令和元年度も褥瘡対策、栄養管理ともに SCTおよび NSTを中心に年度当初に目標を掲げ活動を行いました。NSTは専任

職員が不足のため、回診必要な患者のみの回診とし、必要時に行うこととしました。メンバーの移動により、委員会経験

者が減少し専任研修等によるスタッフの充実が必須となりつつあります、また教育関連施設であるにもかかわらず療養士

の修練もままならず、委員会活動にも支障が感じられるようになりました。今後以前のような修練が必要になると思われ

ます。 

今年度も働き方改革の影響もあり、参加人数の確保もかね時間外の研修会をよりコンパクトとし、院内の参加者を増や

すため日中の研修会も行いました。主な活動は、月１回の定期委員会の他に skin care team を中心とした褥瘡回診と NST

を中心とした NST回診を行いました。それぞれの活動評価は以下の通りです。  

 

SCT：令和元年度は褥瘡発生率 0.07％以下とし、質の高い褥瘡ケアの提供を目標としました。 

① 褥瘡リスクアセスメントの質の向上は、褥瘡リスクアセスメントスケールを変更し､教育方法と記録方法の見直し
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を行い７月より変更実施としました。褥瘡発生率は 0.04％と発生を抑えられました 

② 体圧分散寝具の中央管理と円滑な運営は、寝具の一斉調査とメンテナンスを実施出来ました 

③ 患者の見える看護記録の充実は、褥瘡に関する記録監査とフィードバックを行いましたが、系統的にケアが行わ

れていないことが明確となりました。次年度は体圧測定がケアにつながるような記録監査を行いたいと思います 

④ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算の維持、件数は昨年度よりケア加算がとれましたが、ハイリスク患者の抽出がスム

ーズに行われるよう病棟ラウンドの充実をさらに図りたいと思いました 

⑤ 褥瘡対策にかかる専任看護師の育成と維持は、全体で自動更新者は 63％とやや低調のため研修の方法の検討が必

要と思われました 

⑥ 褥瘡に関連する学会等の積極的な参加は東北地方会に２名とやや低調でした 

 

NST：令和元年度は上記のようにシステムを変更し、管理栄養士が少ない期間も可能な限り回診を行うこととしました。 

① 適切な栄養サポートは、低栄養リスクアセスメントのためのチームスタッフの連携と情報共有を目指して行いま

した。それぞれの職種で目標を立てて行いましたがラウンド時には情報等の提供がなされましたが、母数が少なく、

またラウンド外ではなかなか対象者が抽出できないのが現状でした 

② 栄養サポートの連携は、栄養サポートサマリーの提供は行われましたが、退院時家族指導の実施は低調で、管内

施設との食形態一覧作成を行いましたが約半数の施設に留まりました 

③ 栄養サポートチーム加算の算定は、実施した回診の算定を行い昨年は前年の 97％に届かず 89％とやや低調でした 

④ NST通信の発行は、各職種の協力の下６回の定期発行となりました 

⑤ 院内研修会、学会、セミナーへの積極的参加は、院内研修会は３回行われ、学会の参加は今年度はなく、演題の

発表もありませんでした。当院の転勤者は転勤病院での発表も２例みられました 

 

令和２年度も NST専従者の配置が難しく、回診を毎週行うのは難しいと思われましたが、スタッフの協力と努力のおか

げで回診を続けることが出来ました。新たなコアスタッフを育てることができないため一層栄養管理室に負担をかける一

年となりました。次年度もなんとか定数配置を本庁に願う一年となりそうです 
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 〔20〕 薬事委員会  

副院長 三浦一之 

令和元年度薬事委員会採用薬品数・削除薬品数結果 

  内服 注射 外用 合計 試薬 

第 1回薬事委員会 

〔令和元年 5月 29日〕 

採用 

削除 

22 

8 

6 

3 

2 

2 

30 

13 

1 

0 

第 2回薬事委員会 

〔令和元年 7月 23日〕 

採用 

削除 

7 

8 

3 

5 

3 

2 

13 

15 

2 

2 

第 3回薬事委員会 

〔令和元年 9月 30日〕 

採用 

削除 

14 

12 

12 

15 

1 

1 

27 

28 

0 

0 

第 4回薬事委員会 

〔令和元年 11月 26日〕 

採用 

削除 

7 

9 

4 

6 

0 

1 

11 

16 

9 

11 

第 5回薬事委員会 

〔令和 2年 1月 28日〕 

採用 

削除 

11 

8 

6 

8 

6 

4 

23 

20 

10 

10 

第 6回薬事委員会 

〔令和 2年 3月 9日〕 

採用 

削除 

21 

17 

5 

5 

5 

4 

31 

26 

1 

1 

 

年間合計 

採用 

削除 

差引 

82 

62 

+20 

36 

42 

-6 

17 

14 

+3 

135 

118 

+17 

23 

24 

-1 

 

R2.3現在採用品目数 内服 

1014 

注射 

532 

外用 

362 

合計 

1908 

仮採用継続 

35 

 

H31.3現在採用品目数 内服 

1018 

注射 

539 

外用 

364 

合計 

1891 

仮採用継続 

30 

〔文責 薬剤科 藤原和也〕 

 

〔21〕 診療材料委員会  

副院長 三浦一之 

 診療材料の適正管理及び費用削減を図るため毎月委員会を開催している。コスト削減だけでなく安全性や使用感も確か

めるため試用により検討し、現場と連携を取りながら切替を実施している。今年度は新型コロナウィルス感染症の影響も

あり、リユーザブルからディスポーザブルへの切替、衛生材料の世界的な不足による値上げ等により、診療材料費が増加

傾向にあるが、削減可能な部分は削減し費用の縮減に取り組んでいく。また、前年度同様職員のコスト意識向上も目標と

し情報発信を行っていく。 

 

平成 31年度材料切替による削減額  -2,205,533 円 
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〔22〕 救急センター運営委員会  

救命救急科長 皆川幸洋 

令和元年度の救急センター運営委員会は、定期会議として 1 回/2 月の予定で開催した。主に平日輪番制、救急センタ

ー外来、センター病棟運営での問題点などを挙げて検討した。 

救急外来受診患者、救急車搬送数にはほぼ例年通り大きな変化はみられなくセンター病棟入院患者もほぼ横ばいであっ

た。救急センター平日救急輪番制は例年通り下表の如くであった。約半年間は１、2 年次研修医が救急研修として救急車

初期診療を担当して行った。また、肺炎当番は、内科 3 科に月毎の担当でマニュアルに沿って診療を行っていただいた。 

 

【表】 

 月 火 水 木 金 

午前 外科 外科 循環器科 消化器科 脳神経外科 

午後 循環器科 外科 脳神経内科 消化器科 脳神経外科 

 

救急搬送された肺炎患者が入院を要する場合の call 

担当科 
月 火 水 木 金 

消化器科 循環器科 脳神経内科 消化器科 循環器科 

 

夜間休日の内科輪番 

担当科 月別〔月〕 

循環器科 4 7 10 1 

脳神経内科 5 8 11 2 

消化器科 6 9 12 3 

 

平日日中かかりつけのない風邪症状の walk in患者対応診療科 

担当科 
月 火 水 木 金 

消化器科 脳神経内科 循環器科 消化器科 循環器科 
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〔22〕 救急センター運営委員会  

救命救急科長 皆川幸洋 

令和元年度の救急センター運営委員会は、定期会議として 1 回/2 月の予定で開催した。主に平日輪番制、救急センタ

ー外来、センター病棟運営での問題点などを挙げて検討した。 

救急外来受診患者、救急車搬送数にはほぼ例年通り大きな変化はみられなくセンター病棟入院患者もほぼ横ばいであっ

た。救急センター平日救急輪番制は例年通り下表の如くであった。約半年間は１、2 年次研修医が救急研修として救急車

初期診療を担当して行った。また、肺炎当番は、内科 3 科に月毎の担当でマニュアルに沿って診療を行っていただいた。 
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午前 外科 外科 循環器科 消化器科 脳神経外科 

午後 循環器科 外科 脳神経内科 消化器科 脳神経外科 

 

救急搬送された肺炎患者が入院を要する場合の call 

担当科 
月 火 水 木 金 

消化器科 循環器科 脳神経内科 消化器科 循環器科 

 

夜間休日の内科輪番 

担当科 月別〔月〕 

循環器科 4 7 10 1 

脳神経内科 5 8 11 2 

消化器科 6 9 12 3 

 

平日日中かかりつけのない風邪症状の walk in患者対応診療科 

担当科 
月 火 水 木 金 

消化器科 脳神経内科 循環器科 消化器科 循環器科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔23〕 手術室運営委員会  

副院長 遠野千尋 

 岩手県立久慈病院の手術室の効率的かつ円滑な運営を図る事を基本とし、この委員会を設置している。所掌事項は手術

室の組織及び運営に関する事とし、手術室の効率化及び合理化に関する事、その他手術に関する事を議論してきた。手術

室の環境の現状として、麻酔科常勤医師の不在、手術時間については午後に集中すること、手術件数はほほ横ばいか、徐々

に減少傾向にある。手術室看護科は、手術室看護の質向上の取り組みと、患者に安全で安心な手術の提供、感染防止、働

きやすい職場環境作り、費用削減を目指し取り組んでいる。 

委員会での主な検討報告事項 

① 手術室稼働状況 

② 麻酔科依頼の確認 

③ 麻酔科医師応援制限時の対応に関して 

④ インシデント報告 

⑤ 効率的な手術稼働の調整など 

 平成 31年度〔令和元年度〕 平成 30年度 平成 29年度 

手術件数 1,464件 1,530件 1,586件 

全麻件数〔土日祝除き〕 566件 532件 565件 

手術時間〔土日祝除き〕 3,054時間 3,013時間 3,174時間 

 

〔24〕 放射線業務検討委員会  

放射線科長 熊谷由基 

本委員会は平成 31年 4月 25日に開催されました。主な内容について報告します。 

１ 協議事項 

① 平成 30年度検査件数実績報告 

 ② 平成 30年度機器等整備実績報告 

 ③ 放射線業務の運営 

  ④ 平成 31年度機器整備計画 

  ⑤ 平成 32年度本庁予算整備及び 31年度院内予算整備要望 

  ⑥ その他 

２ 協議結果 

  ① 全体的に患者数減少に伴い検査数も減少している。骨塩定量、放射線治療の件数減少が顕著。 

  ② 平成 30年度は外科用 X線テレビ、MRI、Angio、RI装置が新たに稼動している。 

    歯科外来に歯科用デンタル装置が設置された。また暗室をマンモグラフィの検査室に改修した。 

    主に外来診察用に高精細モニタが 30台設置された 

    令和元年 5月に SYNAPSE 画像サーバーの更新を行う。各端末で MPR作成が可能になる 

    完全にフィルムレス化したことも報告され、緊急時は各モダリティの端末にて画像診断を行う。 

  ③ 前年度に引き続き検査が重なった場合は各科で交渉し、放射線技術科に報告する。 
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  ④ 今年度は第 2CT、診断用 X線テレビ、泌尿器用 X線テレビが更新予定 

     入札は各社のプロモーション、投票、上位 2社による競争の流れで入札することを確認 

       一社に票が集まった場合は随意契約もありうる 

⑤ 本庁予算要望として一般撮影診断装置〔3 部屋分〕、外科用 X 線テレビ装置〔手術室〕、マンモグラフィシステ

ム、X 線テレビシステム〔8 番〕、放射線情報システム〔RIS〕、病院予算整備要望として回診用 X 線診断装置〔手

術室〕、パノラマ X線装置。いずれの装置も 10年近くまたはそれ以上の経過年数の為、早期の更新を期待したい。 

⑥ 現時点は緊急の血管撮影検査はバックアップ用の装置を使用しているが、早期に新しい装置に移行したいため、

放射線技師の早めの装置の習熟を望む。 

    1番撮影室に設置している破砕装置について小松医師より提言があった。 

    現状はほとんど使用機会がなく、メンテナンス費用も高額であり破棄する方向 

 

本委員会は令和 2年 3月 5日に開催されました。主な内容について報告します。 

１ 協議事項 

① Synapse server 使用状況報告 

② 端末状況の報告 

③ 画像情報修正監査報告 

④ 患者画像コピーオーダーにおける同意書について 

⑤ 画像取り込みにおける超音波画像の取り込みについて 

⑥ 院外画像ビューワー「Nadia」の更新について 

２ 協議結果 

① Synapse server について、今年度更新を行っており約 70TB の容量となっている。残りの容量は約 72％あり、

次回更新までの容量の余裕はある。 

 ② PACS端末は、サーバーの更新に伴い電子カルテに高精細モニタを配備した。 

メンテナンスは NECに依頼中である。それに伴って、外来、病棟の PACS端末は撤去した。 

③ 画像情報の修正作業は適切に行われている。 

④ 患者画像コピーオーダーの同意書に関して、研究用、個人使用分に関し、匿名化されている、個人管理であると

いう点から CDコピーの同意書取得は不要となった。 

⑤ 超音波画像の他院画像取り込みについて、動画像の取り込みの煩雑さ、容量の関係上 Synapse server への取り

込みはしないこととし、各科で閲覧してもらうこととなった。 

⑥ 現在使用している院外画像参照ビューワー「Nadia」に関して、RISの更新に伴い、Fujifilm 社製「Synapse zero」

へ更新を考えている。 

    クライアント数は 50台で予算申請してあるが、現在と同様の環境で画像参照できるようにする必要がある。 
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〔25〕 臨床検査適正化委員会  

臨床検査科長 八重樫瑞典 

本委員会は、臨床検査技術科の改善並びに効率化を行い業務の円滑化を図る目的で設置されている委員会である。 

本年度は令和 1年６月 11日に開催した。協議・報告事項の主な内容は以下のとおり。 

 

１ 今年度の科内事務分担や各種委員会担当委員と検査科の職員状況と業務分担の説明を行った。 

２ 今年度の検査科の運営方針と BSCについては、精度管理、検査オーダー医師へのパニック値報告について、各種超

音波検査の予約枠拡大、健診の採血業務等についての説明及び今年度の目標である「患者視点での検査室運営と働き

やすい職場環境づくりを目指します」というテーマ内容についての説明を行い了承された。 

３ 今年度の主な外部精度管理予定の参加状況を説明し了承された。 

４ その他の事項については機能評価受審に備えたパニック値報告の徹底と血液培養の至急コメント有における迅速

な報告を行うこと。 

５ 機器トラブルによる院内放送が多いとの指摘を受けたが、原因として機器耐用年数を過ぎた機器が多く、日々の保

守・メンテナンスにより何とか使用している状況を説明し機器購入していただけるようにお願いしている事を説明し

了承された。 

６ 機器トラブル時における院内放送は、職員への通知と共に患者様への周知の文言も付け加えた院内放送が必要性と

の指摘があり改善を行った。 

〔文責 臨床検査技術科 藤倉由規〕 

 

〔26〕 リハビリテーション及び包括病棟運営委員会  

副院長 柴田俊秀 

本委員会は、平成 30年 11月に地域包括ケア病棟が開設されたこともあり「リハビリテーション及び回復期リハビリテ

ーション運営委員会」から「リハビリテーション及び包括ケア病棟運営委員会」に名称が変更となりました。リハビリテ

ーション技術科及び回復期リハビリテーション病棟、地域包括ケア病棟の効率的かつ円滑な運営のために設置され、多部

門との連携強化を図り、協議及び報告事項を共有しています。令和元年度は、7 月 24 日〔水〕、10 月 10 日〔水〕、12 月

26日〔木〕、3月 2日〔月〕の 4回開催されました。 

 

１ リハビリテーション技術科の実績報告 

疾患別リハビリテーション料実績、指導料及び加算実績、患者一人あたりの実施単位数、ST 業務実績などが報告

されました。一般病棟での単位数増加と退院時リハビリテーション指導料や早期・初期加算の増加が示されました。 

 

２ 回復期リハビリテーション病棟に係る実績報告 

FIMによる実績指数、重症者割合、重症者快復率、在宅復帰率、休日リハビリテーション 2単位以上などの基準を

クリアしたことにより、令和元年 6月より回復期リハビリテーション入院料１を算定開始しました。本院会では、施

設基準に係る実績が報告されました。 
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３ 地域包括ケア病棟に係る実績報告 

在宅復帰率、認知症等患者割合、看護必要度、リハビリ単位数などの施設基準に係る実績について、また疾患別リ

ハビリや POCなど業務状況〔実施人数や介入割合、FIM項目の改善状況など〕について報告されました。 

 

４ 摂食嚥下療法の実施実績について 

高齢者の入院が多く摂食機能療法のニーズも多いため、看護科やリハビリテーション科と共同して導入フローを作

成し、取り組んでおります。実施実績についても報告されました。 

 

〔27〕 栄養管理科運営委員会  

第２外科長 伊藤千絵 

栄養管理科運営委員会は栄養管理科における業務の円滑な運営を推進するために設置されており、給与栄養量や栄養指

導、調理業務、患者サービス等、栄養管理科業務に係わる様々な内容を協議する場となっています。問題があった時には

すぐに検討し、対策を講じるよう努めております。令和元年度は 2回開催し、以下の内容を協議しました。 

 

令和元年度栄養管理科運営委員会開催状況 

第 1回 

・令和元年度栄養管理業務状況について 

・嗜好調査結果について 

・備蓄食品について 

 

第 2回 

・令和元年度栄養管理業務状況について 

・食事オーダーコメントの整理について 

 

〔28〕 輸血療法委員会  

輸血療法委員会は、輸血療法等の安全確保と適正使用を図ることを目的に設置され、輸血管理料の取得には年 6回以上

委員会を開催することが条件の一つとなっています。血液製剤の使用状況を報告し、適正に使用されているか、また、輸

血療法の業務全般の運用に関することについて検討しています。 

 令和元〔平成 31〕年度は年 6 回開催されました。血液製剤使用状況・輸血管理料Ⅰの算定状況・輸血適正加算状況の

報告を行い、適正使用の推進を図りました。輸血業務に関しては、他の県立病院と連携し、血液製剤の廃棄を限りなく 0

に近づけることを目指しています。また、輸血実施後には輸血後検査案内書、輸血後感染症検査未実施者通知を各診療科

に配布し、輸血後感染症検査の実施向上に取り組んでいます。 

 今後も、安全な輸血療法と輸血製剤の適正使用に努めてまいります。 

                         〔文責 臨床検査技術科 中村愛〕 
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〔28〕 輸血療法委員会  

輸血療法委員会は、輸血療法等の安全確保と適正使用を図ることを目的に設置され、輸血管理料の取得には年 6回以上

委員会を開催することが条件の一つとなっています。血液製剤の使用状況を報告し、適正に使用されているか、また、輸

血療法の業務全般の運用に関することについて検討しています。 

 令和元〔平成 31〕年度は年 6 回開催されました。血液製剤使用状況・輸血管理料Ⅰの算定状況・輸血適正加算状況の

報告を行い、適正使用の推進を図りました。輸血業務に関しては、他の県立病院と連携し、血液製剤の廃棄を限りなく 0

に近づけることを目指しています。また、輸血実施後には輸血後検査案内書、輸血後感染症検査未実施者通知を各診療科

に配布し、輸血後感染症検査の実施向上に取り組んでいます。 

 今後も、安全な輸血療法と輸血製剤の適正使用に努めてまいります。 

                         〔文責 臨床検査技術科 中村愛〕 

 

 

 

 

〔29〕 医療機器管理委員会  

救命救急科長 皆川幸洋 

当委員会は、院内の医療機器の管理と併せて機器の更新・購入を選定しています。当年度は整備後 20年の予算執行最

後の年となり、ＣＴ他高額な機器を更新しましたが、予算には限りがあり全ての高額機器の更新はできません。中でも検

査器械の血球計数装置は、劣化が著しく緊急整備となりました。今後は全診療科で共有する検査器械等を計画的に整備し

ていく必要があります。また、購入機器の選定方法についても、これまでのヒアリング方式とするか、全診療科出席の会

議方式とするか見直しが課題となっています。 

 

【平成 31年度購入医療器械一覧】 

№ 名   称 数量 メーカー 規格・型式 取得価格〔税抜〕 

1 咽喉頭鏡 1 McGRATH MAC 173,500円 

2 内視鏡カメラ 1 オリンパス OTV-S7PURO 1,470,000円 

3 消化器用超音波診断装置 1 GEヘルスケア LOGIQ E10 24,870,000円 

4 産婦人科用超音波診断装置 1 コニカミノルタ SONOVISTA GX30 5,050,000円 

5 心拍出量測定装置 1 エドワーズサイエンス HEM1 3,950,000円 

6 自動グリコヘモグロビン測定装置 1 アークレイ ADAMS GA-1172 3,600,000円 

7 全自動血球測定装置 1 コールター UniCel DxH900 10,600,000円 

8 全身用コンピュータ断層撮影装置 1 キャノン Aquilion Lightning 40,400,000円 

9 診断用Ｘ線テレビ装置 2 日立 CUREVITA、EXAVISTA 62,090,000円 

10 眼圧計〔トノメーター〕 1 ニデック TONOREF 3,900,000円 

11 多人数用透析液供給装置 1 日機装 DAB-50Si他 86,650,000円 

12 牽引セット 1 ジンマー パネルクランプ 1,651,600円 

13 動脈内バルンパンピングセット 1 ゲティンゲ GARDIOSAVE 12,100,000円 

14 頭蓋骨鉗子 1 ミズホ 駒井式 100,000円 

15 電気ドリル 2 J＆J、シンセス Colibri、BPL 7,140,000円 

16 関節鏡 1 Arthrex Synergy UHB 8,700,000円 

17 関節手術器械 1 Arthrex キングフィッシャー 800,000円 

18 腹腔鏡下手術器械 1 オリンパス LTF-S190-5 8,550,000円 

19 エアータニケット 1 ジンマー A.T.S400 1,485,000円 

20 血液加温器 1 アムコ TT-1000 720,000円 

21 全身麻酔器 2 ドレーゲル アポロ IntelliBride 10,757,000円 

22 人工呼吸装置 1 ドレーゲル Savia300BF 2,280,000円 

23 内視鏡レポートシステム 1 富士フィルム nexus SCOPE 7,200,000円 

24 内視鏡画像送信装置 1 富士フィルム nexus VT318 1,700,000円 

25 クリーンパーテーション 2 ノルメカエイシア NACP-897-AH CH 734,000円 

26 アテストリーダー 1 ３Ｍ アテストリーダー 320,000円 

27 整形手術鉗子 1 Arthrex A20914A22 5Fr 114,000円 
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〔30〕 医療ガス安全管理委員会  

     歯科口腔外科長 坂岡丈利 

当委員会は厚生労働省により設置を義務付けられている委員会であり、病院機能評価においては当委員会が機能してい

るかどうか確認が行われます。令和元年度の委員会は 12 月 25 日〔水〕に開催され、以下のことに関して話し合いが行わ

れました。 

 

① 医療ガス安全管理委員会要綱の改訂について 

② 副院長指名、実施責任者選任 

③ 点検チェックリストについて 

④ 研修会について 

⑤ 令和元年度医療ガス設備修理状況 

⑥ その他 

 

〔31〕 透析機器安全管理委員会  

泌尿器科長 小松淳 

当委員会は、診療報酬算定のために義務付けられた委員会であり、水質管理をメインとして調査・確認を行い、安全に

人工透析を行うことができるように活動しています。 

当年度は、ＲＯ水装置の不良により１月、２月の測定値が基準値内ではあるものの、通常より若干高い数値となりまし

た。しかし透析設備が前回整備より 10 年を経過したため、年度末には器械の更新が行われ、問題は解消されます。今後

も安心・安全な透析が行われるよう継続して活動していきます。 

 

〔32〕 健診人間ドック業務運営委員会  

 

本年度の検診・ドック受検者数は以下のとおり 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

集団検診 235 256 417 760 245 232 271 302 285 286 286 778 4,353 

個人検診 35 35 32 42 26 44 56 51 38 46 52 63 520 

 

〔文責 医事経営課 山形真未〕 
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〔30〕 医療ガス安全管理委員会  

     歯科口腔外科長 坂岡丈利 

当委員会は厚生労働省により設置を義務付けられている委員会であり、病院機能評価においては当委員会が機能してい

るかどうか確認が行われます。令和元年度の委員会は 12 月 25 日〔水〕に開催され、以下のことに関して話し合いが行わ

れました。 

 

① 医療ガス安全管理委員会要綱の改訂について 

② 副院長指名、実施責任者選任 

③ 点検チェックリストについて 

④ 研修会について 

⑤ 令和元年度医療ガス設備修理状況 

⑥ その他 

 

〔31〕 透析機器安全管理委員会  

泌尿器科長 小松淳 

当委員会は、診療報酬算定のために義務付けられた委員会であり、水質管理をメインとして調査・確認を行い、安全に

人工透析を行うことができるように活動しています。 

当年度は、ＲＯ水装置の不良により１月、２月の測定値が基準値内ではあるものの、通常より若干高い数値となりまし

た。しかし透析設備が前回整備より 10 年を経過したため、年度末には器械の更新が行われ、問題は解消されます。今後

も安心・安全な透析が行われるよう継続して活動していきます。 

 

〔32〕 健診人間ドック業務運営委員会  

 

本年度の検診・ドック受検者数は以下のとおり 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

集団検診 235 256 417 760 245 232 271 302 285 286 286 778 4,353 

個人検診 35 35 32 42 26 44 56 51 38 46 52 63 520 

 

〔文責 医事経営課 山形真未〕 

 

 

 

 

 

 

 

〔33〕 図書委員会  

                             副院長 白石直人 

図書委員会は、医師・看護師及び各部門の代表により構成され、図書室の管理運営、蔵書の整備と有効活用を目的に活

動しています。 

図書室では各種文献の閲覧及び貸出しのほか、設置しているパソコン端末からインターネット経由で医学雑誌等の文献

検索、文献複写ができます。医療の質向上のため、是非ご活用ください。 

年度末には、各部門からの要望により、年々歳々蔵書の充実を図っております。利用に際してご不明の点がありました

ら、お気軽にお問合せください。今後とも図書室の管理運営については徹底してまいりたいと思いますので、ルールを守

って快適な利用環境作りにご協力ください。 

 

〔34〕 広報委員会  

              歯科口腔外科長 坂岡丈利 

今年度の広報委員会は 4回開催され、下記の内容です。 

 

第 1回〔令和元年 5月 23 日〕 

・副委員長の選出 

・年報「北リアスの汐 24 号」掲載内容の検討、発刊のスケジュールについて。 

・院内広報「北リアスの絆」発行について 

第 2回〔令和元年 6月 27 日〕 

・年報「北リアスの汐 24 号」掲載内容の確認、分担および依頼方法などについて。今後のスケジュール。 

・院内広報「北リアスの絆」夏号発行に向けて。 

第 3回〔令和元年 10 月 28 日〕 

・年報「北リアスの汐 24 号」、進捗状況、今後のスケジュール。 

・院内広報「北リアスの絆」秋号発行に向けて。 

第 4回〔令和 2年 1月 9日〕 

・年報「北リアスの汐 24 号」、進捗状況、今後のスケジュール。 

・院内広報「北リアスの絆」冬号発刊に向けて。 

 

〔35〕 福利厚生委員会  

眼科長 清野太郎 

 平成 31 年度は以下のイベントを実施しました。 

 病院歓迎会〔４/15〕、クリスマスコンサート〔12/18〕、病院大新年会〔１/16〕 

 また、オープンホスピタルの企画として七夕コンサートを開催し、すぎのこ保育所の園児や職員の有志による出し物で

大いに盛り上がりました。３月には、院内ピンポン大会及び病院送別会の開催を予定しておりましたが、残念ながら中止

となりました。 

 新型コロナウイルス感染症による影響で、大勢集まってのイベントの開催は当分の間難しくなると思われますが、今後

も職員の福利厚生を充実させる活動を行ってまいりますので、よろしくお願いいたします。 
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〔36〕 ボランティア委員会  

副院長 柴田俊秀 

 当院では、「がんサロン支援」「傾聴」「草刈り」について、定期的なボランティア活動をしていただいております。 

 残念ながら今年度で本読みボランティアは活動を終了してしまいましたが、今後は必要物品の購入、新規ボランティア

の募集等を行い、ボランティア活動の一助となるよう、引き続き活動してまいります。 

 

〔37〕 保育所運営委員会  

事務局長 盛合健 

 保育所運営委員会は、保育所の円滑な運営を図るため平成 21年に設置され、年に２回程開催しています。 

 令和元年度の開催概要として、新たに開始された 12 時間勤務体制の情報共有や、保育所からの修繕箇所の要望を協議

しました。 

 今後も、利用職員や保育所との連携をとりあい、環境整備に取り組んでいきます。 

                             〔文責 主事 佐々木由香〕 

 

〔38〕 勤務環境委員会  

副院長 遠野千尋 

当委員会では、医師の負担軽減に関する計画や、各部門で作成した「勤務環境改善に向けた取り組み〔アクションプラ

ン〕」に対する進捗状況等を確認し、院内全職種の勤務環境改善に向けた取り組みを行っています。 

委員会の開催方法に関し、これまで管理会議と勤務環境委員会を兼ねて開催してきましたが、令和２年１月からは３ヶ

月に１回、勤務環境委員会単独での開催とすることになりました。 

今後も勤務環境委員会を中心に、多職種で連携し勤務環境改善に取り組んでいきます。 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

 

〔39〕 地域医療福祉連携室運営委員会  

副院長 柴田俊秀 

 平成 20年４月に医療局より「地域医療福祉連携室」の設置の命を受けています。当委員会は、当院における地域医療・

福祉連携活動が円滑に行われることを目的として、平成 22 年４月に発足しました。委員は、連携室〔室長、室次長、退

院支援看護師、入院支援看護師、医療社会事業士〕のほか、看護科、事務局、薬剤科、栄養科、リハビリテーション技術

科のスタッフで構成されています。 

 

 令和元年度は病院広報「北リアスの風」の定期発行、オープンホスピタルにおける普及活動のほか院内委員会〔５回〕

を開催しました。 

院内委員会では多職種で総合的な指導・カンファレンスの介入を実施しないまま退院となっている症例があったため、

入院料加算及び指導管理料の退院前チェック体制について検討を行いました。また、退院前のチェック手順や確認票、フ

ローを作成後、運用上課題となっている事柄に関しての検討を行い、現状での課題共有のほか、部門間の課題への対応に

ついても確認を行ったことにより、入退院支援関連の入院料加算及び指導管理料の算定件数の向上に寄与したところです。
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〔37〕 保育所運営委員会  

事務局長 盛合健 

 保育所運営委員会は、保育所の円滑な運営を図るため平成 21年に設置され、年に２回程開催しています。 
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〔38〕 勤務環境委員会  

副院長 遠野千尋 

当委員会では、医師の負担軽減に関する計画や、各部門で作成した「勤務環境改善に向けた取り組み〔アクションプラ

ン〕」に対する進捗状況等を確認し、院内全職種の勤務環境改善に向けた取り組みを行っています。 

委員会の開催方法に関し、これまで管理会議と勤務環境委員会を兼ねて開催してきましたが、令和２年１月からは３ヶ

月に１回、勤務環境委員会単独での開催とすることになりました。 

今後も勤務環境委員会を中心に、多職種で連携し勤務環境改善に取り組んでいきます。 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

 

〔39〕 地域医療福祉連携室運営委員会  

副院長 柴田俊秀 

 平成 20年４月に医療局より「地域医療福祉連携室」の設置の命を受けています。当委員会は、当院における地域医療・

福祉連携活動が円滑に行われることを目的として、平成 22 年４月に発足しました。委員は、連携室〔室長、室次長、退

院支援看護師、入院支援看護師、医療社会事業士〕のほか、看護科、事務局、薬剤科、栄養科、リハビリテーション技術

科のスタッフで構成されています。 

 

 令和元年度は病院広報「北リアスの風」の定期発行、オープンホスピタルにおける普及活動のほか院内委員会〔５回〕

を開催しました。 

院内委員会では多職種で総合的な指導・カンファレンスの介入を実施しないまま退院となっている症例があったため、

入院料加算及び指導管理料の退院前チェック体制について検討を行いました。また、退院前のチェック手順や確認票、フ

ローを作成後、運用上課題となっている事柄に関しての検討を行い、現状での課題共有のほか、部門間の課題への対応に

ついても確認を行ったことにより、入退院支援関連の入院料加算及び指導管理料の算定件数の向上に寄与したところです。

このことは、平成 30 年度から薬剤科、栄養科、リハビリテーション技術科に委員の追加をしたことにより、多職種での

連携が可能となったことによるものが大きな要因でしたが、これ以上は委員会での算定件数向上に向けた取組みは人員的

にも頭打ちであり、入院管理を担うスタッフを含めた総合的な検討が必要であることから、今年度で委員会としての検討

を終了することとしました。 

 

当院では、多職種連携・地域包括ケアのため、平成２５年に久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会として設立、平成

26 年に特定非営利活動法人化された「北三陸塾」に、発足準備の段階から活動への参画を継続しています。久慈医療圏

における在宅医療の推進および地域包括ケアシステムの構築に向けた協議の場に出席すると共に、「北三陸塾」主催の研

修会および住民向けセミナーなどの企画・運営にも携わり、在宅医療の推進や医療と介護の連携などに関する知識の教

育・啓発にも努めています。さらに、平成 28 年３月より稼働中の久慈医療圏の医療・介護・福祉の情報連携をＩＣＴに

よって支援するネットワークシステム「北三陸ネット」へ積極的に参加し、患者・サービス利用者からの登録同意の取得、

多職種連携のための活用推進に取り組んでいます。また、理事会やシステム運用部会などに出席し、システムの運用にか

かる協議への参画を継続しています〔表 1〕。 

当院の活用事例としては、電子紹介状、かかりつけ医との病診連携、入退院支援においての医療介護連携、在宅療養支

援での多職種連携、認定看護師等専門職による医療圏向け事例相談などが挙げられます〔表 2〕。 

 

表 1 特定非営利活動法人「北三陸塾」への参画状況 

組織 開催状況・協議内容 当院職員の参画状況 

 理事会  年２回 

 ・平成 30年度活動報告及び収支決算について 

 ・令和元年度事業計画及び収支予算について 

 ・理事の事務分担などについて 

 理事 

 ・病院長      吉田 徹 

 ・副院長兼診療情報管理室長 

          三浦 一之 

利用料金 

検討委員会 

 年６回 

・令和元年度の利用料金について 

・参加施設追加について 

・新システムへの移行について 

 委員 

・副院長兼診療情報管理室長 

          三浦 一之 

・医事経営課長兼診療情報管理室次

長兼医師事務支援室次長 

 西川 栄樹 

 システム 

 運用部会 

 月１回 

 ・「北三陸ネット」の運用状況の把握及び問題点の

抽出と解決方法の検討などについて 

・新システムへの移行について 

 委員 

・医事経営課係長  梅村 高士 

 

表 2 当院の活用事例 

事例 内容 

【病診連携】 

電子紹介状 

久慈病院－診療所間の診療情報提供書の送受信を電子的に行うことで、迅速高密度

な連携が行われています〔R元年度電子的診療情報評価料算定件数 899件〕 

【病診連携】 

かかりつけ医との連携 

久慈病院受診時の診療情報をかかりつけ医が参照することで過剰な検査や医療の途

切れをなくしています。〔月 30件以上〕 
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【病院-施設連携】 

訪問診療 

病院から介護施設に訪問診療に出向く前に利用者の情報提供が行われ、スムーズな

診療がされています 

【医療-介護連携】 

入退院支援 

入院後ケアマネジャーが作成する「介護情報提供書」「ケアプラン」の送受信を電子

的に行い、迅速で効率的な連携が行われています。〔R 元年度介護情報提供書の電子

的受信件数 183件〕 

【病院-調剤薬局】 

疑義照会 

緊急を要さない調剤薬局からの疑義照会に利用されております 

【医科歯科連携】 

周術期口腔機能管理 

手術をされる方の口腔ケアの情報連携をすることで、術後肺炎などの合併症を防ぎ

ます。 

【多職種連携】 

在宅療養支援 

出来るだけ自宅で療養したいという患者さんの病状や内服、栄養、精神、介護サー

ビスなどの情報を多職種で共有し、患者さんと家族の在宅療養支援に役立てられて

います。 

【多職種連携】 

認定看護師相談室 

久慈病院の認定看護師が、７つ専門分野〔感染管理、皮膚排泄ケア、緩和ケア、乳

がん看護、がん化学療法、手術、透析〕において医療圏多職種からの相談に答えま

す 

【多職種連携】 

久慈病院 Comedixニュース 

久慈病院内の勉強会、講習会、研修会などの開催情報を医療圏の多職種にお知らせ

して、院外からの参加も広く促しています。また、診療体制・休診情報、感染情報、

薬剤情報〔DI〕なども発信されます。〔R元年度のニュース記事送信件数 403件〕 

【多職種連携】 

入退院通知 

久慈病院に入院したときや退院が決まったときに、患者さんが北三陸ネットに登録

しているかかりつけの施設に通知が送られ、状況の迅速な把握や書類作成につなが

っています。〔R元年度入退院通知延べ人数 3265人、メール通知件数約 4000件〕 

〔文責 医事経営課 村田啓明〕 

 

〔40〕 ＤＰＣコーディング委員会  

副院長 三浦一之 

 本委員会は、厚生労働省通知「DPC 制度への参加等の手続きについて〔平 30 保医発 0326 第 7 号〕」に定める「適切な

コーディングに関する委員会」に該当しており、年 4回以上開催されることが DPC対象病院としての必須要件とされてお

ります。 

 本委員会は、標準的な診断及び治療方法について院内で周知を徹底し、適切なコーディングを行う体制を確保すること

を目的としており、各診療科長・薬剤師・診療情報管理士で構成されています。 

 平成 31年度の活動としては、委員会を 5回開催しました。 

 ① 平成 31年 4月 22日 

・病名の付与について 

  ・部位不明・詳細不明コード〔「.9」コード〕について 

② 令和元年 5月 27日 

  ・肺炎コーディングについて 

  ・肺炎患者/重症度について 
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 ① 平成 31年 4月 22日 
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② 令和元年 5月 27日 
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  ・肺炎患者/重症度について 

 

 

③ 令和元年 6月 24日 

 ・副傷病名「入院時併存症」「入院時発症疾患」について 

・副傷病名の選択について 

・敗血症 SOFAスコアについて 

④ 令和元 30年 7月 22日 

・DPC傷病名、退院時サマリについて 

⑤ 令和元年 8月 26日 

・ICD疾病分類について 

・感染症、心房細動および粗動、急性虫垂炎、急性膵炎について 

  

今後も、本委員会を質・量とも充実させて、当院の適切なコーディングに寄与したいと思います。 

〔文責 医事経営課 水堀路子〕 

 

〔41〕 院内職場研修委員会  

副院長 白石直人 

当委員会は、院内職場研修を計画的かつ効率的に実施する方策を協議する目的に設置されています。 

所掌事項は、職場研修の企画立案・実施・実施状況の把握に関することです。 

令和元年度に開催した職場研修会は次のとおりです。 

 

 

 

今後も院内職場研修の実施について、計画的に取り組んでいきます。 

〔文責 総務課長 玉舘信雄〕 

所属・役職 氏　名

R1.5.24
NPO学習学協会代表理事
らーのろじー株式会社代表取締役

本間　正人 医療・福祉従事者向けコーチング研修会
久慈地域リハビリテーション
広域支援センター研修会

R1.7.4 武蔵野大学看護学研究所　客員研究員 進士　君枝
医療安全から関わる患者と医療者の
コミュニケーション

久慈病院医療安全研修会

R1.8.1 東北大学病院感染管理室　特命教授 徳田　浩一
感染症診療の基礎
　～１からはじめたいあなたへ～

久慈病院院内感染対策研修会

R1.8.23 愛知厚生連安城更生病院　副院長 安藤　哲朗 医療安全と医療事故調査制度 久慈病院職場研修会

R2.1.29
いわてリハビリテーションセンター
理事長

大井　清文
地域包括ケアシステムを支えるための
地域リハビリテーション

R2.2.6 岩手医科大学　医療安全学講座　教授 肥田　圭介 医療安全も ONE TEAM！ 久慈地域医療安全対策研修会

講　師
開催日時 演　　題 共　催　等





 

 

 

 

Ⅶ．その他 
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〔１〕研修医寄稿 

 

研修医生活を振り返って 

阿部真璃奈 

研修期間の大半が終わり、そろそろ研修医生活の終わりを意識する頃となりました。 

これまでの約２年間は、忙しくも楽しい毎日であっという間に過ぎていったように思います。同期を始め、先生方やコ

メディカルの方、患者さんなどたくさんの方との出会いがあり、検査や治療など医学的知識や診療技術はもちろん、医療

に対する様々な考え方なども学ぶことができました。 

この研修期間での経験を通して、できるようになったこと、身についたことはたくさんありますが、まだまだわからな

いことやできないこともあり、勉強し続ける姿勢がとても重要であると実感しています。 

これから先も迷うことや悩むことがたくさんあると思いますが、この２年間で学んだことを忘れずに、さらに成長でき

るように日々努力していきたいと思います。 

最後になりましたが、お世話になりました皆様にこの場をかりてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

研修を振り返って 

石川 健太 

 2019年の 4月から研修医として働き始めて、早 2年が経とうとしています。 

 2020 年は早々からコロナ蔓延により、当院だけでなく全国の医療関係者が大きな不安と危機に晒されていました。そ

のような時代の中でも、充実した研修医生活を過ごせたのはご指導していただいた先生方、スタッフの方々、経験という

形で学ばせていただいた患者様のおかげだと思います。あと数ヶ月で久慈を離れていきますが、久慈病院で学んだことを

活かし、良き医療人になれることを目指して精進していきたいと思います。 

 ２年間、誠にありがとうございました。 

 

 

研修医生活を振り返って 

奥津 美里 

ずっと目指していた医師として働くことができるという喜びを感じながら働き始めてからもうすぐ２年が経とうとし

ています。２年間の研修医生活は毎日が新鮮で本当にあっという間でした。右も左も分からず目の前のことをこなすこと

に必死だった２年前から、指導医の先生方、コメディカルの方々、いろいろな方々に支えられ、多くのことを学び少しず

つ成長できたと思います。 

まだまだ医師として未熟ですが、久慈病院の研修で得たものを糧としてはやく１人前の医師になれるよう精進したいと

思っております。 

２年間ありがとうございました。 
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研修を振り返って 

坂岡 雅史 

久慈病院で初期研修医として働き始めてから、早いもので２年が経過しようとしています。働き始めた頃は、右も左も

分からず多くの方々に助けていただきました。電子カルテの使い方から分からず、オーダーもできないので上級医の先生

に教えて頂きながらやったり、朝の採血も何度やっても採血できず、病棟の看護師さんに代わりに採血してもらったりな

ど、他にも数えきれないくらいのことを教えてもらいながら、日々仕事に取り組んできました。 

今、無事に研修を終えることができるのは、ご指導頂いた先生方、コメディカルの方々、職員の皆様のおかげです。こ

の場を借りてお礼申し上げます。 

まだまだ、できることよりできないことの方が多くありますが、今までにない学んだことを活かしつつ、今後もひとつ

ひとつ挑戦しながら医師として精進していこうと思います。 

２年間、誠にありがとうございました。 

 

研修を振り返って 

髙岡 秀輔 

もう間もなく久慈病院での２年間にわたる研修期間が終わろうとしています。 

初めは知り合いの先生に勧められ、見学をした際に医局の雰囲気を感じてここで研修したいと思い、久慈病院を第一候

補にしました。 

初めはこれから社会人としてうまくやっていけるのか、実際の医療の現場に向き合ってきちんとした医療を提供できる

のか色々不安になりました。実際には自分の不出来で色々怒られることも多々ありましたが、そのたびに各科の先生方や

他のスタッフの方の助力もありここまでやってこれたと思います。 

自分は今後岩手を離れる所存ではありますが、久慈病院で学んだことを生かし久慈病院の名に恥じないよう頑張りたいと

思います。 

２年間本当にお世話になりました。 
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〔２〕 サークル活動 

 

野球部 

令和元年度の野球部の活動は、４月中旬から北部地区大会と医療局開庁記念県大会優勝、岩手県医師会復興支援野球大

会優勝のそれぞれ３連覇を目指してのシーズンインとなりました。１回/週の市営球場での厳しく？わき合いあい？のナ

イター練習および練習試合を行いました。 

大会結果ですが医療局北部地区対抗戦は、二戸病院主管で１回戦軽米病院と対戦し、猛打爆発一方的な 19-１で勝利し
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〔文責 皆川幸洋〕 

 

テニス部 

当院は病院敷地内にテニスコートを保有しており、毎年、医療局球技大会に向け業務終了後に部員が集まり練習してい

ます。 

令和元年度の北部地区球技大会は二戸市で行われました。 

１試合目は対一戸病院で３勝、２試合目は対二戸病院で１勝２敗と、惜しくも準優勝に終わり、あと少しのところで県

大会出場はできませんでした。 

ここ数年、県大会出場を逃していますので、次年度以降のテニス部の活躍に期待したいと思います。 

選手のみなさま、応援いただいたみなさま、大変お疲れ様でした。 

〔文責 玉舘信雄〕 
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バレーボール部 

私達バレーボール部は副院長白石先生監督の下、15名程度で活動しています。院内の色々な職種の方(看護師、助産師、

薬剤師、看護補助者、医療クラーク、委託職員)が気持ちのいい汗を流しています。女子(９人制)がメインですが、男性

職員にもサポート役として多数参加頂いています。以前は色々な大会に参加していましたが、現在は県医療局主催の球技

大会のみが活動の場となっています。 

練習は週２回(火・木)、久慈中学校の体育館で行っています。各々激務の中時間を捻出し、練習に励んでいます。 

今年度の北部地区大会は二戸市の総合スポーツセンターで開催されました。地区大会優勝チームが県大会に出場できます。

北部地区は、久慈・二戸・一戸・軽米の４つで争われます。昨年、８年ぶりに県大会出場を逃したため今年こそはと意気

込み、先生方、師長方を始め、事務職員、自分達家族の応援を背に大会に臨みましたが、またしても若さあふれる二戸病

院に惜敗。２年連続県大会出場を逃してしまいました。 

来年こそ県大会へ出場出来るよう、チーム一丸となり練習に励みたいと思います。 

現在、部員の高齢化が問題となっており、人数集めに苦労している所です。バレーボールを競技した事がない方も大歓

迎です。バレーボールに興味のある方、バレーボールが好きで体を動かしたい方、男性職員も大歓迎です。バレーボール

を通して交流の輪を広げましょう！ 

〔文責 柏木由架〕 

 

 

卓球部 

R１年度の卓球部の活動は、球技大会地区予選二年連続突破、県大会優勝を目標に週二回、大会議室での練習に取り組

みました。 

地区予選では大接戦の末、二戸病院に１セット差で敗退と、とても悔しい結果となりました。この悔しさをバネに次回

開催時は県大会出場できるよう練習に力を入れていこうと意気込んでいます。 

現在の部員は、ほぼ卓球経験者ですが未経験でも卓球に興味のある方大歓迎ですのでお気軽にお声掛けください。 

〔文責 川端渉平〕 

 

フットサル部 

フットサル部は毎週日曜日に市民体育館で活動していましたが、コロナ禍で活動を中断しています。普段は医師、看護

師、放射線科技師、理学療法士さんなど多職種でわいわい楽しんで活動しています。男女、年齢、経験の有無は問いませ

んので、体を少し動かしてみたいかた、遊び気分の方も大歓迎です。最近は中学生も参加していただき、むしろ中学生の

ほうが多いくらいです。大人は体力の低下が著しく、こんなにも体力差があるのかと実感させられることもしばしばです

(笑)。例年だと夏と冬に県内の病院対抗戦や、大野のビーチサッカーに参加することもありますが、今年度は軒並み中止

になりました。コロナが落ち着き、早く再開できますように… 

〔文責 遠藤正宏〕 
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〔3〕令和元年度の出来事 

                             

オープンホスピタル 

 

 

 

  

４月１日 

  〃 

４月２日～４日 

４月２日 

４月 15日 

  〃 

５月 14日～15日 

５月 31日 

６月３日 

７月４日 

７月 13日 

辞令交付式（中会議室） 

医療局新採用者職員辞令交付式（ホテルメトロポリタン盛岡） 

転入者・新採用者及び臨床研修医オリエンテーション（大会議室他） 

対面式 

院長講和 

病院歓迎会（ロイヤルパークカワサキ） 

ふれあい看護体験（大会議室他） 

脳死判定シミュレーション（大会議室他） 

病院機能評価研修会 

職場研修会 

開庁記念病院等対抗球技大会北部地区大会（二戸市） 
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二戸高看クリスマス訪問 

 

 

クリスマスコンサート 

 すぎの子保育所・研修医のみなさ

ん、病院職員有志による楽しい催し

が繰り広げられました。 

 

10月 23日～24日 

11月 13日～15日 

11月 13日 

11月 14日 

11月 15日 

11月 20日 

12月５日 

12月 10日 

12月 17日 

12月 17日 

12月 18日 

病院機能評価受審 

中学生社会体験受入 

消防訓練 

令和元年度医療局職員表彰 

岩手県職員表彰(岩手県民会館) 

中学生社会体験受入 

KAIZEN 報告会 

KAIZEN 報告会 

岩手県立二戸高等看護学院訪問活動 

地域健康講演会 

クリスマスコンサート(待合ホール) 
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岩手県立二戸高等看護学院訪問活動 
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クリスマスコンサート(待合ホール) 

 

市民公開健康講演会 

 
 

 

災害対応訓練 
 

 
12 月 19 日 

12 月 27 日 

１月６日 

１月 16 日 

２月 19 日 

２月 21 日 

３月 30 日 

３月 31 日 

岩手県職員表彰、医療局表彰及び KAIZEN 報告優秀者表彰式 

仕事納め式、メス納め式 

仕事始め式 

岩手県立久慈病院大新年会(ロイヤルパークカワサキ) 

第 40 回市民公開健康講演会(アンバーホール) 

災害対応訓練 

辞令交付式 

離任式 
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〔４〕病院広報 

 

くじ病院広報 №12 くじ病院広報 №13 

  

くじ病院広報 №14 くじ病院広報 №15 
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〔４〕病院広報 

 

くじ病院広報 №12 くじ病院広報 №13 

  

くじ病院広報 №14 くじ病院広報 №15 

  

北リアスの絆 令和元年春号 

 

北リアスの絆 令和元年夏号 

 

北リアスの絆 令和元年秋号 

 

 

北リアスの絆 令和元年冬号 

 



編 集 後 記 
 

令和元年度の出来事を振り返ってみますと、世界では、香港で 200万人が参加する反政府デモ、また米中の貿易摩擦が

激化、パリの世界文化遺産ノートルダム大聖堂火災、そして、新型コロナウィルス感染流行が中国の武漢で始まりました。 

 

日本では「平成」から「令和」に改元、消費税は 8％より 10％に引き上げられ、吉野彰さんがリチウムイオン電池の開

発でノーベル化学賞を受賞しました。岩手では日本で初めて開催されたラグビーW杯の試合が釜石でも行われ、ウルグア

イ対フィジーの熱戦が繰り広げられました。しかし台風 19 号で大きな被害をうけ、全線開通したばかりの三鉄が運休を

余儀なくされました。また、岩手医大附属病院が矢巾へ移転しました。久慈病院では、三陸防災復興プロジェクトの一貫

として初めて「病院祭」が開催されました。病院機能評価受診し無事合格の評価を得ました。 

 

いろいろな出来事が次から次へと起こり慌ただしい令和元年でしたが、久慈病院年報「北リアスの汐」は無事に発刊す

ることができました。これも忙しい病院業務の中、編集に携わった委員の皆様、原稿をお寄せ頂いた職員の皆様のおかげ

です。心より感謝申し上げます。 

 

 

令和３年３月 31日 

 

広報委員を代表して 坂岡 丈利 

 

 

 

広報委員会委員 
 

坂岡 丈利    伊藤 千絵    大﨑 拓也    吉田 裕梨 
川端 渉平    滝野澤 頼    浅水 梨那    三上 寛也 
高田 哲治    菊地 美里    泉山 道吾    高橋 彩夏 
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